









































ようこそ黒椿屋へ！




～フラグを折るのは美少年ですか？～
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　カツカツと黒板に文字を書いていた体育祭実行委員が振り返る。

　初夏の空はどこまでも青く、清すが々すがしい風が教室内に吹き込むと窓まど際ぎわに座すわる胡桃くるみの柔やわらかな髪かみがふわりと揺れた。

　六月に入ったばかりの教室は、衣ころも替がえを終えたばかりの夏の制服で埋うめ尽つくされている。

「では高たか城ぎさんがお姫様役でいいですか？」

　委員の問いかけに全員がなんとなく頷うなずく。

　教きよう壇だんの端はしの椅い子すに座った科学担当の越こし野の先生が満まん足ぞくそうに微笑ほほえんでいるのを見て、胡桃はこっそりと笑ってしまう。

　胡桃の通う高校では、六月末に行われる体育祭で、二年生は仮か装そうしてクラス対抗のポイントを争あらそう応援合がつ戦せんをすることになっており、今はその内容を決めているところだ。

　テーマは戦国合戦と決まり、メインとなるお姫様の役を、和風美少女の高城望の愛あでいこうと話し合いが進められていた。

　それでは、と委員が言いかけた時、「でもさぁ」と手も上げずにいきなり大きな声を上げる生徒がいた。

　学年でもモテることで有名な咲さき畑はた優ゆう樹きだ。

　足を組んだ気け怠だるそうな態度、着き崩くずした制服、茶に染めた髪、耳にはピアスのいかにも『俺おれはモテます』的な雰ふん囲い気きがある。

　その咲畑が足を組んだ格かつ好こうのままで言った。

「俺らのクラスには五ご條じようさんもいるんだぜ？　五條さんを西洋のお姫様するだけでもポイント高いんじゃないの？」

　咲畑の意見に、他の生徒も「それもそうだ」などと同意を始める。

　西洋のビスクドールのような愛らしい外見、小こ柄がらで華きや奢しやな体に茶色味がかった長い柔らかな髪、そして大きな瞳ひとみと小さな唇くちびる。いつでも丁てい寧ねいな物腰の胡桃は、誰だれもが認める学内一の美少女として有名だった。

「そんな……恥はずかしくて……」

　そっと頰ほおを染めてうつむくと、クラス中の男女問わず誰もがその愛らしさに思わず溜ため息いきをこぼす。

「胡桃ちゃん、可か愛わいい！」と誰かが小さく感かん嘆たんすれば、その声にますます照れたようにうつむいた。

（もう決まりかかってんのに空気読めへんのか、チャラ男おは。まあ、あたしがお姫様になったら、お嬢じよう様さまモードでガツガツポイントを稼かせいでクラスの勝利に貢こう献けんしまくったるけどな！　他のクラスよ、恐れるがよいっ。うへへ）

　うつむく天使の美少女は、心の中で悪あく態たいを吐つきながら自分を相そう当とう持ち上げ、気き味みの悪い笑みを浮かべていた。

　五條胡桃、十六歳。

　人形のように可愛くおしとやかな彼女の実態は、毒どく舌ぜつ関かん西さい弁べんで裏うら表おもてありまくりの計算高い非常に残ざん念ねんな人だった。

　控ひかえめで楚そ々そとした態度は、もちろん計算づくの仕し草ぐさ。

　まさかこの美少女がそんな毒どくを吐はいているなどクラスの誰一人想像さえしていないだろう。

　いや、ただ一人、胡桃の裏の姿を知る人物がいる。

　それは月つき瀬せ柊しゆう夜や、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねに寝ね癖ぐせのついている少々鬱うつ陶とうしい真っ黒の髪、『根ね暗くらコーヒーゼリー』とあだ名されるほど暗くらくて存在感の薄うすい地じ味みな男子だった。

　学校を休んだとしても誰も気がつかないだろうし、話どころか声すら聞いたこともない女子も多いだろう。

　そんなキングオブ地味男子と胡桃には密ひそかな繫つながりがあった。




　ほんの一カ月ほど前の五月の連休明けから間もない頃、胡桃のクラスでは一つの事件が起きた。

　高城望愛が校舎の三階から何者かに突き落とされ、骨を折る大おお怪け我がをしたのだ。

　幸い植え込みがクッションとなり、命に別状はなく今は学校にも復学できているが、望愛を突き落とした犯人は、なんと彼女によこしまな執しゆう着ちやくを抱いだいていたクラス担任の有あり馬ま先生だったという衝しよう撃げき的てきな事件。

　その事件の際に柊夜は、呪のろいを込めた胡桃のイタズラのせいで容疑者として疑われてしまった。

　胡桃が呪いのイタズラをしたのも、女子のノリに押されて柊夜へ告白をしたが、見み事ごとに断ことわられてしまい、逆さか恨うらみをしたという最悪の経けい緯いがあった。

　さすがに自分のせいで柊夜に迷めい惑わくを、それも多た大だいな迷惑をかけてしまったことに責任を感じた胡桃は、その容疑を晴はらそうと夜の学校に忍び込んだ。

　その時に、あやかしを惹ひきつけて封ふう印いんする仕事をしている柊夜の裏の顔を知り、それと同時に胡桃がひた隠しにしている毒舌関西弁の素すの姿を彼に知られてしまった。




　斜ななめ前に座る柊夜がちらりと胡桃の方を振り返り、眼鏡の奥でひっそりと笑った。

　──また関西弁で悪態吐いてるでしょ？

　まるでそう言われた気がした。

　口の端がわずかに引き上がっている。

（いいや、気のせいちゃうな、あれは。絶対にバカにしてる笑いや）

　ジロッと柊夜を睨にらみかけたが、周囲の視線を思い出して慌あわててはにかみの表情に戻す。

　カツカツと小こ気き味みよいチョークの音を立てながら、黒板に委員が胡桃の名前と『西洋の姫』と書き付けて振り返った。

「では五條さんをお姫様に変更しますか？」

　そう問いかけた途と端たんに、教壇の端に座る越野先生があからさまにがっくりとした。

（先生、がっかりしすぎちゃうの、それ。ちょっと失礼やし！）




　事件の際に発覚したこと。

　それは望愛がこの越野先生と、互いに想い合っていること。

　ただし、このことを知っているのはその場にいた胡桃と柊夜だけ。学校の教師や生徒はもちろん、他の誰も知るところではない。

　そのため近頃の望愛は、胡桃を廊ろう下かや中庭へと連れ出してはのろけ話をしてくるようになった。

　とある日には。

「ねえねえ、聞いてよ、胡桃ちゃん。先生ってばね、昨日きのうはコンビニのお弁当で夕食を済ませたんだって。栄養バランスが心配になっちゃうよね」

「そうですね」

　また別の日には。

「ねえ、聞いて、胡桃ちゃん。先生ってばね、明日は出張なんだって。忙いそがし過ぎて心配になるの。体調を崩くずさないかなぁ。気になるよね」

「そ、そう……ですね」

　望愛の恋がうまくいっていること、そしてその相手が真ま面じ目めで頼りがいもある越野先生であることに胡桃の胸は温かくなる。

（のろけ話ができるほど元気になってよかったなぁ、望愛ちゃん）

　これまで女子がしている、誰が誰を好き、誰と誰が付き合ったなんて恋の噂うわさ話ばなしにはなんの興きよう味みもなく、ただそっと側そばで微笑んで聞いているだけの胡桃だったけれど、望愛の恋には、まるで自分のことのように喜よろこびを感じてしまう。

　衝撃的な事件で怪我を負った望愛が心に傷を負うことなく、こうして楽しそうに笑っていることが嬉しくて、胡桃の胸は望愛と一緒に弾はずむのだ。

　しかし最近は、「ねえ、聞いてよ」があまりにも頻ひん繁ぱんで少々お腹いっぱい感がある。

　毎日のようにのろけている望愛だが、付き合うのは卒業してからと決めているらしく、今はメールと電話のやり取りしかしていないらしい。と、これまた詳しよう細さいを胡桃に延々と話してくれる。

　事件で担任が不在となったこのクラスに、当の越野先生が臨りん時じの担任としてつくことになったのは、いいことなのか悪いことなのか。




「ねえ、西洋の姫と和風の姫と両方やっちゃえばいいんじゃない？」

　女子の一人が手を上げてハキハキと発言する。背の高い彼女は姿勢も良く、凜りんとした雰囲気を持っている。

　彼女は衣装担当の泉いずみ花か梨りん。

　繊せん細さいそうな銀ぎん縁ぶち眼鏡に三みつ編あみのスタイルは昔の女学生といった雰囲気があり、少し地味な印象はあるけれど、とても手先が器用で、今回衣装を制作するのをとても楽しみにしているらしい。

　その意見が出た途端に越野先生の顔が「パアアア」と効果音が出そうなほど輝き、唐とう突とつに立ち上がるや満面の笑みで口を挟はさんだ。

「いい意見だ！　よし、それでいこう。それがいい！　泉、ナイスだ！　ナイス意見だ！」

　きっと望愛がお姫様姿になるのを心しん底そこ期待しているのだろう。右手がガッツポーズになっている。

（せやから先生、さっきからあからさま過ぎるって。ガッツガツやん！）

　穏おだやかな越野先生のいつにない積極姿勢に、前に立っていた委員は気を吞のまれたようで、戸と惑まどいながら「じゃ、じゃあ……反対意見のある人は……」といくらか怯おびえながら問いかけた。

　それに反対する生徒もおらず、結局、胡桃と望愛のダブルお姫様が決定し、その後、それぞれの姫のお相手、つまりパートナーも決められた。胡桃の相手は咲畑、そして望愛の相手にはなんと地味男子部門ナンバーワンの柊夜が選ばれてしまった。

　柊夜が選ばれた理由はただ一つ。

　黒くろ髪かみの上に少し長めなので和風武士っぽく束たばねられそうだと、そんな簡単な理由だ。

　男子は面めん倒どうそうな役をうまく言いくるめて柊夜に押しつけた感じで、選ばれた柊夜は「いや、あの、困るけど」と断りの姿勢を見せたが、押し切られてしまった。

　咲畑に至いたっては「胡桃ちゃんの騎士ナイトは俺しかいないっしょ？」と自信満々な立りつ候こう補ほで決まった。




　放ほう課か後ご、主役四人の採さい寸すんをするからと、衣装担当の花梨に言われ、教室に胡桃たちと花梨の五人が残った。

　開け放った窓から入り込む六月の爽さわやかな空気に、衣替えで半はん袖そでの制服になったばかりの腕うでが少しひんやりとする。

「胡桃ちゃん……ほっそ──い！」

　腰こし回まわりをメジャーで測りながら花梨が鼻息を荒げる。心なしかハアハアと息も荒い気がする。

「か、花梨……ちゃん？　あの……息が……」

　荒くないですか？　と言いたかったが、聞かない方がいいような気がして胡桃は口をつぐむ。そういえば望愛の採寸をしている時もやけに息が荒かった。

　若じやつ干かん、瞳どう孔こうが開き気味に見えるのも怖い。

（……うん、聞くのはやめとこう）

「あああ、どんなドレスがいいかな～。ベビーピンク？　でも華はなやかな水色も綺き麗れい！　望愛ちゃんの着物は赤で決まりなんだけどなぁ。胡桃ちゃんどれも似に合あいそうで悩む～！　あ～ん、もう腕も肩も細くて……よだれ出そう！」

（よ、よだれ？　なんでや!?）

　一人で大盛り上がりしている花梨の為なすがまま。

　散さん々ざんあちらこちらを測られて、ようやく解放された胡桃はぐったりとしてしまった。

　窓際で暇ひまそうにしていた咲畑と柊夜の方を向いた花梨が、「じゃあ次は男子ね」と、手のひらを広げて離れた所から二人を測る。二、三度手を動かしてから軽く頷いた。

「よし、男子の採寸オッケー」

「いやちょっと待て！　オッケーってなんだよ！」

　メジャーで測りもせずに終了を言い切った花梨にすかさず咲畑が抗議をする。

「あれで終わりって、どういうことだよ？　女子は丁寧に測ってたのに、俺らはなんもしてねえじゃんか！　なにこの違い？　こんなんで俺の魅み力りよくを最大限に引き出せるわけないじゃん？」

「はっ！」

　驚くほど勢いをつけて花梨は鼻で笑い腕を組んだ。

　背の高い花梨が腕を組んで仁に王おう立だちになると迫はく力りよくが出る。威い圧あつ感かん満まん載さいで花梨は咲畑に言った。

「バッカじゃない？　男はね、二次元で充じゆう分ぶんなの。何が俺の魅力？　笑わせないでよ。あんたレベルなんか二次元の男の中じゃ正直モブよ、モブ。そうね、モブ男とこれからは呼んであげるわ」

「この俺がモブなわけないだろ！　それよりも俺の衣装、カッコイイ騎き士しにしろよな」

「私は可愛い子をコスプレさせられたらそれで満足なの！　男子はついでよ、ついで！　正直興味ないわ」
















　言い放った花梨に、胡桃は心の中で突っ込んだ。

（花梨ちゃん……これ、コスプレやないねんけど……）

　このままではアニメかマンガの衣装を着せられることになりそうだ。

「まあいいや。なあ、今から親しん睦ぼくを兼かねてカラオケ行こうぜ。望愛ちゃんとももっとお近づきになりたいし、月瀬ともしゃべるの初めてだっけ？　な、おまえも行くだろ？　胡桃ちゃん、帰りはこのナイト咲畑が家まで送っていくから安心して」

（何がナイト咲畑やねんな。お笑いコンビの自じ己こ紹しよう介かいかいな）

　穏やかに微笑む美少女の残念な脳内はこんなもの。何かあればすぐに「送っていく」と言い出す咲畑にはいささかうんざりしているので軽く無言で流している。

　いつの間にやら「望愛ちゃん、胡桃ちゃん」呼ばわりして一人勝手に盛り上がる咲畑が、柊夜の肩に馴なれ馴なれしく手をかける。だが柊夜はすぐにその手から逃のがれて身を引いた。

「いや、俺はいい」

「んだよ、親睦しよ～ぜ～。おまえいっつも一人だし参加しねえじゃん。ほら親睦深めようぜ」

「いや、その、用事もあるから……終わったならもう帰っていいかな？」

　長めの前髪でうつむく柊夜は本当に陰いん気きで根暗だ。そこだけ影がわだかまっているような暗さが漂ただよう。

「月瀬ぇ、暗いよ暗いよ？　こ～んな可愛い子猫ちゃんたちと一緒なんだぜ？　もっとエンジョイしないとさ。ほらほら、行くぞ」

（子猫ちゃんって、エンジョイって……あんたはオヤジか！）

　胡桃は静かに微笑みながら突っ込む。

　遠慮知らずに軽く誘さそう咲畑は、柊夜の態度に気付いていないようだ。

　いきなり表舞台に引きずり出され、ずっと居心地が悪そうにしていた柊夜だったけれど、咲畑の馴れ馴れしい態度に、今は完全に逃げモードに入っている。

「いや……俺は帰るから」

「暗いとモテないぜ？　って、もうやっぱ帰る感じ？　あれ、これって俺ハーレム？」

　調子よくしゃべる咲畑の声を背に、柊夜はそのまま出て行ってしまった。

　その後ろ姿を追うように胡桃もカバンをつかむと「私も失礼します」と一礼してすぐに教室を駆かけ出した。

「あれれ、胡桃ちゃ～ん」

　咲畑がチャラいノリで呼び止めたけれど、胡桃は柊夜を追いかけた。

「月瀬君！　待ってください」

　階段の途中、急ぐ背中に声をかけると、柊夜が立ち止まってゆっくりと振り返る。

　途中の踊おどり場ばにある窓から射し込む光が、二人の間を隔へだてるように白いラインを引く。

　もっさりとした長い前髪と黒縁眼鏡に隠されていても、今、柊夜が浮かべているのは困惑の表情なのだと胡桃は見逃さない。

　胸の奥が小さな音を立てて軋きしんだ。

　柊夜が人との間に壁かべを作っている理由を胡桃は知っている。

　あやかしを引き寄せてしまう特とく異いな体質は、夜になるとあやかしに近いものとなる。

　だから柊夜は自分と一緒にいることで、相手に霊れい障しようと呼ばれる悪い気を与えてしまうことを恐れている。

　夜になれば顕けん著ちよになるその影えい響きよう。柊夜は学校の宿しゆく泊はく行ぎよう事じにも参加したことがないと言っていた。

　人から興味を持たれないように、誰とも親しくならないように。そうあろうとする柊夜は誘いを断るしかない。

　そんな自分の態度が相手を不ふ愉ゆ快かいにしてしまうことも承しよう知ちの上。そのことに平然としていられないから、困惑の表情を浮かべているのだろう。

　壁を作ることは自みずから望んでいることとしても、そうしなければならない柊夜の生き方に胡桃は痛みを覚えてしまう。

　だからこそにっこりと極ごく上じようの笑顔を浮かべた。

「柊夜、一緒に帰らへん？　今日は黒くろ椿つばき屋やに行ってもええかな？」

　まだ学校の中。生徒はもうほとんどいないけれど、誰かに聞かれるかもしれない。

　それでも胡桃はわざと地の関西弁で言う。

　目を開いた柊夜がゆっくりと表情を緩ゆるめる。

　まとう空気が和やわらいだ。

　関西弁を使うことの中に込めたメッセージを受け取ってくれたのかどうなのかはわからないけれど、柊夜の困惑した表情が消えただけでほっとする。

　軽く笑みを浮かべた口元から柊夜の優しい声がこぼれた。

「──もちろん、歓かん迎げいするよ」

　胡桃は光のラインを飛び越えて柊夜の隣となりに並んだ。

　運動部のかけ声が響くグラウンドの脇わきを抜け、校門を出る。

　学校でこうして並んで歩くことなんてほとんどない。

　そんな状況に気付いて胡桃はありえないほど緊張してきてしまった。

（う、うわぁ、どないしよ。帰ろうって誘ったのに、しゃべらへんとか感じ悪いな、あたし。せやけど……な、なんや緊張してしもて……。あかん、平常心さん、戻ってきてえ～）

　心の中ではしゃべり続けているのに、話しかける言葉を見つけられずに黙もく々もくと歩く。

　初夏の風が軽かろやかに無言の二人の間を抜けていくと、胡桃の長い髪がふわりと広がった。それを見ていた柊夜が「わたあめみたいで美お味いしそう」と呟つぶやき、慌てて口を押さえた。

　顔を背けた柊夜の耳が真っ赤に染まっていることに気がついた胡桃は、つられて真っ赤になってしまい、体温が一いつ瞬しゆんで上昇する。

（なに、この恥ずかしい空気は！　なんや、なんでや……このドキドキはなんなんや!!）

　結局、何も言えないまま二人してうつむき、赤い顔を隠して歩く。

　そんな二人をじっと見つめている目があることなど、気がつかないままで、微び妙みような距離を保ちながら学校を後にした。
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　連れん子じ窓まどに、犬いぬ矢や来らい、格こう子しになった低いくぐり戸の純和風の建物は、京きよう都との古い町並みの一角にありそうな趣おもむきで、そこだけ時が止まっているのかと錯さつ覚かくしそうになる。

　長くなってきた陽が大きく傾かたむいて辺りを淡あわい赤色に染める中、胡桃くるみは柊しゆう夜やに続いて潜くぐり戸を抜ける。

　背の低い胡桃でさえも腰こしをかがめなければならない低い潜り戸の内部は、建物の中なのに石いし畳だたみが奥へと続く不ふ思し議ぎな造つくりをしており、その石畳には程ほどよい打ち水がなされていて、足元の行あん灯どんの灯あかりが反射して幻げん想そう的てきに光る。

　誰だれが水を撒まいているのか見たことはないけれど、いつだって上品に打ち水され、仄ほのかにお香の良い香りが漂ただよう。

　扉とびらの脇わきに二本足で立っている小型犬ほどの大きさの謎なぞの生き物が、頭をペコリと下げて「おかえりなさいまし」と柊夜へ声をかけてから「胡桃様、こんにちは」と可か愛わいらしい声で挨あい拶さつをしてくれた。

　手に持っている提ちよう灯ちんがゆらりと揺れる。縁えん日にちで売っているような狐きつねの面を被かぶっているので顔は見えない。

　この謎の生き物は、三つの目を持つ獣けもののあやかしだ。

　朧おぼろという名を持ち、店への『手引き』、つまり案内役を担になっている。銀ぎん太たや柊夜と一いつ緒しよに入る時以外は、必ずこの『手引き』に案内を請こわなければ店にはたどり着けない。




　ここは『黒くろ椿つばき屋や骨こつ董とう店てん』。

　あやかしを扱あつかう特別なお店。

　ここで扱う商品は曰いわく付きのものばかりだ。

　長い年月を経へて魂たましいを宿してしまったつくもがみと呼ばれる品物や、あやかしを封ふう印いんした壺つぼや巻まき物もの、誰かにすぐ巻き付こうとする帯おびや着物など、様々な不思議なものを扱っている。

　一いち見げんさんはお断ことわり。

　店の主あるじの許きよ可かを得た者でなければ入ることさえ叶かなわない。

　呪じゆ術じゆつに長たけているあやかしや曰く付きの品物をうまく扱える人間しか入ることを許可されないお店なのだ。

　胡桃はごくごく普通（と本人談）の女子高校生だが、望の愛あの事件の時にこの店と関わり、出入りすることを許された。




　石畳の突き当たりにあるガラス戸の前で柊夜が立ち止まり振り返った。

　店の前に立つと柊夜の雰ふん囲い気きはガラリと変わる。

　白いシャツにグレーのベスト、夏用の青いネクタイ。学校で見み飽あきるほど見ている制服なのに、やけに華はなやいで見える。

　昼の学校で見る地じ味みで目立たない柊夜はどこにもおらず、艶やかさが匂い立つ。

（こ、この雰囲気があやかしを惹ひきつけるんやな。あたしは人間やのに、こんなにドキドキするんやから、人間にも絶対影響してると思う。くわばらくわばら）

　胡桃は雷かみなり除よけのまじないとも知らずに「くわばら」を唱となえながら、それともまさか自分も実はあやかしなのかも？　などと益やく体たいもないことに考えを巡めぐらせる。

　トクトクと速いリズムを刻きざむ心臓に戸と惑まどう胡桃に、柊夜はふわりと軽く頭を下げた。

「ようこそ黒椿屋へ」

　告げてから笑みを浮かべる柊夜が、やけに優しそうに見えたから、胡桃はさらに鼓こ動どうを速めて頰ほおも耳も赤くする。

　さっきから体温が乱らん高こう下げしているけれど、その理由がわからない。ただ熱くなってしまっている頰をごまかすために、胡桃は満まん面めんの笑みを浮かべた。

「今日もお邪じや魔まします」

　元気よく声をかけた途と端たん、柊夜の胸ポケットから手のひらサイズの青いクマのぬいぐるみがピョンと飛び出し、着地するや人の姿へと変わった。

　高い背に銀色の長い髪、外国人モデルのような整ととのった顔立ちでニヤリと笑ったのは、妖よう狐この銀太だ。

　頭の上についている獣けもの耳みみと三本にわかれたもふもふの尻尾しつぽが嬉うれしそうに揺れている。

「胡桃、おいらが抱いて店に入ってやる」

　言いながら伸ばしてくる銀太の手を、柊夜が途中で押さえ込む。

「バカか銀太は。もう店の前だろ。今いま更さら何がしたいんだよ」

「何がって、そりゃあ胡桃を抱っこしてやりてえんだよ」

「……呆あきれた」

　柊夜が心しん底そこ呆れた溜ため息いきを吐はき出したから、銀太はうろたえて尋たずねた。

「な、なんかおいら変なこと言ったか？」

「ああ、変も変。おかしすぎるぞ。女の子をそんなひょいひょい気軽に抱いたりするのは人間の間では常識がないってことなんだ。とにかく気軽に触ふれるな」

「そうなのかよ……」

　しゅんと耳を萎しおれさせた銀太は残念そうに項うな垂だれる。その姿がご主人様に叱しかられた忠犬のように見えて思わず胡桃は同情してしまった。

「あたしは銀太のお姫様抱っこ、安心できるから結構好きやで」

　言った途端に柊夜からなぜか猛もう吹雪ふぶきが吹きつけられて、胡桃は一いつ瞬しゆんで冷凍食品と化す。

（な、なんやぁ!?　めっちゃ冷気が来るんやけどぉぉぉ!?）

　音響効果がつくのなら、ビュオオオオと吹雪の音がつきそうだ。

「五ご條じようさんはさぁ」

　溜息交じりで柊夜がいつもより低い声を出す。

「警けい戒かい心しんが薄うすい。誰かに簡単に触れられて平気なんだ」

（こっちにとばっちりが来た──っ！　当社比で三割ほど声も低い！）

　冷気を放ちながら、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた柊夜がボソリと呟つぶやく。

「……俺おれは我が慢まんならない」

「え？」

「…………いや、なんでもない」

　プイと顔を背そむけるや、扉を開いて店に入っていってしまったから、胡桃と銀太も慌あわてて柊夜に続いて店に入る。

　天てん井じようからつり下げられているランプのオレンジ色が店の中の様々な品物を柔やわらかく包み、焚たきしめられたお香と古い道具の匂においが混じり合って心地ここち良い。

　店の奥から走り出てきた小さな女の子、座ざ敷しきわらしのリンが両手を上げて嬉しそうに「くるみ、きた！」と飛びついてきた。

　リンは自分が作ったお茶を褒ほめてくれた胡桃がすっかり気に入ったようで、店に来ると必ず大歓迎してくれる。それに人間に抱っこしてもらえるのが嬉しいらしい。だから胡桃はいつも最初にリンを抱き上げる。

　赤い着物に黄色い帯、おかっぱ頭のリンが舌した足たらずな愛らしい声で問いかける。

「くるみ、おちゃ、のむ？」

「うん、ご馳ち走そうしてくれる？」

「あい！」

　紙のように軽いリンを下ろすと、パタパタと奥へ駆かけ戻る。その姿を見送ってから奥の小こ上あがりに座すわるこの店の主あるじ、ユズリハへと頭を下げた。

「こんばんは、ユズリハさん」

「今こ宵よいも来たのかえ」

　クスクスと笑いながら、だらりと脇きよう息そくに体を預けて座るユズリハの着物は真っ赤な着物に黒の牡ぼ丹たん。まるで昔の花おい魁らんのような妖よう艶えんな姿だ。超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうで結ゆわれた髪に飾られた華やかな簪かんざしがゆらゆらと揺れる。

　膝ひざ元もとに眠る黒猫を撫なでるユズリハは、口元の笑みを深くしながら柊夜を呼んだ。

「柊夜よ、もうすぐ客が来る。そのあと、今宵は代議士とやらの妻に取り憑ついたモノを取り払って欲しいとの依い頼らいが来ておる。胡桃と共ともに行きや」

「わかりました」

　ユズリハに頭を下げた柊夜が、胡桃を振り返って、いつもと同じ言葉で今日も問いかけてくる。

「やっぱり五條さんも行くの？」

「もちろん。ほんまに毎回毎回聞いてくるなぁ」

　もう定番ネタのようになったこのお約やく束そくのやり取りに、銀太は尻尾を揺すりながら柊夜に聞いた。

「柊夜もほーんと毎度聞くよな。諦あきらめの悪いこった」

「当然だ。危険を伴ともなうこともあるんだ」

「なんだよ、おいらが守るからいいじゃねえかよう。おいらは胡桃と一緒にいるのが嬉しいのに、柊夜は嬉しくねえのか？」

　思わず反応が気になって柊夜の顔を見てしまった胡桃は、彼の切れ長の眼まな差ざしとぶつかって慌てて目を逸そらす。

（危ない、危ない。夜の柊夜は色っぽすぎるんやから）

　彼に惹かれないあやかしはおらず、その力でどんな強敵のあやかしも引き寄せて封印してしまう。そうして封印したあやかしはこの店で商品として並ぶのだ。




　胡桃は近頃、柊夜たちの『仕入れ』に同行していた。

『仕入れ』とは、つまり人に害を為すあやかしを捕らえて骨董品に封印すること。

　柊夜は小さい時からこの黒椿屋に家族と離れて住み込んでいると教えてくれたけれど、なぜここに住んでいるのか、どうやって過ごしてきたのか、そんなことは謎だらけだった。

　柊夜のことも、『黒椿屋』のことも自分自身の目で確かめて、もっとちゃんと知って理解したいから働かせてください、と頼み込んだ胡桃にユズリハは盛大に笑い、困惑していた柊夜を説とき伏ふせた。

「いいじゃないかえ。人間がどこまでやれるのか見るのもさぞ楽しかろうのう」

「そんな簡単に！　五條さんに何かあったらどうすればいいんですか？」

「銀太が守ると言ゆうておる。それに前にも言うたが、胡桃の名は邪じや気きを祓はらう桃ももの字を持つ。鬼を祓う柊ひいらぎの字を持つ柊夜と同じ、それだけで身を守るよすがになっておる。そなたの担任とやらのあやかしを祓った時、深く絡みついておったあやかしを祓えたのは、胡桃の力があったやもしれぬぞえ？」

「そんな根こん拠きよのないことで……」

「柊夜、お願いします。見張りでも群がるあやかしの交通整理でもなんでもするし、足手纏いにならんようにするから、一緒にいさせてくれへん？」

「ご、五條さん……」

　胡桃の懇願に柊夜の声が戸惑いに揺れ、ユズリハは喉の奥で笑った。

「柊夜よ。一人でできぬことが、誰かが側そばにいることで可能になることもある」

「でも万が一怪け我がをさせてしまうようなことがあれば、どうするんですか！」

「その時はおぬしが責任をとって胡桃を嫁よめとして迎えたらどうじゃ？」

「はあぁぁ？」

　冗じよう談だんにもほどがあります、と憤ふん慨がいした柊夜の耳は真っ赤に染まっていて、それ以上は口を閉じた。

　このような経けい緯いで始まった不可思議な日々が、今は胡桃の中で日常になりつつあった。

　そしてユズリハは、危険を伴う可能性があろうと胡桃を『仕入れ』に連れて行くように促うながし、柊夜はいつもそれを拒こばもうとする。

　そんなやり取りも、もう日常になってきていた。




　ユズリハが「迎えの準備をせよ。間もなく客が来るぞえ」と瞬まばたきをしながらガラス戸へ視線を流すと、すぐに柊夜は店の小上がりの奥へと姿を消し、いくらもしないうちに制服から着物へと着替えて顔を出した。

　艶あでやかな黒の着流し姿。合わせ目からのぞく喉のど元もとに色気が漂う。

（着物姿ふぉぉぉぉ───！！！）

　天使のかんばせからすごい鼻息が吹き出した。

（色気……色気大魔神が降こう臨りんなすった！）

　何度見ても見慣れることなどない。

　姿を見ただけで、あの眼差しがこちらを見ただけで、艶つややかな髪が揺れただけで、胡桃の胸は否いや応おうなしに高鳴る。

（なんでや、こんなん不当や、理り不ふ尽じんや。騙だまされへん、あたしは外見では騙されへんで！）

　毎度鼻息を荒げさせて充分翻ほん弄ろうされているくせに、ほだされてなんかいないと言い聞かせる胡桃は、大きな木の衝つい立たての後ろにあるソファーに座る。

　安物感溢あふれるソファーはこの店に不似合いだが、柊夜が選んだセットらしく、文もん句くを言うとニッコリと冷気を含んだ笑みを浮かべるので、誰も文句は言わない。

　一度痛い目にあった胡桃も決して文句など言わず、黙だまってソファーに身を預ける。

　ガラリと扉の開く音がして、「ようこそ黒椿屋へ」と客を迎える柊夜の声が聞こえた。

　今夜の客も『四し家け』の誰かなのだろうな、と胡桃は想像する。

　一般には知られていないことだが、あやかしを祓うことを家業とする専門の家がある。

　主おもに『呪じゆ術じゆつ四家』と呼ばれる四つの大きな家系があり、どの家も平安の頃から続く由ゆい緒しよある家柄で、柊夜の実家、月つき瀬せ家もその一つになる。

　特に月瀬家は、四家の中でも中心的な位置にあり、様々な呪術の術式を体系立てて組織化し、全国に支部まであるというから、相そう当とうに大きいのだろう。

　他の三つの家系、日ひ裏うら家、羽は黒ぐろ家、泉いずみ家も、それぞれに得意分野があり、術式などの違いも多く、互いに協力したり牽けん制せいしあったりしながら今も脈みやく々みやくと存続している。

　黒椿屋に出入りを許されている客のほとんどはこの四家に繫つながりのある人ばかりだと教えてもらったけれど、まだ客と接することを許されていない胡桃は、どんな人たちなのか一人も会ったことがない。

　客から死角になるように置かれているソファーで静かに座り、柊夜を待っている間に座敷わらしのリンが花の香りがするお茶を運んできてくれた。
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　バサッと黒い大きな鯉こいが翻ひるがえると、風を巻き起こしながら柊夜の羽は織おりへと消える。

　客を送り出してから『仕入れ』に出た柊夜と胡桃を、ここまで乗せて来たのは『黒くろ錦にしき』の名を持つ空中を泳ぐ黒の錦にしき鯉ごいで、それは柊夜の羽織の裏に縫ぬい込まれていた。

　到着した家は、屋敷と呼ぶのが相応ふさわしい豪ごう奢しやな純和風の大だい邸てい宅たくだった。

「すっごい豪ごう邸ていや。さすが代議士さんやなぁ」

　立りつ派ぱな門は時代劇で見る奉ぶ行ぎよう所しよのようで、よく手入れされた池のある庭が広がり、あちらこちらに風ふ情ぜいある灯りが灯ともされ、料亭や一流旅館のようだと感心する。

「代議士って儲もうかるんやな。ところで代議士って何してる人なんやろ？」

「五條さん……社会、ちゃんと勉強してる？　中学で習ったはずだよ？　代議士は衆しゆう議ぎ院いん議ぎ員いんの呼び名だよ」

「へええ！　そうなんや。衆議院……ああ、衆議院……な」

「……そこからすでに怪あやしい感じなのか」

「いや、大体は大だい丈じよう夫ぶ。まあ中学の時は転校したり色々あったりして勉強に集中してへんかったから……って、勉強の心配はええねん、あんたは先生か！」

「いや、心配するレベルだからね」

　こんな会話をしている柊夜と胡桃は、今、屋根の上に立っている。

　依頼をしてきた代議士は、マスコミなどに知られないよう秘ひ密みつ裏りでの対たい処しよを求めてきたそうで、テレビの中の忍にん者じやのように屋根からの登場となったのだ。

　正直、別に屋根から入らなくてももう少し別の方法があるのでは？　とチラッと考えなくもないが、柊夜のマイタクシーでもある『黒錦』は空を泳ぐから、空から入る方が便利だと柊夜は言う。

　銀太は少し離れた場所でしょんぼりとしゃがみ込み項垂れていた。その理由は、胡桃を抱いて行こうとして、また柊夜に叱しかられたからだ。

「屋敷の裏にある離れ、あそこに奥さんがいる」

　柊夜の長い指が指し示す先に平屋の離れが見える。

　それなりに大きな離れには、縁えん側がわが巡らされ、小さな専用の庭もあった。




「我わが息吹いぶきよ風と為なれ！」




　言いざまトンと軽く柊夜が屋根を蹴ける。

　屋根から闇やみの地上へ向けて飛び下りる柊夜の姿に胡桃は一瞬キュッと目を閉じる。だが軽やかに身を躍おどらせた柊夜は、風を意のままに操りうまく着地する。

「銀太、五條さんを頼む」

　下から屋根へと呼びかけた柊夜の声に、銀太はピョンと跳はね上がると三本の尻尾をもっさもっさと嬉しそうに揺すった。

　満面の笑みを浮かべる銀太はやんちゃな子供のようで可愛らしい。

「ガッテンだ！　よ～し、柊夜のお許しが出たから胡桃、ほら行くぞ」

（お許しって、犬やな）

　狐より犬だな、と思うがそんなことを言うと銀太のプライドが傷つくので内ない緒しよだ。

　銀太はいそいそと胡桃に近寄ると、軽々と抱き上げ勢いよく屋根から飛び下り、ふわりと優しく着地した。

「あ～、マジで胡桃はちっちぇなあ。ギュッとしてぇなあ」

　してぇ、などと言いながらすでにギュッと抱きしめている。

　銀太の好意は、壊こわれそうな小さいおもちゃを大事にする子供と同じで、とても大切そうに抱きしめてくれるから胡桃は安心するのだが……。

　すかさず柊夜が銀太の腕をピシャリと叩たたいた。

「いつまでも抱きしめない。すぐに離れる」

「ちっ、柊夜は細こまけえよ。おまえいつかイヤミなお姑しゆうとめさんになるぞ」

「男はお姑さんにはなれないから安心しろ」

「マジか!?　若い女をいじめるヤツをお姑さんって呼ぶんじゃねぇのか!?」

「ドラマの見過ぎだ、銀太。ついでにおまえは若い女じゃない。そしていつまで五條さんを抱きしめてるんだよ」

　もう一度柊夜は銀太の腕を叩いた。

「ええコンビやな～。これ以上ないほどええコンビや。その掛け合い、今すぐ舞ぶ台たいに立てそうやん」

　銀太の腕から解放された胡桃がグッと親指を立てて笑う。

「いや、五條さん。舞台って──」

　言いかける柊夜を遮さえぎって銀太が目を輝かせながら「だろぉ？」と割り込んだ。

「な、な。柊夜も聞いただろ？　おいらはなんたって柊夜の相あい棒ぼうだかんな。胡桃はよくわかってんじゃねえか。いいコンビだってよ、いいコンビ」

「あれはお笑い芸人の意味だから」

　呟く柊夜の声は、喜び絶好調の銀太には届いていなかった。




　外周に張られた結界を越え、立派な離れの玄関に踏み込んですぐのこと、無数の黒い蝶ちようが一いつ斉せいに舞い上がり、室内を覆おおい尽つくし始めた。

　侵しん入にゆうを阻はばむように黒い蝶が舞い躍る。

「銀太、狐きつね火びだ」

「おうっ、任せろ」

　言うが早いか跳ちよう躍やくした銀太が手から青白い炎を放つ。

　玄関を埋め尽くすほど群ぐん舞ぶする黒い蝶は、狐火と呼ばれる銀太の炎に触れて塵ちりのように消え去る。

　この黒い蝶は、あやかしの放つ悪い気──『瘴しよう気き』と呼ばれるものだと、もう胡桃にもわかるようになっていた。

　あやかしに取り憑かれた人は黒い靄もやのような瘴気を自由自在に扱えるようになり、鞭むちのように振り回したり、飛ばしたりと形態も自由に変えて攻撃をしてくる。

　黒い蝶は、取り憑かれたこの屋敷の奥さんが放っているものだろう。

　尋じん常じようでないほどの数の蝶が舞い躍り、しかも次から次へと生まれてくるから、銀太の火でも追いつかない。

「ちっ、柊夜、埒らちがあかねえ！」

「発生源は奥の寝室だな。銀太はそのまま邪魔をする蝶を頼む」

「わかってらい」

　やり取りしながら銀太は柊夜を援えん護ごする。

「柊夜、破は魔ま鈴すずを持っていって。あたしは外であやかしとか人が来ないように見張っとく。邪魔にならんように外にいるから、鈴は柊夜が使って」

　ポケットから取り出した鈴を渡そうとする胡桃の手を柊夜が押し止めた。

「いや、今の持ち主は五條さんだから、俺が持つよりも五條さんが持っている方が力を最大限に発揮できる。むしろこれだけの瘴気は厄介だ。鈴の力を借して欲しいから俺と一緒に来てくれる？」

「もちろん、あたしで役立つならなんでもする！」

　緊迫した部屋の中で、胡桃は鈴を握りしめて柊夜の隣に寄り添った。

　胡桃が持つ銀色の鈴は『破魔鈴』と呼ばれる特別な鈴。

　奈な良らの吉よし野のにある、とある神社の霊れい験げんと、鈴の中に棲すむ三み輪わ山やまの蛇へび神がみの子供には、瘴気を跳ね返す力がある。

　だがあまりにも大量の黒こく蝶ちようの瘴気は、まだほんの子供でしかない蛇神にとって相当大きな負担だろう。

（がんばって、雪ゆきちゃん）

　柊夜の隣にくっついて歩きながら胡桃は蛇神を応援する。

　雪ちゃんとは、胡桃が蛇神の子供につけた名前だが、正式には『雪うさぎ』と名付けている。

　実は胡桃、は虫類やカエルが大の苦にが手て。ヘビに至いたっては「ヘビ」と単語を口に出すだけでも恐ろしいほどだ。けれどこの鈴を持っていないと夜の柊夜たちとは会えないと言われたので、死ぬ気でこの鈴を持つことにした。

　そうなると、腹をくくった胡桃は強い。

　一緒にいることになったからには、名前をつけてあげて仲良くしようと一大決心をし、蛇神が真っ白で目が赤いことから、名前を『雪うさぎ』にしたのだ。

　名前がヘビらしくないところに悪あがきが見え隠れしているが、それでも胡桃は過か剰じように蛇神を怖がることがなくなった。

（雪ちゃん、お願い、柊夜を守って）

　蝶の群れが襲いかかってくるけれど、鈴の持つ力で二人の周囲は膜まくが張られたように寄せ付けない。グイグイと柊夜は奥へ奥へと進み、ついに寝室へとたどり着く。

　十畳じようほどの広い部屋の中央にポツンと敷しかれた布ふ団とん。枕まくら元もとに置かれた和風のフロアライトが和紙を透すかして淡い光を落とす。

　だがその布団の中に人は眠っていなかった。

「いない……なぜ？」

　黒い蝶は布団から湧わき出てくるのに、当の本人がいない。

　代議士の奥さんが取り憑かれていると聞いていたけれど……。

「柊夜！　上！」

　胡桃が叫さけんだ瞬間に、天井から女性が二人を目がけて飛び下りてきた。

　瘴気の蝶を操って、天井に張り付いていたのだ。

　鈴の効力は瘴気を遮ることはできても、人の攻撃は避さけられない。

　柊夜が咄とつ嗟さに胡桃を突き飛ばし、自分は受け身でクルリと回り攻撃をかわす。

「胡桃、大丈夫か！」

　突き飛ばされて転がりそうになった胡桃を、蝶を焼きながら駆けつけてきた銀太が抱き留めてくれる。

「銀太、五條さんを守れ」

「おうよ！」

　柊夜の指示に素す早ばやく胡桃を胸の中に抱え込んだ銀太は、片手で柊夜の周囲を舞う蝶を焼いていく。
















　ギラリと落ちくぼんだ目を光らせて女性が吠ほえた。

「出て行けぇぇ！　出て行けぇぇぇ！　邪魔をするなぁぁぁ!!」

　もはや女性の声ではない。獣の呻うめき声に近い。

　歳としは六十歳くらいに見えるが、動きはとても敏びん捷しようで、元々はとても上品な人だったのだろう。だが、今や見る影もない。髪を振り乱し、悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでグルグルと喉を唸うならせている。

「こいつは、相当執しゆう着ちやくしてやがるな」

　銀太が舌した打うちしながら苛いらついたように言った。

「柊夜、早く終わらせろ！」

「そうだな」

　柊夜が背筋を伸ばし、あやかしに取り憑かれた奥さんを見つめた。

　スッと眼鏡めがねを外す柊夜。

　すぐに立ちのぼる妖艶な色。

　寝室の淡い光の中に浮き上がるその姿は、尊そん大だいで威い厳げんに満ちている。

　艶やかで匂い立つ華やかさ。さらりと搔かき分けた髪にも色気が満ちる。

　一気に室内の空気が変わる。

「さあ、怖がらずにおいで。……ほら、俺のところにおいでよ」

　ゆるりと手を開いて差し出した指先が相手を誘さそう。

「う……うううおおおおおおお」

　苦く悩のうの色を滲にじませる女性は抗あらがいを見せていたが、柊夜が胸元をくつろげた時、ゴクリと大きく喉を鳴らした。

　鎖さ骨こつの上にあるホクロが密ひそやかに、けれど存在を主張して、柊夜を一いつ層そう魅み力りよく的てきに際きわ立だたせている。

「さあ、俺が抱いてあげるから」

「ぐ……ううう」

　瘴気の黒蝶はいつの間にか消え失せていた。

　フラフラと揺れた覚おぼ束つかない足取りで女性が距離を詰め、手を伸ばして柊夜の胸に倒れかかったその瞬間。

　柊夜は素早く彼女の額ひたい辺りから黒い何かを引きずり出す。

「うぎゃあああああ！！！！！」

　獣じみた断だん末まつ魔まの叫びが発せられ、彼女の腕が空を泳ぐ。




「入りて静まれ」




　落ち着いた声で柊夜が唱となえるや、懐ふところから取り出した小こ壺つぼの中に、黒いモノはシュンと一気に吸い込まれ消えた。

　最後に「封！」と叫んで小壺の蓋ふたを閉める。

　一瞬にして静かになる部屋。いつもながら見み事ごとな手て際ぎわだった。

　眼鏡を元のようにかけ直した柊夜が長い息いきを吐き出す。

　自分にもたれかかる彼女をそっと横たわらせると呟きを洩もらした。

「……悲しい人だね」

　何に執着しすぎてあやかしに取り憑かれたのか、柊夜にはそれがわかったようで、しばらく瞑めい目もくしていた。

　胡桃はいつも心配になる。

　相手に思いを馳はせてしまうことは、心の重荷になってしまわないのかと胡桃は気になってしまう。

　着物の裾すそを揺らして立ち上がると、気持ちを切り替えるように柊夜は笑顔を見せた。

「任務終了。破魔鈴の力を貸してくれてありがとう、助かったよ。さあ、店に戻ろうか」

　銀太の腕に包まれたままの胡桃へ、柊夜は手を差し伸べる。

　遠えん慮りよがちに差し出されている手に自分の手を乗せると、柊夜が顔をしかめた。

「やっぱり、五條さんの同行を断るように庵あん主しゆ様に言うよ」

「えっ……？」

　絶ぜつ句くすると、ピシリと体にひびが入るような音がした。

　同行することを柊夜が快かい諾だくしていないことはわかっていたけれど、はっきりと拒きよ否ひを告げられて胡桃は動けなくなる。

　役立たずの自覚はある。柊夜が拒否したいのも、わかり過ぎるほどわかるけれど、気持ちが乱れて体がバラバラに壊れそうになる。

「俺は……五條さんがもし怪我をしたら、絶対に一生後こう悔かいする。滅めつ多たにあるわけじゃないけれど、今夜のように危険なこともある。俺は……五條さんを大切にしたいと思い過ぎているのかもしれない。傷つけられることが怖くて仕方ないんだ」

　一瞬、ぐはっと鼻血が出そうになった。

（な、なんということをこの人はのたまうのか!!　た、大切にしたいと思い過ぎてって……）

　いやいや、ここは落ち着いて考えろと、自分に言い聞かせる。

（気のせいや……今のは幻げん聴ちようや。いいや、あたしは読解力がないから、きっと意味を取り違えたんやな……。脳内で都合のええように勝手に変換してしもたんや）

　そう結論づけているのに、血はすごい速さで全身を駆け巡り、体中の赤せつ血けつ球きゆうが急きゆう流りゆう滑すべりをエンジョイしている。ひゃっは～っとノリノリで問もん答どう無む用ように胡桃の体温を上昇させてくる。

「急がば回れや、赤血球の皆さん。急いだらアカン」

　呟く胡桃に柊夜は首を傾けて、それから優しく手を握りしめた。

「だからこれからは店で待っていて欲しい。いつでも急いで帰るから、俺の帰りを待っていてくれないかな」

　ゴワーンと頭の中で大きな梵ぼん鐘しようが鳴り響いた。

　まるで新婚家庭の旦だん那な様のような言葉をさらりと告げた柊夜に、胡桃は完全にノックアウトされた。ＫＯ負け。

　腰から力が抜けてしまい、膝がガクリと崩れ落ちる。

「五條さん!?　どうしたの？」

　こんな殺し文句を言っておきながら、どうしたのと聞いてくる柊夜に、胡桃は劇物ステッカーを貼はりたくなってしまった。

　危険男子、ここに極きわまれり！

　人との距離をつかむのが苦手だと常つね々づね言っている柊夜にとって、この言葉は『普通』の範はん疇ちゆうに入るのかもしれないが、胡桃には相当深刻な大ダメージを与えた。一いち撃げき必ひつ殺さつの殺し文句だった。

「言葉って……恐ろしい」

　しみじみと思い知った胡桃であった。
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　放課後、仮か装そうの演技で使う小道具をみんなで作製している時、胡桃くるみと咲さき畑はたは後こう輩はいの女子から中庭に呼び出され、あらぬ疑いで詰め寄られていた。

　梅つ雨ゆの時季だと忘れるほど青い空は、すっかり夏の色に模も様よう替がえをしているけれど、ささやかな風にはまだ涼すずしさが含まれている。

　そんな清せい涼りようさとは正反対に、呼び出した後輩の彼女はどんよりと顔を引きつらせていた。

「咲畑先輩にペアを組むようにし向けて、あたしから先輩を奪うばうなんて、五ご條じようさん、どういうつもりですか？　ちょっと可か愛わいいからってひどいことするんですね！」

「待ってください、誤ご解かいがあるようですよ？　奪うとかなんのことかわかりません」

「ウソよ！　そんなことを言って誤ご魔ま化かされないんだから。二年生の人たちが噂うわさしているのを聞きました。二人が付き合うらしいって！　あたし、ウソ吐つく人は大だい嫌きらい！」

　睨にらむ目に敵てき意いがある。胡桃の言うことなんて何も聞く気はないのがわかる。

　大人おとなしそうで目立つタイプではないけれど、肩で切りそろえた髪かみ型がたが似に合あう彼女は、どうやら咲畑が胡桃の騎士ナイトをすることで、二人が付き合うようになったと思い込んでいるようだ。

　校内でも有名な美少女とイケメンの取り合わせを面おも白しろがって、「付き合うらしい」なんて噂をまことしやかに流す不ふ逞ていの輩やからがいるのはお約やく束そくなところ。

　だが、そんな信しん憑ぴよう性せいのない都市伝説レベルの噂を、彼女はすっかり信じてしまっているようで、胡桃のことを親の仇かたきのように睨み続けている。

（完全なるとばっちりで初対面の子に大嫌い呼ばわりされてしもたやんか。チャラ男、ここはバーンと男らしくなんとか言うてや）

　困こまった表情で視線を流すと、咲畑はサラッと格かつ好こうを付けて髪を搔かき上げてから、いかにも軽けい薄はくそうに笑った。

「ちょっと待ってよ、香か奈なちゃん。落ち着いて話そうか」

「先輩、こんな人と付き合ったりしないでください！　あたしのこと、好きですよね？　浮うわ気きなんかしないですよね？　あたし、別れたくない！」

「いや、あのさ、まず俺たちは付き合ってないよね？」

（付き合ってもないのにこの修しゆ羅ら場ば!?）

「そんな！　だって先輩、あたしに可愛いねって言ってくれましたよね？　いつもあたしのこと見てますよね？　好きだって言われなくてもあたし、わかってますから」

「いやいやいや、俺は女の子みんなを愛しているからね？　だからさ、ほら、香奈ちゃんもわかるだろ？」

（わかるだろ、やないわぁ！　香奈ちゃんやなくても、そんなもんわからんわ！）

　ここまで説得力のない言葉もないだろう、と胡桃は呆あきれた表情をしたけれど、そんな吞のん気きな話ではなかったようだ。

「香奈ちゃん、誤解させたならごめんね。俺は博はく愛あい主しゆ義ぎでモテるから誤解する子も多くてさ」

「いや！　聞きたくない！　もういや……咲畑先輩を殺してあたしも死んでやるわ！」

　ヒステリックに叫さけぶと、香奈と呼ばれた彼女はカッターナイフをポケットから取り出して咲畑へと振りかざした。

「危ないっ！」

　思わず咲畑の前に飛び出した胡桃だが、振り下ろされるカッターナイフの餌え食じきにはならなかった。

　なぜなら、凶きよう器きを握る彼女の腕を背後からつかんで止めた人がいたからだ。

　それはクラスの地じ味み男だん子し、月つき瀬せ柊しゆう夜やだった。

　しかし、すぐにつかんだ手を乱らん暴ぼうに払われ、振り返った彼女が勢いのままに柊夜の顔を切りつけようとする。

「柊夜！」

　叫ぶ胡桃が駆かけ寄る前に、柊夜を狙ねらったカッターナイフがきらめいた。

　素す早ばやく顔を庇かばった柊夜の手のひらにまっすぐ一本の赤い線が走り、じわりと血が滲にじむ。

　駆け寄ろうとしている胡桃を柊夜が制止した。

「来るな！　この子……取り憑つかれている！」

「え……？」

　彼女を見つめる柊夜の瞳ひとみには確信がある。

（取り憑かれてるって……あやかしに取り憑かれてるん？）

　カッターを握りしめ、柊夜へと構えている生徒に目を細める。よくよく見れば、まだ薄くてぼんやりとしているが黒い靄もやが彼女を取り巻いていた。

（あれは瘴しよう気き？）

　黒くろ椿つばき屋やで『仕入れ』に同行し始めてから何度も見かけている、あやかしの放つ黒い靄。

　彼女の目つきは獣けもののように獰どう猛もうになっている。あやかしに取り憑かれた者特有の狂きよう気きじみた瞳だ。

　昼の柊夜にはあやかしを封じる力はなく、取り憑かれた彼女を前に為なす術すべがない。

　柊夜の手のひらから、紅くれないの雫しずくが流れ落ちた。

「おいっ！　月瀬、怪け我がしてるぞ！」

　今まで胡桃の後ろで彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしていた咲畑が、柊夜の傷に気がついた途と端たん、弾はじかれたように二人の間に割って入り、カッターを握る彼女の腕をつかんだ。

　その瞬間、黒い靄がその体から飛び出して空中に逃げ出した。

「そんな……バカな！」

　飛び出した靄を見て柊夜は驚きを露あらわにする。

　眩まぶしい陽射しに晒さらされた黒い靄は、散ちり散ぢりになり空中で消しよう滅めつしてしまう。

　靄は跡あと形かたもなく消え失せ、ただ青い空がのんびりと広がっていた。

　腕をつかまれたまま、がくりと膝ひざから崩れ落ちた女子を咲畑は慌あわてて抱き留める。

「おい、香奈ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　揺さぶられて、ゆっくりと瞼まぶたを開いた彼女は、目の前にいる咲畑に気がつき、さあっと顔を赤くした。

「あ……あたし……きゃあ、先輩！　な、何!?」

　咲畑に抱き留められていることに驚いたのだろう。ピョン、とウサギのように見事に跳はねて、慌てて身を引いた。

「香奈ちゃん？　大丈夫？」

「だ、だ、大丈夫ですぅぅぅぅ！」

　優しく咲畑に尋たずねられた彼女は、叫びながら走り去ってしまった。

「えええ！　マジで大丈夫なのか!?」

　走り去る彼女に驚く咲畑とは異なり、柊夜は逃げ去った彼女ではなく、靄の消えた空中をじっと見つめていた。が、不ふ意いに咲畑が柊夜の腕を取る。

「月瀬、保健室行くぞ」

「いや、いい。これくらい」

「これくらいじゃないだろう。うわ、血が痛いた々いたしい」

　一直線に切りつけられている傷を見て、咲畑は顔をしかめる。

「ヤバイ、見るだけで倒れそうになるわ。月瀬、マジで悪かったな。まさか香奈ちゃんがあんなことするなんて、モテるのも楽じゃないんだよな。おまえが来てくれて助かった」

　強ごう引いんに保健室に連れられていく柊夜に胡桃もついていく。

「胡桃ちゃんもごめんね。でも俺、マジでフリーだから安心して」

（だからそれ！　その軽い対応をなんとかせいっちゅうねん！）

　心の中で突っ込みながら胡桃は、可愛く震ふるえてみせる。

「本当に驚きました。全く関係のない私でも……怖くて震えてしまいました」

　両手を胸の前で組み、肩をキュッとすぼめる。しおらしく見せながら、関係のないことをさりげなく強調しておいた。

「ああ、驚いたよなぁ。ほら、俺ってモテるから誤解されることも結構あってさ。でも胡桃ちゃんは心配しないで、俺に全部任せてればいいからね」

　吞気に笑う咲畑に、今なら裏うら拳けんで「いらんわ！」と突っ込めそうな気がした。さりげなく主張した無関係の一言は、ひらりと退しりぞけられたようだった。

　保健室で手当てを受ける柊夜のカバンを教室に取りに行った咲畑は、戻ってくると柊夜の肩に腕を回して笑った。

「いや～、おまえって暗くて正直取っつきにくいと思ってたけど、友達の危機に駆けつけてくれるなんて格好いいな。見直した」

「いや、あれは咲畑君のためじゃな──」

「俺のために怪我までしてさ。勇気あるわ」

「別にそういうつもりでは──」

「おう、俺のことは優ゆう樹きって呼んでいいぞ。俺も柊夜って呼ぶし。もう親友な、今日から親友だから」

「ちょ、俺は別に友達とか──」

「まあ遠えん慮りよするなよ、ほら、優樹って呼べよ、優樹って」

「………………ああ」

　長い沈ちん黙もくを落としてから柊夜は諦あきらめたようだ。

　まるで子犬のように期待に満ちた瞳で見てくる咲畑に、柊夜は引きつりながら頷うなずいた。

（なんか、懐なつかれてる……）

　胡桃は憐あわれみの目を柊夜に向けた。

　結局クラスの準備を抜けさせてもらい、三人で下校することになった胡桃たちは並んでゆっくりと歩く。

　ゆるゆると足を進めながら、無理やり柊夜に絡からんでいく咲畑の姿に既き視し感かんを覚える。

　人の話を聞かない強引さ、グイグイと踏み込む姿勢。非常に身に覚えがある。

（うん……あたしと似てるかも……いや、めっちゃ似てるな）

　胡桃は憐れみを優しい微笑ほほえみに変えてそっと心で柊夜に告げた。

　──諦めるしかないで、それ。

　柊夜は空に視線を投げている。何か気になることがあるのか、その表情は晴れない。

　そんな柊夜の怪け訝げんな視線に気がつかない咲畑は、肩を抱いたまま大らかに笑っていた。
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　──あやかしが自ら取り憑いた人間から離れて行くなんて見たことも聞いたこともない。なぜ突然、あやかしは逃げ出したのか。昼の陽射しの中に飛び出せば、あやかしは消滅するしかないのに……。

　歩きながら話す柊夜に、なるほど、と胡桃は頷いた。

　咲畑と別れてから、胡桃が表情の曇くもりの原因を聞いたところ、柊夜はいくらか考え込んでから、そう教えてくれた。

「そうなのですね。あれは消滅してしまったのですね」

「今回のことは特異なことで俺にも原因はわからない。庵あん主しゆ様に聞いてみるしかないな」

　悩みに眉まゆを寄せている柊夜の胸ポケットから銀ぎん太たが顔を出す。

「で、柊夜、手の怪我はどうなんだ」

「大丈夫。大おお袈げ裟さに包ほう帯たいなんかされたけど、大したことないよ」

　手のひらに巻かれた包帯が痛々しいけれど、カッターで切りつけられた傷はそれほど深くはなく、そのことに胡桃は一安心した。

　紙で指先を切っただけでも痛いのだから、きっと痛みはかなりあると思うのだが、柊夜は痛みなど全く意に介かいしていないようだった。

　強いな、と思うと同時に、今までも沢たく山さんの傷を負うようなことがあったのかもしれないと、並んで歩きながら胡桃は少し悲しくなってしまった。

　不意に足を止めた柊夜が辺りを見回す。

「急にどうしましたか？」

「いや……」

　訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄せて辺りをもう一度見回してから、柊夜は小さく首を振った。

「気のせいか……視線を」

「視線？」

「視線？　敵か!?」

　首を傾かしげた胡桃と銀太の声が重なり、すぐに銀太が大きく身を乗り出した。

「なんか怪あやしいことでもあるならおいらが調べるぞ？」

「いや、なんでもない」

　銀太を押し込みながら表情を緩ゆるませた柊夜に、胡桃もつられて思わず笑みをこぼした。

　最近、リンや朧おぼろに向けるような柔やわらかな笑みを時々柊夜が浮かべる。学校では絶対に誰にも見せない柊夜の表情。クラスの誰も知らないその表情を自分だけが知っていると思うと、胸の奥がざわめいてしまう。

（これがギャップ萌もえってやつか？　そんな高等テクニックを使ってくるなんて、なんと恐ろしい……危険な男や）

　浮ついてしまう自分を戒いましめながら胡桃は柊夜の隣を歩いた。
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　柊夜と別れてすぐのこと。

　胡桃は見事に転んだ。お年頃の女子としては、正直恥はずかしいレベルで転んでしまった。

　注意散さん漫まんなせいなのか、よくつまずいて転びそうになることがある。ただ、ここまで派手にすっころんだのは、前にあやかしに足をつかまれて柊夜の前で転んだ時以来だ。相当なダメージを受けてしばらく転がっていた。

（石か！　つまずいたんは石のせいか！　許さへんで、石ぃぃぃ！）

　責せき任にん転てん嫁かをして石に恨みを向けていた胡桃に、さっと手を差し出し「大丈夫ですか」と優しく助けてくれたのは、まだ幼さの残る中学生の少年だった。

　胡桃を助け起こしてから、彼は瞳を曇らせた。

「大丈夫ですか？　手を擦すりむいてしまってる。車に救急セットがあったはず」
















　少年は影のように後ろに立っているスーツ姿の若い男に呼びかけた。

「春日かすが、すぐに取ってきてくれる？」

「はい、お待ちください」

　一礼した男は少年の命令に従い、すぐ近くに停めている黒くろ塗ぬりの高級車から救急セットを運んできた。

「簡単に手当てをするから、こちらに座ってください」

　近くのベンチへと丁寧にいざなう少年は美少年と呼ぶに相応ふさわしい容姿。

　愛らしさと凜り々りしさが同居して彼に独特の魅力を与えており、華やかで鮮あざやかな印象の容姿は人目を惹ひく。

　背は低いが、それが逆に彼のもつ可愛らしさを引き立たせていた。そんな彼が着ている制服は胡桃も知っていた。

　学力的にも金きん銭せん的てきにも相当レベルの高い中高一いつ貫かんの私立校のもの。

　見るからに上質で洒しや落れたデザインの制服。襟えりに付いている学年を示す襟えり章しようが、彼が今、中学三年生だと教えてくれる。

　どこからどう見ても「おぼっちゃん」。運転手付きの高級車とくれば、否いやが応おうでも彼の生活レベルがわかる。

　救急セットから取り出した消毒液と絆ばん創そう膏こうで手当てをしてくれた。

（なんか、めっちゃ照れるんやけど）

　男子中学生、それもとびきりの美少年に手当てされているのが照れくさい。ホストクラブで美イケ形メンにご奉仕されるとこんな気分になるのかもしれない。

「あ、ありがとうございます。大した怪け我がでもないのに、手当てまでしていただいて……本当にすみません」

　いつもの外そと面づらの良さで頭を下げた胡桃に、彼は王子様のような気品のある笑みを浮かべた。口元をキュッと引き上げた少し特徴のある笑み。

「僕は立たち花ばなナギって言います。何も気にしないでください。それより、もし迷惑でなければ車で送りますよ」

「いえ、助けていただいた上に、そんなにお気遣いいただくのは申し訳ないです」

「えっと……じゃあ、送らせてもらうのがお礼ってことでどうかな？」

「でも……」

「ダメですか？　怪我をしているし心配なんです。僕のわがままを聞いてくれませんか？」

　大きな瞳を潤うるませて上うわ目め遣づかいをしてくる美少年の懇こん願がんに、胡桃はウッと打ちのめされた。

　純粋に胡桃の心配をしてくれているのだろう。それを断るのは、まるで無む垢くな子犬を無下にするような罪ざい悪あく感かんさえ抱いだく。

　普段の胡桃ならば外面を見破られるのを恐れて、必要のない人との関わりを避さけるのだが、なぜだか断れない心持ちになってしまう。

「……ではお言葉に甘えてお願いします。あの、私は五條胡桃です」

「胡桃さん、可愛いお名前ですね。すごく可愛いから、名前、似合ってる」

「そ、そんなこと……」

　どうしてなのかわからないけれど、ナギと名乗る少年に可愛いと言われてうまく受け流せなかった。

　学校でもどこでも「可愛い」と言われることには慣れているはずなのに、まるで柊夜に言われた時のように気持ちがざわめいた。

　美少年だから？　それとも年下だから？

　ほぼ同じ目線にあるナギの顔を見つめた胡桃はハッとする。

（あ……そうか、この子……）

　その時、気がついた。

　丸くて大きな瞳は幼さを感じさせるが、切れ長の目め尻じりや、サラサラの髪、綺き麗れいな線を描く顎あごのライン、華きや奢しやなスタイルとか。

　柊夜と雰ふん囲い気きが似ている。

　どこが、と問われると難しいけれど、全体に醸かもし出す雰囲気がとても似ていた。だから心がざわめいてしまうのかもしれない。

（いややなぁ。べ、別に柊夜を意識してるわけちゃうのに。さっき別れたとこやから気になっただけやで、うん、そうやそうや）

　誰に言いたいのか、言い訳を心の中でブツブツと連ねる胡桃は頰ほおを染めてうつむく。

「春日、胡桃さんを送ってくれる？」

　スーツ姿の男が黙もく礼れいをしたのを見届けたナギが立ち上がると、胡桃を車へと促うながした。

「さあ胡桃さん、どうぞ」

　ナギの声が明るく楽しそうに弾はずんだ。

「僕、こんなに可愛らしい方と出会えて幸せ者だな。でもでも、誤解しないでね。誰にでもこんなふうに誘ったりなんかしないんだよ？」

　焦あせって言い訳をするナギの耳が赤く染まる。それが初うい々ういしくて可愛らしい。

「助けていただいて本当に感謝しています。優しいのですね、素敵です」

　春日の開けた後部座席のドアの前で立ち止まったナギははにかむ。

「素敵なんて言われると、なんだか照れちゃうな」

　ほんの一瞬、目を細めて屈くつ託たくのない笑顔を浮かべてから、胡桃の手をつかむとくいっと引き寄せて距離を縮ちぢめた。

「胡桃さんも素敵ですよ」

　声のトーンを落としたナギの声は、やはり少し柊夜と似ていて胡桃は胸の奥底をくすぐられた。

（立花ナギ君……）

　──君も天然ジゴロ系なんやな、と胡桃は心の中で突っ込む。

　初めて柊夜を教室で見かけた日のことを胡桃はふと思い出す。

　地味で目立たずいつだって一人。休み時間も本ばかり読んでやけに暗く存在感がないのに、なぜか気になってしまい、気がつけば視界の隅すみで気にかけていた。それと同じような感覚を、目の前の立花ナギにも感じている。

　放っておけないような、惹ひかれるような、不思議なオーラをこの少年も纏まとっていた。

　手を握ったまま車に乗り込むナギに続き、胡桃も座る。

　ナギがいつまでも手を放してくれないので、戸惑いながら遠えん慮りよがちに手を引いた。

「あの、もう手を放していただけますか？」

「わあ、ごめんなさい！　僕、なんて恥はずかしいことを。気分、悪くしちゃった？」

「い、いいえ、そうではなくて……。男の人と手をつなぐことに慣れていないので恥ずかしくて」

「え？　胡桃さん、こんなに可愛いんだもん。カレシ、いますよね？」

「カレシ……」

　ほわわわ、と浮かんだのは柊夜だった。慌ててかき消して早口で告げた。

「いいい、いませんよ？　カレシなんか、いませんからね」

「その慌て方、怪しいなあ」

　クスクスと笑うナギに、胡桃は「本当ですよ」とムキになってしまう。

　高級車は静かに走り出した。

　車のグレードもさることながら、運転手の腕前も相当なものなのだろう。ほとんど揺れることもなく、車内はとても快適だった。

「あの……僕、失礼なこと言ってしまいましたか？　やっぱり迷惑だったのかな……。もしそうなら、ごめんなさい」

　静かな車内で黙だまってしまった胡桃に、ナギがおずおずと尋ねてくる。

　こちらに向けるのは、破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんのうるうるの瞳。女の子よりも可愛らしく見える。

「いえ、そんな……」

「僕……母を早くに亡なくしてしまったから、年上の女の人との接し方がよくわからなくて。失礼なことしていたらごめんなさい」

「まあ……そうなんですか？　私も幼い時に母と別れてしまいました。私は死別してはいないのですが、でも、同じですね」

「えっ、本当？　じゃあ、もしかしたら、こうやって出会ったのも運命だったのかも！　ねえ、これからも会ってくれないかな？　僕、胡桃さんと色々とお話ししたいなぁ」

　ニコリと無垢な笑みを浮かべるナギを見て、胡桃は少しだけ切なくなる。

　柊夜と似た顔立ちで無む邪じや気きに笑うから、もしかしたら柊夜だって、普通の家庭で生まれ育っていたのなら、この少年のように誰にでも物もの怖おじせずに無邪気に笑うことができたのかもしれない。そう思うと堪たまらない気持ちになってしまった。

「僕の学校ではお母さんがいない家庭って珍めずらしくて……同じ境きよう遇ぐうの人に初めて会ったんだ。……ねえ？　また会ってくれませんか？」

　不安そうに見上げてくるナギの寂さびしそうに揺れた声に、気がつけば胡桃は優しく頷いていた。せっかく無邪気に笑えるこの少年の笑顔を曇くもらせるのが忍びなかった。

「はい、私でよければ」

　ナギの浮かべる憂うれいの表情がパッと晴れたから、胡桃はなぜかほっとした。
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　体育祭もいよいよ十日後に迫せまり、かなり大がかりな準備が必要な胡桃のクラスは、ほぼ毎日放課後に練習するため居残るようになった。

　合かつ戦せんでの殺た陣てや配置だの、熱心に練習を重ね、終わってからみんなでファーストフードなどのお店に寄って帰ることも少なくない。

　だが、そんな盛り上がりの中、柊夜は練習が終わると一人でさっさと帰ってしまう。

「この後、今日はドーナツでも行くか？」

　誰かが言い出して盛り上がっても、柊夜は必ず「用事があるから」とボソボソとうつむき加か減げんで断り、逃げるように先に帰ってしまう。

　もっさりとした前まえ髪がみに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが根ね暗くら加減に拍はく車しやをかける。

「本当に月瀬って地味だよね。しゃべってるの、ほとんど聞いたことないし」

「あ～、そう言えば俺もあいつとほとんど話したことねえな」

「どんな声なのかな？　でもちょっと話しかけにくいよね」

　なんて噂の中心人物に躍おどり出ている。

　胡桃にしてみれば、いきなり望まない大役に選ばれてしまったのに、ちゃんと練習には参加している柊夜をもっと評価して欲しいと思うのだけれど、柊夜自身が地味男子の王座を簡単に譲ゆずる気はないらしい。徹てつ底ていして交わりには参加しないでいた。

　そんな柊夜を除のぞいた集団が校門を出たのは五時半過ぎのこと。

　六月の夕方はまだ充分に明るく、胡桃の髪は陽射しを受けて一いつ層そう茶色く光り、まるで印いん象しよう派はの絵画に描かれた少女のように綺麗だった。

「あああ、相あい変かわらず綺麗ね、胡桃ちゃん。衣装も作りがいがあるわ」

　衣装担当の花か梨りんがうっとりとして髪に手を伸ばす。やはり鼻の穴が膨ふくらんでいて、思わず引いてしまいそうになる。

「ルミナ姫ならやっぱりドレスはピンクだね」と笑う花梨の言葉の意味がわからずに胡桃は愛あい想そ笑いを浮かべるしかない。

　しばし胡桃に見み惚とれていた花梨が「あれ？」と後ろへと視線を送り、眼鏡の奥の瞳を細めた。

　つられて振り返った胡桃は、校門の脇わきに停められた車に気がついた。

　黒塗りの国産高級車。近頃よく見かけるから、その車に誰が乗っているのかはすぐにわかった。

　後部座席の扉とびらが開かれて、一人の少年が道路に降り立つ。これで会うのは四回目になる彼は親しそうに声をかけてきた。

「胡桃さん、今帰りですか？」

　涼やかな声に先を歩いていた全員が振り返った。

　高級車の隣で完かん璧ぺきな笑みを見せているのは、立花ナギだった。




「誰、あの美少年？」

「ほら、あの制服。お金持ち学校の聖せい晶しよう学園だよ」

　ざわつくクラスメイトに「少し失礼します」と告げて、胡桃はナギへと近寄る。

「ナギ君、どうしましたか？」

　駆け寄った胡桃の問いかけにナギは少しだけ困ったような顔をして見せた。

「急に来てごめんなさい。胡桃さん、最近少し危ない目に遭あうことが多かったから、家まで送って行けたらって思ったんだ。迷惑だった？」

　困ったような照れたような表情のナギは、キュンとしてしまうほど可愛らしい。

　いくらか視線を落としながらもチラチラと胡桃の反応を気にしているのも、母性本能をくすぐられる。愛らしい子犬に懐かれたようで、思わずクリクリと頭を撫なでてあげたくなってしまう。

　ナギの言うように、最近どうにもついていないことが続いていた。

　胡桃はここ数日間の出来事を思い返してみる。

　先日は階段で人とぶつかり三段踏み外して足を捻ひねってしまった。

　その前は車が撥はね上げた小石が飛んできて腕に軽い怪我をした。それもあと少しで直ちよく撃げきだったところを、破は魔ま鈴すずが急にポケットから落ちたので拾おうとしゃがんだために腕を掠かすめただけですんだ。

　さらにその前の日は、雨の中で自転車がノーブレーキで角を曲がってきたため、驚いた胡桃は転んで膝を擦りむいた上に制服がびしょ濡ぬれになった。

　そしてその前は路上で派は手でにこけてナギに助けられた一ひと幕まくもあった。

　全部偶ぐう然ぜんではあるが、ここのところ何かしら不幸に見み舞まわれており、そのことをナギが気にかけてくれていた。

　なぜかナギと会った帰りばかりにトラブルが起きていたので、ナギも気にしてくれていたのだろうか、わざわざ学校にまで迎えに来てくれるなんて、なんと女心のツボを押しまくる中学生だと、胡桃は将来ナギがホストになれば丸まる儲もうけできそうだと黒い算さん段だんをしていた。

「迷惑だなんて、そんなことはありませんよ。ただ、今日はお友達と一緒でして……」

「え……一緒に帰れないの？　ああ、僕、余計なことをしちゃったんだね……。心配していたのはもちろんなんだけど、胡桃さんと帰るのを楽しみにしてたんだ……でも、そっか……じゃあ、僕、一人で帰ります……」

　これ以上ないほど寂しげに伏せた瞳、落とした肩、沈んだ声。庇ひ護ご欲よくを搔き立てられる少年の姿に、胡桃は結局負けてしまった。

「あの……では、一緒に帰りましょう。せっかく来てくださったのですから」

「本当!?　僕と一緒に帰ってくれるの？」

　ぱあっと瞳が喜びで溢あふれる。さっきまでの様子が噓のようにコロリと変わった。

　小動物的なナギの感情表現のストレートさに、胡桃は感心しつつも逆らえずにいた。

　こんなに素直に自分を見せることができるなんて、周囲からは大切にされ、幸せな家庭で過ごしてきたんだろうなと、羨ましく思う。

「お友達に話してきますので、待っていてくれますか？」

「うん！　すぐに戻ってきてね」

　笑う口元がすごく柊夜と似ていて、その度たびに胸が小さく弾むが、この感情がなんなのか全くわからず戸惑ってしまう。

　キュッと心の奥が緊張したことを誤ご魔ま化かしたくて、胡桃はナギに背を向けると急いでみんなの元に走った。

「胡桃ちゃん、あの美少年、誰？」

「なになに？　ちょっと気になるんだけど！」

　女子が問い詰める中、胡桃はペコリと頭を下げる。

「ごめんなさい。私、少し用事ができたので今日は皆さんとご一緒できなくなりました。また次回、誘ってくださいますか？」

「えええ～。五條さん、来ないのかよ～」

　男子がガッカリしながら肩を落とすと、女子が非ひ難なんの声を上げた。

「ちょっと男子！　あたしたちに失礼じゃないの、それ」

「どっちにしろ胡桃ちゃんは私たちが死守するから男子の隣なんか座らせないしね！」

「なんだよそれ！　女子、汚きたねーぞ」

「俺たちにも人権を！」

　ワイワイと言い合いが始まる中、一人の女子が不思議そうに聞いてきた。

「胡桃ちゃんって、あの五條家のお嬢様なんだよね？　高級車でお迎え？」

「いえ、お迎えというか、知り合いの方です……」

「さすが知り合いもお金持ちなんだね」

　その会話を聞いた他のクラスメイトが「五條家って何？」「ほら、宝ほう飾しよく品ひんで有名な五條商会だよ」「ええっ！　五條さんって本物のお嬢様だったんだ」など銘めい々めいに話し出す。

　そんな話に入りたくない胡桃は、もう一度頭を下げると、その場を足早に離れた。

　後ろで花梨がずっと目を細めていることなど気がつきもせずに、胡桃は誘われるままにナギの車に乗り込んだ。




　高級車の後部座席に腰を下ろした途端、ホッと息を吐はいた胡桃にナギが首を傾げる。

「胡桃さん、何かイヤなことでも言われたの？　僕が急に来たからみんなに迷惑かけちゃったのかな？」

「いいえ、違いますよ。気にしないでください。最近ついていないことが多かったので、送ってくれるのは本当にありがたいことなのです」

　ムリに作った笑顔だったけれど、ナギは納なつ得とくしたのか安心したように笑った。

「よかった。僕……胡桃さんのために何かしたくて。胡桃さんと一緒にいるとなんだか安心するって言うか……幸せだって感じるんだ。あ、亡くなった母親代わりだと思ってるわけじゃないよ？　もっとこう……うまく言えないけど、わかってくれるかな？」

（なんだ、この小こ悪あく魔まは！！！）

　胡桃の可愛らしい鼻の穴がブオッと膨らむ。

　大きな瞳をうるうるさせながら上目遣いで見てくる美少年の破壊力ときたら！

　外面全開で可愛い子ぶるのは胡桃の十お八は番こなのに、ナギの愛らしさには腹黒の胡桃さえほだされてしまう。

「ええよ、ええよ、甘えなはれ」と目め一いつ杯ぱい甘やかしてしまいたくなる。

　年下男子に萌えを見み出いだす人たちの気持ちが、痛いほど理解できた。

「そう言ってもらうと私も嬉しいです。私でよければ遠慮なく甘えてくださいね。お母様の代わりはできないと思いますが」

　ふふふ、と笑った胡桃に、思わぬほど低い声でナギが告げた。

「……できるはずない」

「……？」

「……え？　ナ、ナギ君？」

　急変したナギの様子に胡桃は戸惑いうろたえる。さっきまであった柔らかさが一変し、チリチリと肌を刺すような鋭い気をナギは放

「代わりなんて……誰に……。あいつはそれをしているの？」

　ナギは膝の上で両手を握り、唇を嚙かみ締しめている。うつむいて何かを睨むように一点を見つめ、まるで衝しよう動どうを抑おさえつけようとしているように見えた。

　いつもの優しく上品なナギと違った様子に、胡桃は胸を衝つかれた。

（きっとナギ君はたくさん悲しい思いを吞のみ込んできたんや）

　勝手に裕福な家庭の苦労知らずな男の子などと考えた自分が恥ずかしい。

　どんなにお金持ちだろうと、幸せとは限らないということは、胡桃自身がイヤというほど身を以もつて知っていることなのに。

　お金持ちだからこそ、冷たい家庭だってあるということを、心に深い傷を負うほどに知っている。

　母親を亡くしたことを、平気な様子で告げるナギだけど、彼だってまだ中学三年生。母親を失ったことを本心では吞み込めないでいるのかもしれない。

　胡桃の母親は物心ついた時にはもういなかったし、その母は胡桃や父を置いて出て行ったと聞いていたから、それほど母に執着はなかったけれど……。

「……ナギ君」

　ナギの膝の上にある両手を胡桃はそっと握り込む。

　弾かれたように顔を上げたナギの丸い瞳には険けわしさが滲んでいた。

「私とナギ君の寂しさは、同じ寂しさではないと思います。でも私たちが知り合ったことにはきっと意味があります。もっとたくさんお話をしましょう。私がナギ君のお話をいくらでも聞きます」

　外面で覆おおった言葉だけれど、これは胡桃の本心。

　ナギの尖とがった瞳は、母親を失った心の傷の深さを知らしめている。

　しばらくじっと胡桃を見つめていたナギは、やがて視線を自分の膝に落とした。

　自分の手に覆い被さっている胡桃の手をしばらくぼんやりと見み遣やってから、疲つかれたように車のシートに背中を預けて目を閉じた。

「知り合った意味なんて……」とポツンと呟いたまま、ナギは口を閉ざしてしまった。

　静かに走る車の中、運転をする春日と呼ばれている若い男は、ルームミラー越しにちらりと胡桃とナギに視線を走らせたが、すぐにまた黙って前を向いた。

　これまでにないピンと張り詰めた空気に胡桃も押し黙ったままナギの手を握りしめていた。
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　翌日、昼から降り始めた雨は、勢いを増しながらまだ降り続いている。

　放課後はグラウンドを使って仮装応援合戦の配置練習をする予定だったが、この雨で延期になってしまい、バラバラと生徒は帰っていく。

　部活のある生徒は急いで教室から出て行き、今は時間に追われていない帰宅部の面々が数人残っているだけだった。

　クラス行事になると、やる気のある生徒とやる気のない生徒の間には深い隔へだたりができるが、胡桃は積極的に参加はしないけれど、それなりに参加するという、一番美お味いしそうな場所をキープしていた。

　翻ひるがえって柊夜ときたら、最低限しか参加しないスタンスを貫つらぬいており、そんな態度に反感を持つ面子メンツもいるようだが、幸か不幸か、クラスのムードメーカーでもある空気の読めない咲畑優樹が、柊夜のことを「あいつを悪く言うなよ。俺の親友だからな」と一方的に親友宣言し、庇うおかげで面と向かって非ひ難なんされることはなかった。

「おい、柊夜、帰るのか？」

　自称、柊夜の親友の咲畑に聞かれた柊夜はうなずく。

「でも少しだけ待ってから帰る。今は雨あま脚あしが強いから傘かさがないと厳きびしい」

「おまえ傘持ってないのかよ～、この梅つ雨ゆ時どきにマジかよ。まあ俺も持ってないんだけどさ」

「…………そう」

　柊夜の沈ちん黙もくを気にしたふうでもない咲畑は、今度は胡桃に向かって声をかけてきた。

「胡桃ちゃ～ん、一緒に帰らない？　俺、送ってくよ～。噂の二人で帰っちゃう～？」

　柊夜との会話を聞いていた胡桃は、にっこりと微笑んで咲畑に答える。

「私、今日は用事がありますので、ごめんなさい」

　優しく断りながら、心の中では悪態を吐く。

（傘ないって言うてたし、めっちゃ傘目当てやん！　噂の二人とか言われるん、迷惑やねんけど！）

　ざ～んねん、などと言いながら咲畑は、「他のクラスの女子に声かけてこよっと」といそいそと教室を出て行ってしまった。

　帰り支じ度たくを終えた柊夜が立ち上がると雨の様子をうかがうためか、窓へと顔を向けた。

　そのチャンスを胡桃は逃さない。

　窓まど際ぎわの席の胡桃は、すかさず柊夜の視界に無理やり入り込んで折りたたみの傘をカバンから取り出した。

「あ、あの……いいいいい一緒にははは入りひゅすか？」

（ひゃぁぁぁ！　さりげなく誘うつもりが！）

　激しく嚙んでしまった。これでは咲畑の誘いを断ってまで、柊夜を誘うつもり満々で待ち受けていたように誤解されるかもしれないと、胡桃はあたふたとする。

「あの、か、傘、その……ないっすよね？」

　ないですよね、と言いたかったのに、変に慌てるから運動部の後輩のような妙な敬語になってしまった。

　プッと柊夜が噴き出した。

（笑われてしもた……）

　色々とダメダメでがっくりしながら笑う柊夜へと目を向ける。

　柊夜は握った拳こぶしを口にあてながら笑っていた。

　教室の中で笑う柊夜を見ることはほとんどない。怒ることも笑うことも困ることもなく過ごす姿しか見たことがないからこそ、教室の中で見る柊夜の笑みに胡桃は囚とらわれてしまう。

　もっさりとして存在感がなく地味で目立つところなどどこにもないのに、笑った口元が綺麗で、アンバランスさに胡桃の胸はときめいてしまう。

　ド、ド、ド、ドと心臓の音が耳の中に反響して、柊夜の返事が聞き取れなかった。

「──の？　五條さんは」

「え……？　な、なななんでしょう？」

　傘を右手に握りしめたまま硬直している胡桃に、またクスッと笑ってから柊夜は「いや、助かる」と優しい声で返事をくれた。

　開いた傘は折りたたみ傘なので、それほど大きくなく、相当近寄らなければ二人は入れない。

　真っ赤な甘そうな苺いちご柄がらの傘を持ってくれているのは柊夜。その隣で縮ちぢこまりながら寄り添う胡桃の心の中は、洗せん濯たく機きさながらに感情が渦うず巻まいていた。

（あ、相あい合あい傘がさ……てゆうか……肩が……あたってるんやけど……）

　軽く肩が触れるだけで心の渦巻きは一気に加速する。超高速洗せん浄じようモードのように。

　これで真っ白な洗い上がりならいいけれど、胡桃の場合は真っ赤な顔になってしまっている。

　一つの傘に並んで入るだけのことが、こんなにも緊張するなんて予想外だった。

　自分から誘っておきながら、このシチュエーションにときめいてしまっている自分は、少女漫まん画がの読みすぎなんだなと己おのれを戒めて気を紛まぎらわせているが……。

　軽く胡桃の方へと傘を傾かたむけてくれている柊夜に胸がキュンキュンと鳴りっぱなしだ。

（このさりげない気遣い、反則や）

　格好良すぎるやんか──っ！　と叫んでしまいたくなる。

　雨が傘に弾かれていく音も、傘の先の赤い露つゆ先さきから落ちていく雫も、濡れた道路を歩く柊夜の足音も、どれもこれも胡桃のドキドキを加速させてしまう。

　胡桃の脳内のモヤモヤなど全く気がつかない柊夜は、さりげない口く調ちようで誘った。

「今日は仕入れの予定が入ったんだけど、今日も一緒に行くならこのまま店においでよ」

「え、今日ですか？」

「おお、胡桃、一緒に来るの──むぐっ！」

　柊夜のベストのポケットから顔を覗のぞかせた銀太が明るい声を上げたが、間髪容れずにグイグイとポケットに押し込まれてしまった。

　柊夜が店においでと誘ってくれる時、胡桃の気持ちは風ふう船せんのように膨らんでふわふわと浮かんでしまいそうになるほど軽くなる。

　甘いお菓子を食べた時よりも、もっと甘い気持ちになる。

　壁かべを作り、誰とも親しくしようとしない柊夜が、自分だけは受け入れてくれていることにどうしようもなく心がくすぐられてしまう。

　しかし残念ながら今日はこの後、待ち合わせがある。

　昨日、車で送ってくれたナギが、「途中で気分を崩したことをお詫わびしたいから、明日改あらためて会いたい」と言い出し、胡桃もナギの落ち込んだ様子が気になっていたので約束を了りよう承しようしていたのだ。

　待ち合わせは駅前の繁はん華か街がいのコーヒーショップ。柊夜を黒椿屋まで送ってから向かおうと思っていたのに。

（あああ、よりによって、今日誘ってくれるやなんてぇぇぇ）

　残念で仕方がない。しかし諦めの悪い胡桃はすぐに算さん段だんを立てる。

（仕入れに間に合うように行くには三時間ほど猶ゆう予よがあるし、ナギ君と会ってからでも充分に間に合うよな。待っててくれるようにお願いしとこ）

　そう考えて、胡桃は足元の水たまりを見つめながら切り出した。

「実はこの後は待ち合わせがあるのですが──」

「もしかして……最近、よく会っている人？」

「……え？」

　ナギと会っていることは柊夜には言っていない。別に隠かくしていたわけではなく、ここのところ黒椿屋へ行っていないし、学校では話をすることもないので言う機会がなかったからだ。

　驚いて柊夜を見上げると、眼鏡の奥の瞳を細めた。

「五條さんはその人…………いや、ごめん。詮せん索さくするつもりじゃなくて──」

　途中で言葉を切ると、柊夜は顔を背けた。失言をしたかのように、口元を押さえている。

　なぜか隠し事をしているような後ろめたい気分になり、胡桃は急いで言い訳をする。

「さ、最近、偶然に知り合った中学生の方なんです。でも、そんなに頻ひん繁ぱんに会っているわけではないんですよ？　今日はたまたまですから、たまたま」

　どうしてこんな必死に言い訳をしているのか自分でも訳がわからない。ただ口が勝手に動いている。

「それでですね、用事が終わり次第、可か及きゆう的てき速すみやかに、ちゃちゃっとぱぱっと、迅じん速そく丁寧に終わらせて、超特急で行かせていただきます。絶対に仕入れのお時間までには行かせてもらいます。なので待っていてくれませんか？」

　胡桃の返事に柊夜はプッと噴き出した。

「なんで笑うん！」

　通学路の路上なのに、関かん西さい弁べんで突っ込んでしまった胡桃はすぐに口を閉じたが、柊夜はクスクスと肩で笑っている。

「な、何を笑っているのですか？」

　言い直した胡桃に、柊夜はチラリと顔を上げてから、また喉のどの奥で笑う。

「いや……そんなに急がなくていいから」

　クスクスと合間に笑いが挟はさまる。

「来るまで待ってるから、ぷっ」

「ふ、噴き出すほどのことですか？」

　確かに言い過ぎた感は自分でもあるが、そんなに笑うほどのことでもない、と胡桃は頰を膨らませる。

「ごめ、ごめん、くっ」

（ごめんって思てないやろ！　笑いが堪こらえられてへんわ）

　ここが通学路でなければ遠えん慮りよなく文句を言いたいところだ。

「いやいや、可愛いなって思って」

「可愛っ……！」

　思わぬ言葉に体温が急上昇して頰が熱くなったが、笑いを堪えている柊夜を見て、からかわれたのだと思い至る。

「か、からかわないでください！」

　胡桃はぷうっと頰を膨らませたが、柊夜はいつまでも肩を震わせて笑っていた。




　子供のように頰を膨らませていたので、確かに前方への注意を怠おこたっていたと反はん省せいする。

　隣で笑う柊夜に全ての意識がいってしまっていたことも認める。

（あかん……なんかこの頃、全然あかん。日頃の行いの悪さのせいか？　もしくは厄やく年どし？　あ、大だい殺さつ界かいとかいうやつかな？）

　そう考えている胡桃は、今、突とつ風ぷうによって折れたと思われる街がい路ろ樹じゆの枝が落下してきてぶつかりそうになったところを助けられ、柊夜に背中を抱き留められていた。

　柊夜に向けて膨れ面つらを見せていた胡桃は、急に落ちてきた枝を咄とつ嗟さに避よけることができなかった。

　さほど大きな枝ではないけれど、折れたところは鋭するどく尖り、もしその先せん端たんが直撃していれば大ニュースになりそうな怪我を負おうところだったが、幸い葉っぱが頰を掠っただけで、大した怪我にならなかった。

　衝撃と驚きと混乱で柊夜に背中を預けたまま呆ぼう然ぜんとしながら、胡桃はとある一点を見つめる。

（まさか、ね。偶然やんな？）

　白い小さな紙が折れた枝に引っかかっている。
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　形は人の形に似ており、それは最近よく見かける紙切れだったから、胡桃はまさかと思いながら、一つの可能性を考える。

　ここのところ何かしら不幸に見舞われる度に見かけるその白い紙。

　階段から落ちた時にぶつかった人の肩に、小石を撥ねた車に、よろけてきた自転車にも、今、ヒラヒラと枝の先で揺れている人型をした紙がついていた。

　自然にできる形ではないことはわかる。人じん為い的てきに切り抜いて作られた紙だろう。

（ま、まさか呪のろいとか？　呪いはあたしの専せん売ばい特とつ許きよやのに。いやいや、気のせいやな。あの紙も偶然やんな。柊夜もなんも言わへんし）

「五條さん」

　柊夜に呼ばれて胡桃は我に返る。

　そして今、背中をべったりと柊夜に預けた密みつ着ちやく状態になっていることに気がつき、急いで体勢を整えた。

「わわ、ごめんなさいっ」

「五條さん、大丈夫？」

「柊──」

「怪我を……」

　胡桃が返事をする前に、柊夜は痛ましそうな顔をして胡桃の頰に手を当てた。

「頰に擦こすれた傷が……俺が側そばにいたのに……」

「胡桃、怪我したのか？　痛いてえのか？」

　ポケットから顔を覗かせている銀太が泣きそうな顔になりながら問いかける。

「ううん、大丈夫。驚いただけ。全然痛くないよ」

「本当か？」

　銀太が話している間も胡桃の様子をあちこち眺ながめていた柊夜の表情が険しくなる。

「どうしたの、これ？　あちこち怪我してる」

　問い詰めるような柊夜の声が厳しさを含み、視線を柊夜に戻した胡桃は思わず息を吞む。

　あまりにも真剣にこちらを見つめる目が、心配の色を浮かべている。

　その瞳にツキンと胸が軋きしんだ。

「ねえ、五條さん、この怪我はどうしたの？　ここ数日、何があったか教えて。俺、全然気がつかなかった……」

　学校ではこれほど近くで互いを見ることなどない。胡桃の小さな怪我に気づかなくても当然なのに、柊夜はまるで自分の責任のように唇を嚙み締める。

　そしてかすり傷を負った胡桃の頰に手をあてる柊夜の声がさらに鋭くなる。

「どうしたの？　俺には言えない？」

　こんな傷、大したことない。

　この間、柊夜が手のひらに受けたカッターナイフの傷のほうがずっとひどい。それなのに胡桃のこんな些さ細さいな怪我に心を砕くだいてくれる柊夜の優しさにそっと瞼を閉じる。

　その心配に満ちる瞳をこれ以上曇らせたくなくて、胡桃は目を開けると明るい笑みを浮かべた。

「大丈夫、心配せんといて。ちょっと最近不注意が続いてな」

「いやあ、胡桃はちっせえ上にドジだからな」

　柊夜の胸ポケットから会話に割り込んでくる銀太に口を尖らせる。

「小さいは関係ないんやん」

「いいや、小さいからちょっとした石につまずくし、段差もうまく越えられねえんだ」

「そんな小さくないわ！　普通に歩ける程度には背ぇあるわ！」

　銀太と胡桃の応おう酬しゆうを聞いていた柊夜が噴き出して笑う。

　失礼やな、と文句を言いながら、胡桃は柊夜の心配顔が消えたことに安心する。

　心配をしてくれる人がどこにもいないことは、一人ポツンと忘れ去られたままでいるような心細さを胡桃に感じさせたが、誰かに心配をさせてしまうこと、それはとても心苦しいことなのだと気がついた胡桃は、柊夜と一緒になって笑って誤魔化した。

「待ち合わせ場所まで送るよ」

「駅前やし大丈夫。というより、傘のない柊夜を黒椿屋まで送って行かんと本ほん末まつ転てん倒とうやん」

「俺が気になるから、送らせて。幸い雨もやみそうだから」

　いつの間にか、細かい粒がわずかに傘を滑すべり落ちるだけの雨になっていた。

　それでも傘がなくては濡れてしまいそうだと胡桃はいくらか迷ったけれど、思い切って甘えることにした。

　駅前の繁華街はアーケードがあるから濡れることもない。黒椿屋へ向かう頃には雨も上がっているだろうと判断して胡桃は「お願いします」と頭を下げた。

　柊夜はホッとしたよう軽く笑い、「じゃあ行こうか」と傘をまた胡桃の方へと傾けるとゆっくりと歩き出した。




　駅前まで送ってくれた柊夜が別れる時、銀太を胸ポケットから取り出して胡桃の肩にそっと乗せた。

「念のために銀太と一緒に行って。銀太、五條さんを頼むぞ」

「おう！　おいら頼まれたぞ！　柊夜、心配すんな。もう胡桃に怪我はさせねえからな。ちゃんとおいらが店まで連れてくぞ」

　嬉しそうに胡桃の肩先でブンブンと手を振る銀太はやけに張り切っていた。

　そして無理やり押しつけた苺柄の赤い傘を、柊夜は恥ずかしがることもなく平気でさして行ってしまった。

　しばらくその後ろ姿を見送ってから、胡桃は待ち合わせの店へと足を運んだ。
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　胡桃の前にはホットココア。向かいに座るナギの前には抹まつ茶ちやラテ。

　コーヒーの種類が豊ほう富ふなことで有名なセルフサービスのコーヒーショップの中、人のざわめきをＢＧＭにしながら胡桃は心の内で突っ込んでいた。

（コーヒーショップ意味ないやん！　二人ともコーヒー頼んでへんし。コーヒーだけで十種類以上メニューあるんが売りやのに！）

　そんな胡桃の心の突っ込みも知らずに、向かいに座るナギは、本当に綺麗な笑顔を浮かべている。

　整った顔立ちだけれど可愛らしさも含んでおり、それでいてどこか品がある。髪が長ければ女の子と間違えられてもおかしくない顔立ちだ。

「胡桃さん、ケーキも頼んでよ。お詫びなんだから僕に奢おごらせて」

　机に肘ひじをついて身を乗り出しながら勧すすめてくれるナギに、胡桃はダメダメ、と首を振る。

「そんな、お詫びなんてすることないですよ？　私、何も気にしてないですから」

　胡桃の言葉にふっと笑みをこぼす彼は、とても爽さわやかな美少年だ。

　アイドルにいてもおかしくはないと思えるが、彼の持つ上品さは、やはり芸能人というよりは上流階級のおぼっちゃまだった。

「ところでまた何かあったの？　頰にあるの、新しい傷だよね？」

　軽い擦すり傷だが、胡桃は色が白いので、薄赤く擦れているだけでも目立ってしまったようだ。ナギが素早く気がついて気にかけてくれた。

「これはちょっとした不注意で……。なんだかお恥ずかしいところばかり見せていますね。普段はそれほどドジではないのですが、ここのところ少しついていないようです」

「気をつけてくださいね。胡桃さんの綺麗な顔に傷が残るようなことがあれば、僕は胸が痛みます」

　キュッと眉を寄せるナギの上目遣いに胡桃はこそばゆい気持ちになる。

（この滑なめらかなリップサービス、中学三年生とは思われへん！　絶対にイギリスかイタリア辺りで育った人に違いない。こんな中三は大和やまと男子にはいてへんはずや）

　向かいに座る美少年のスマートな物言いは、まるで百ひやく戦せん錬れん磨まのイギリス紳しん士し、もしくは女性を扱あつかい慣れたイタリア人男性の如ごとし。

　この容姿にこの言葉。いずれは女性を意のままに操ることができるようになりそうで末すえ恐おそろしい。

「いつも心配してくれて、ナギ君は本当に優しいですね」

　ニコリとお人形のように微笑んだ胡桃に、ナギは目を細めて笑った。

「胡桃さんこそ本当に優しくて、僕……大好きだな」

　グッと身を乗り出すや、周囲に聞こえないようにナギが低くささやき、すぐに身を引く。

　驚いて目を丸くする胡桃に向かって、ナギはまた愛らしい笑顔を見せた。

（この……中学生ぃぃぃ！）

　いきなり攻めてくるのはやめていただきたいものだ。

　耳の奥がキーンとなりそうなほど体温が上がっている。

　ナギの低い声はなぜか柊夜に似ているから、胡桃は落ち着いていられない。

（してやられた）

　告白されても、可愛いだの綺麗だのと言われても、可愛らしく微笑んで受け流してこられたのに、不覚にも年下の中学生に動どう揺ようさせられてしまった。

　ちょっと悔くやしい胡桃は、ココアを一口飲んでから、にっこりと極ごく上じようの微笑みを浮かべた。

「ありがとうございます」

　平然と受け流せたとは思えないが、いつもの調子で胡桃は小さく首を傾げて外面の自分を演じ続ける。

「僕、ケーキを頼んでくるよ。ミルクレープでいい？」

　立ち上がるナギに、他の女性客、それもＯＬさんらしき年上のお姉様方の視線が注がれている。ナギの可愛らしさと育ちのよさそうな物もの腰ごしが、年上受けするのかもしれない。

「あの子、可愛いね～」なんてささやきが、彼女たちの綺麗に化け粧しようされた唇から洩もれる。

　胡桃にとっては自然に出てくる甘い言葉よりも、時々低くささやく声にドキリとさせられてしまう。それは柊夜の声に、少し似ているからなのか、それとも普段は高めの澄すんだ声なのに、急にトーンが変わることのギャップなのか、とにかくナギは不思議な魅力を持っているように思える。

　ぼぅっと考え込んでいる胡桃の膝辺りを、ペシペシと小さな丸いものが叩たたいてくる。

　チラリと膝に目を向けると、銀太が胡桃のスカートの上にちょこんと座りながらペシペシと膝を叩いている。

「どないしたん？」

　膝の上に向けてこそこそとささやくと、銀太はクイッと首を回して胡桃を見上げた。

「あいつ、なんかイヤだ」

「なんで？　どこがイヤなん？　めっちゃ爽やか好印象の美少年やん」

「あんなのが美少年って、胡桃の目はどうかしてんのかよ。柊夜の方がよっぽど艶やかで綺麗だろうが。そんでおいらもあいつよりもっとカッコイイぞ」

「ああ、そういう……」

　生なま温ぬるい視線を送る胡桃に、銀太は舌打ちする。

「クマに入ってる時なんかはおいらの方が可愛いぞ！」

「あ～、うん、可愛いな。けどぬいぐるみやし、ギリ反則かも」

「反則ってなんだよ。胡桃は知らねえのか？　子供と動物はＣＭの常じよう套とう手しゆ段だんだってことをよ。おいらなんて昼はクマのぬいぐるみ、夜は狐きつね。ほら、隙すきなしだ」

「狐部分、かなり少ないけどな、あれ」

「少ないとか言うんじゃねえよ！　ちゃんと狐だ！」

　つうかさ、と銀太はすねたように視線を外はずした。

「なんていうか……うまく言えねえけど、胡桃はおいらも柊夜もいるのに、まだ他のヤツが必要なのかよ。おいらがいるのによぅ」

　プイッと顔を背そむけた銀太は頰を膨らませた。

　銀太が気に入らないと言うのは、幼い子供が抱くようなヤキモチだと気が付いた胡桃はクスッと笑う。

　仲のいい人が他の人と仲よくするのが気に入らない。そう気付いた胡桃はそっとささやく。

「銀太、あたしは銀太のことも柊夜のこともめっちゃ大好きやで。せやし心配なしや！」

　親指と人差し指で輪っかを作りＯＫのサインを見せた胡桃に、銀太はピョンと飛び上がってバンザイをした。

「本当か！　そっかぁ、胡桃はおいらのことが好きなのか！　まいったなぁ。ま、そりゃぁ、おいらも胡桃のことは嫌いじゃねえし、柊夜だって──」

「それ、面白いぬいぐるみだね」

　背後から声をかけられて胡桃は心臓が口から飛び出そうになり、一気に冷や汗が吹き出す。

　振り返ると胡桃の背後に立つナギの目が胡桃の膝の上の銀太に向いていた。

（み、見られた？）

　銀太が動いて話している姿を見られてしまったかもしれない。

　ナギの瞳がツイと細められ、ゆっくりと唇を引き上げて笑った。

「色々と……詳くわしく話を聞きたいな。そのクマのぬいぐるみのことも、あなたのことも。一緒に来てくれるよね？」

　おねだりをするように可愛らしい笑顔を浮かべているナギが、なぜか不吉なものに見えてしまい、胡桃は小さく身震いする。

　その好印象を与える笑顔は、胡桃がよく知っているもの。有あり体ていにいえば、胡桃自身がよく使うもの。

　そう──内心を隠した……ニセモノの笑顔だ。

　銀太が膝の上で小さな両手を広げて胡桃を守る体勢を取ったが、ひょいとナギにつかみ上げられてしまった。

「銀太！」

　勢いよく立ち上がった胡桃の腕を、ナギはギュッとつかむ。

　その力が想像以上に強く、胡桃は呪じゆ縛ばくされたように動けなくなり言葉を続けることができなかった。

　痛む腕に息が苦しくなる。心臓はイヤな予感に拍はく動どうを速める。

　怖い、と思った瞬間──。

（柊夜……）

　心の中に浮かんだのは、柊夜ただ一人だった。
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　こんなに遅くなるはずはないと、着物の袂たもとから三羽目となる鳥の形かた代しろを取り出した柊しゆう夜やは眉まゆを寄せる。

　すっかり日も落ちて夜が始まっている。

　人と会う用事が終わればすぐに店に来ると約束した胡桃くるみが一いつ向こうに来ないだけでなく、胡桃と一いつ緒しよにいるはずの銀ぎん太たの気け配はいも消えていた。

　この黒くろ椿つばき屋やに来て以来、いつも側そばにいて、常つねに感じていた銀太の気配が一いつ切さい感じられないことに、不安がつのり、胸むな騒さわぎが先さき程ほどから消えない。

「何かあったんじゃ……」

　柊夜の呟つぶやきに、店の奥に座すわるユズリハが黒くろ猫ねこを撫なでながら瞬まばたきをした。

「柊夜よ、気になるのならば捜さがしに行きや」

「いえ、今日は仕入れの予定ですから、出るわけには……」

「そのように気もそぞろのままで、あやかしと向きおうても良いと柊夜は判断するのかえ？　今こ宵よいはおぬしの父、月つき瀬せ家け当とう主しゆからの依い頼らいじゃぞえ？　易やす々やすと封ふうじられる相手ではないと心して、しかと気持ちを引き締めよ。それができぬのであれば、捜しに行けばよい。常に己おのれの心に従え、柊夜」

　それだけ言い終えたユズリハは、後は自分で決めろとばかりに顔を背そむける。

　ユズリハにこれまで何度も言われてきた。

　──己で考え、己で選び、己で為なし、己で責任を負おえ、と。

　それと同時に、心の惹ひかれることを選び取れと、そう教えてくれた。

　今、一番の気がかりは胡桃と銀太のこと。

　ここで悶もん々もんと憂うれいていても、解決には至いたらない。悪いことを想像して恐れていても時間は過ぎていくだけだ。

　それならば、今、するべきことは一つ。

　しばらくうつむいて目を閉じていた柊夜は、顔を上げると眼鏡めがねの奥からユズリハを迷うことなく見つめ返す。

　ゆっくりとユズリハの口元が笑み崩くずれた。

「心は、決めたのかえ」

「はい。捜しに行きたいと思います」

「ふふふ、迷いのない良い目をしておる。行きや」

　はい、と一礼して柊夜は黒椿屋のガラス戸を引き開け、石いし畳だたみを駆かけながら潜くぐり戸を抜け外に飛び出した。




「浄きよき紙よ狗いぬとなり、我の求めし者の元へ案内せよ！」




　呼ぶと同時に手にした紙を空中に投げれば、ふわりと真っ白な犬が一匹現れて柊夜の足元にピタリと寄り添そう。

「銀太と五ご條じようさんを捜す。頼むぞ、狗よ」

「応おう」との意志を示したのか、大きく尻尾しつぽを揺らした犬が空に向けて鼻を動かした。




　駅前のコーヒーショップの前まで犬に連れられて来たが、どこにも胡桃の姿はなく、銀太の気配も消え去ったまま。犬はそこから道路を見つめてきちんと座っている。

　ずらりと並ぶ店は明るい光に満ちあふれ、夜の色はどこにもなく、いつもならばぞろぞろとついてくるあやかしたちもここにはいない。

　数時間前に胡桃を送った時と変わらない明るさを放つ店の前で柊夜は考え込む。

「車？」

　道路脇わきにピタリと座り込む白犬の態度は、もう銀太たちの気配をたどることができないとの意思表示。つまり、ここから車などに乗った、もしくは乗せられた可能性があるということだ。

「ここから先はたどれないんだな」

　柊夜を振り仰あおいだ犬が「申し訳ない」とでも言うように耳を倒たおした。

　普通の犬とは違いこの呪じゆ術じゆつの犬ならば、匂においではなく気配をたどることができるので、たとえ車に乗せられても追えるはず。だがこれ以上は何も残されていないと犬は座り込む。

「なぜだ……まだどこかの店にいるのか？」

　不ふ可か解かいな消え去り方に柊夜の胸むな騒さわぎは大きくなる。

　道行く人々は、着物姿が珍めずらしいのか、チラチラと柊夜を見ながら忙いそがしそうに通り過ぎる。

「あれ？　もしかして……月瀬？」

　雑ざつ踏とうの中から名前を呼ばれて顔を上げた柊夜は、驚いた顔でこちらを見ている泉いずみ花か梨りんと咲さき畑はた優ゆう樹きの二人を認める。

　ざわめく雑踏から二人は抜け出し、柊夜の前で足を止めた。

「え？　マジでマジで柊夜なのか？　おまえ、全然地じ味み……じゃないぞ？　雰ふん囲い気きがなんか違うな」

　遠えん慮りよなく距離を縮ちぢめて顔を覗のぞき込んでくる咲畑に、慌あわててサッとうつむいた。

　この姿は見られたくないのに、よりによってクラスメイトと出会うなんて、と柊夜が戸と惑まどいを深めているところに、突然花梨が叫んだ。

「いやああああ！　ちょっ、月瀬！　これ、これって『新しん撰せん組ぐみトラブネス』の甲か子し太た郎ろう様のコスプレよね!!　絶対にそうでしょ、甲子太郎様だわ！」

　意味不明の叫びを上げる花梨ががっしりと柊夜の胸ぐらをつかみ、もう一度「いやああああ！」と叫ぶ。

　女子にしては背の高い花梨に迫せまられると、かなり迫はく力りよくがあり、柊夜は顔を強こわばらせて身を引いた。

「ああああ、いいわぁ、いいわ、月瀬！　このコスプレ、いい感じだわ。あ～、でも公道でやるのはマナー違い反はんなんだよ。まだなってないわね」

「あ、あの……泉さん？　ちょっと意味が……」

「黒の羽は織おりに黒の足た袋びとか完かん璧ぺきなんだけど、イベントでもスタジオでもちゃんと着替えてから帰らないとダメだよ」

「……いや、待って、なんのこと？」

「うわあ、男子の衣装は正直どうでもよかったけど、ちょっと気合い入れたくなってきたわ。写真撮りたいんだけど、一枚いい？　こっち、隅すみっこに来て」

「ちょ、あの、泉さ──」

　強ごう引いんに引きずられてひとけのないビルの隙すき間まに連れ込まれてしまう。カメラを構える花梨の隣から咲畑の呆あきれた声がした。

「悪い、柊夜。こいつ、コスプレが趣しゆ味みなんだわ。どうやらおまえのその着物姿、好きな二次元のキャラと似てるみたいだぞ」

「コスプレ？」

「おまえ、知らないのか？　好きなアニメとかマンガのキャラの格かつ好こうを自分もするってやつ。花梨はそれを極きわめるために自分で服も縫ぬうし、カツラなんかもめっちゃ持ってるんだぜ」

　説明をしてくれる咲畑のおかげで、コスプレの意味がなんとなくわかり、どうやらこの格好が花梨のツボをついたキャラと似ていると、そこまでは理解した。

　もちろん自分はコスプレをしているわけでもなんでもない。

　その辺りをきちんと説明しておこうと口を開きかけるが、花梨の勢いに吞のまれる。

「男子のコスプレもいいもんなんだね。俄が然ぜんやる気が出てきたよ。あ～、月瀬の若わか武む者しや用に、刀を調達しないと」

「あの、だからこれはコスプレじゃなく──」

「いやいや、体育祭が楽しみになってきたわ。男子の衣装は適当にするつもりだったけど、今から本気で調達しようっと。着物、借りられるかなぁ」

「だから泉さん。これは……ちょっと聞いてくれる？」

　柊夜の困こん惑わくなどなんのその。花梨はすでに妄もう想そうの世界に旅立たれたようだ。

　あれもいい、これも必要、などと空中を見上げながらブツブツと呟き、それから今撮ったばかりの柊夜の写真を開いてチェックをしている。

「こいつさ、いつもは自分がするだけなんだけどさ、今年は体育祭の仮か装そうで胡桃ちゃんと望の愛あちゃんをコスプレさせられるからって張り切ってて、今も布の買い出しに付き合わされてたんだぜ」

　はあ、とまるで外人のように両手を広げて呆れることを意味するジェスチャーをした咲畑の一言に柊夜は我に返った。

「五條さん……！」

　すっかり花梨にペースを乱されてしまったが、今は胡桃と銀太を捜している最中だったことを思い出す。

「ん？　胡桃ちゃんがなんだ？」

　首を傾かしげる咲畑に柊夜は勢い込んで尋たずねた。

「どこかで五條さんを見なかった？　待ち合わせをこの辺りでしてたらしいんだけど」

「いや、見てないな。なに？　捜してんのか？　花梨は見た？」

　カメラの画像をチェックしている花梨が顔を上げると、まだ鼻の穴が膨ふくらんでいて、興こう奮ふん状態にあるのが見て取れた。思わず一歩後ずさる柊夜に、花梨は一歩踏み出した。

「胡桃ちゃんを捜すからさ、月瀬、体育祭の当日は私の言いなりになってくれる？」

　なぜだろう。すごく危険な香りがする。

　迂う闊かつに頷うなずくと相当ヤバイことになりそうな気がして柊夜は二の足を踏む。

　咲畑が取り引きを持ちかける花梨の頭をがしっとつかんだ。

「待て、柊夜は俺の親友だ。そんな取り引きなんかしなくても、親友の探し物は俺の探し物。親友の捜し人は俺の捜し人。俺のものは俺のもの！　おまえのものは俺の──」

　とある有名なガキ大将のセリフを続けようとした咲畑の背中を、今度は花梨が思い切り叩たたくや、柊夜に向き直る。

「月瀬、なんかこいつに懐なつかれた？」

　言いながらまたカメラを向けようとする花梨の目は、眼鏡の奥で爛らん々らんと光っていた。

「ああ、もう二人とも意味がわからない！」

　嘆なげく柊夜の声など、二人とも聞いていなかった。




　結局、咲畑と花梨も捜してくれることになったが、胡桃を見つけた時には、体育祭の仮装を花梨の自由にさせるように強要された。

　待ち合わせの相手は？　何時に待ち合わせを？　と刑事さながらにテキパキと質問をしていた花梨が、最後に眼鏡を指で押し上げた。

「中学生と会うって言ってたのね？　もしかしたら相手に心当たりがあるかも」

「それは、誰？」

「あの子は……」

　言いかけた花梨は柊夜の足元で大人おとなしくお座りをしている白犬へと顔を向けてから、でも、といくらか迷いを見せてから続けた。

「確証もないし間違っていたら冤えん罪ざいだから、裏をとってからにするわ」

　刑事のような口調の彼女は、刑事バディもののアニメにハマっていた。

　柊夜の着物姿は目立つので、駅周辺の繁はん華か街がいは咲畑と花梨が、柊夜は胡桃が帰宅していないか確認に行くことになり、二ふた手てに分かれ互いに駆け出した。




　胡桃の住むマンションに到着した柊夜は、外から見上げて彼女の部屋の電気が消えていることに軽く失望する。

　白い犬はじっと座ったままで動く気配もなく、胡桃がいないことは明めい白はくだった。

　六階建て中層マンションの豪ごう華かなエントランスはオレンジのライトで照らされている。

　シックな茶色の外がい壁へきは高級感と上品さに溢あふれ、地下には駐ちゆう車しや場じようも完備されているグレードの高いマンションなので、きっと中も快適な広さがあると思われる。

　そんなマンションで胡桃は一人暮らしをしている。

　高校生で一人暮らしなんて、しかもこんな大きなマンションでと驚いて理由を聞いた時、家族とうまくいっていないと明るく笑っていたけれど、それだけで一人暮らしを親がさせているなど、かなり深い事情があるのだろうと胸が痛んだ。

　彼女がどうして関かん西さい弁べんをひた隠しにしてお嬢じよう様さまのフリをしているのかはわからないけれど、父親が名家に婿むこ養よう子しとして入り再婚をしたことで関西から引っ越してきたが、新しい家族と折り合いがよくないようだとの事情だけは時折透すけて見えた。

　いつでも明るくてバイタリティー溢れる胡桃からは似に合あわない事情がありそうで、柊夜は踏み込んで聞くことができないでいる。

　暗く沈しずみ込んだ胡桃の部屋に堪たまらない寂せき寥りようを感じた。

　あの中に胡桃がいないこと、それともあの中でいつも胡桃が一人でいること、そのどちらが胸を締め付けてくるのかわからない。

　胡桃が消えてしまったような深い喪そう失しつ感かんを覚えてしまう。

　彼女は柊夜の光だったのだと思い知る。

　一人で下を向いて歩いていた自分の前に、強引に光を引き込んできた人。

　目の前に見える暗い部屋は、胡桃を見失った自分に見えてしまい、柊夜は顔を背けた。

「どこかに手がかりはないのか」

　学校へと向かう道を戻り始めた時、また雨が降りだした。

　糸のように細い繊せん細さいな雨は、外灯に照らされて初めてその姿を見せる。

　雨は静かに落ちて、滑なめらかな黒くろ髪かみをゆっくりと濡ぬらしていく。

　足音もなく後ろを歩いていた犬が、静かに足を止め、「クウ」と小さく鳴いて柊夜を引き留めた。

　ここは今日の下校中、枝が落ちてきて胡桃がかすり傷を負った街がい路ろ樹じゆの下。犬が座っている場所には折れた枝がまだそのまま残されていた。

「どうした？」

　何か見つけたのかと犬に近寄った柊夜は、折れた枝の先にある、それに気がついて目をみはった。

「どうして……あの時、気がつかなかったんだ」

　枝の先には人の形に切られた小さな白い紙。

　雨に打たれて萎しおれてしまっているが、確かに人の形をしている。

　夜の外灯に照らされた白い紙は、萎れているくせにやけに存在を見せつけていた。

　知っている。

　もちろん、これは知っている。

「──呪術だ」

　うつむいた柊夜の髪の先から雫しずくが肩に落ちる。

　絹きぬ糸いとのような細い雨が枝へと手を伸ばした柊夜の指先を濡らす。

　ピッと人の形をした呪術の紙を枝から引きはがして手の中で握にぎり潰つぶす。

　災さい厄やくや穢けがれを人の形に切り抜いた紙へ形代として移らせることは、夏越や年越の『大おお祓はらえ』や『流ながし雛びな』の原型として今も見ることができるが、特とく殊しゆな用法の呪術を行えば、この人の形をした形代に穢れた想いを移すことが可能だ。つまり時には憎ぞう悪おや怨おん念ねんを移して、人を呪のろう呪術に用いられることもある。

　これは胡桃を狙ねらった形代だと柊夜の直感が告げた。

　もしかしたら、あちらこちらに小さいとはいえ傷があった胡桃の怪け我がは、偶ぐう然ぜんではなかったのかもしれない。

　そう思った瞬間、柊夜は息を止めて空を仰あおいだ。

　途と切ぎれることのない静かな雨が迂闊な自分を責めているみたいだと、柊夜は拳こぶしを握りしめる。

　どうしてもっと彼女に気をつけておかなかったのか。

　いつも踏み込んできてくれる彼女に甘えて、守りたいなんて言いながら、関わりを与えてもらっているばかりで。他人を避さけようとする無意識の壁を、取り払うことが未いまだにできていない。

　自分から踏み込むことをためらって、笑顔の下に秘めていることを聞くことさえできないでいるから、彼女の怪我にも気がつかなかったのだろう。

　胡桃と銀太に一体何が起きているのか。

　二人をこの手から取りこぼしてしまうことになったとしたら、自分はきっと生きることさえ耐たえられなくなる。

　こんなに大切に思うのに、なぜもっと気をつけておかなかったのかと、情けなさに再度強く拳を握りしめた時、背後に人の気配を感じた。

「月瀬柊夜、だよね」

　夜の満ちた路上に響いたのは、少し高めの少年の声。

　振り返ると少し離れた場所に、一人の少年が笑みを浮かべながら立っていた。

　隣となりで傘かさを差しかけているスーツ姿の男を、従えることが当然といった傲ごう慢まんさを纏まといながら、少年は柊夜を無ぶ遠えん慮りよに凝ぎよう視ししている。

　目を眇すがめる柊夜に、少年は唇くちびるを薄うすく引いて笑みを深めた。

「間違いない、月瀬柊夜だ」

　小こ柄がらな少年は人目を引くほど綺き麗れいな顔をしている。

　着ている制服は、有名な私立中学のもの。上品な佇たたずまいとピンと伸びた姿勢。

　そして身に纏う雰囲気は──「黒」だった。

　気を張り詰めて身構えた柊夜に、少年は笑いながら一歩近寄ると、ポケットから何かを取り出し、差し出しながら問いかけた。

「探し物はこれ？　それともこれが届くはずの人？」

　開いた手のひらに乗っているのは、柊夜が胡桃へと飛ばした鳥の形代。

　伝言の呪術を込めた紙だ。
















　ドクンと心臓が大きく波打ち、体の中心に氷を押し込められたような冷気が満ちる。

「おまえ……なぜそれを。彼女はどうした？」

「ふふん、心配なんだ、あの人のこと。あの人は彼女？　彼女なんでしょ？　可か愛わいいもんね、胡桃さんって」

　胡桃の名前がこの少年から出たことに体の奥が冷える。

　胡桃の身に何かが起きている。

　それがはっきりとわかったからだ。

「何が言いたい。彼女は？　俺に用があるのか？」

「うん、あるよ。だからあの人を預からせてもらったんだ。大人しく僕と一緒に来てくれるよね？　まさか自分の彼女を放っておくなんてしないよね？　あ、でもあんたならやりかねないか。なんでも平気で捨てるんだからさ。捨てられる方のことなんか考えも、思い出しもしないんだね」

「なんの話だ？」

　笑みを深める少年の、その微笑ほほえみが決して友ゆう好こう的てきなものでないことは明らかで、それと同時に、柊夜は得え体たいの知れない気き味み悪わるさを感じる。

　差し出している手をグッと握りしめて、少年は鳥の形代をぐちゃぐちゃに潰し、ポイッと無造作に投げ捨てる。呪術の紙は道路に落ちる前に消え失せ、それを見つめていた少年は、顔を上げると柊夜へ蔑さげすんだ視線を向けた。

「来るの？　来ないの？」

「──もちろん、行くに決まっている」

　押し出した声は、自分のものじゃないような、どこか遠くで誰か他の人が話した声のように聞こえた。
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「あああ、もう、どないしよ。黒くろ椿つばき屋やに行くって約やく束そくしたのに。柊しゆう夜や、怒ってるやろうなぁ」

　胡桃くるみは辺りを見回すが、ここがどこかもわからない。ただ、がらんとした広い空間。それだけしかわからなかった。

　後ろで手を縛しばられてゴロリと転がされているが、床は冷たくも硬かたくもない。とても不ふ思し議ぎな空間だ。

　時間の感覚もなく、一体今が何時なのかもわからない。薄うす青あおい淡あわい光が満ちていて、まるで水の中にいるような気分になる。

　意識ははっきりとしているのに、体の自由が利きかない。動きを命じる脳のうの指令が行き渡わたらず、ジリジリともどかしい。

「これが噂うわさに聞く金かな縛しばりっちゅうやつやな。やっぱり今度はあたしが呪のろわれてしもたか」

　人を呪わば穴二つとは真理だったのかと、危き機き迫せまる状況の中でそんなことを納なつ得とくする。

「ちゃんと柊夜に呪ったこと……謝あやまらんとアカンなぁ。呪ってしまってすみません……って、こんな感じでええかなぁ？　いや、呪ってしまってはおかしいか？　今度からは呪わないように気をつけますとか、どやろ」

　反省になっているのかどうか、ブツブツと呟つぶやきながらも、少しずつ動き始めた体を揺すってみる胡桃は、もう一度辺りを見回して逃げ道を探す。

　時間の経過と共に、手足と首が動くようになってきていたから、このまま待っていれば動けるようになるかもしれないと希望を持って胡桃はもぞもぞともがいてみる。

　コーヒーショップで立たち花ばなナギに銀ぎん太たを奪うばわれ、慌あわてて取り戻そうと立ち上がった胡桃はナギに腕を強くつかまれた。

　素す早ばやくナギが何かをささやいた途と端たんに、胡桃は身動きの自由が失われ、まるで操り人形のように彼に引かれるまま、停められていた車に乗せられてしまった。

　そして気がつけば、この場所で転がされていたというわけだ。

「あの中学生ぇぇぇ、許ゆるすまじ！　もう絶対に呪ったるねん！」

　今さっき人を呪うことについて反省したはずの外そと面づら天てん使しは、全く懲こりていないようだった。

　銀太はといえば、ぬいぐるみのまま透とう明めいなガラス瓶びんの中に押し込まれた状態で胡桃の横に転がされている。

　中からゴンゴンと叩たたいたり蹴けっ飛ばしたりしているが、どうにもならないらしい。

　蓋ふたがきっちりと閉められているだけに、息ができているのかと心配になる。

　助けてあげたいが、胡桃自身も手首は縛られている上に、自由に動けなくてどうしようもない。

「ごめんな、銀太。助けてあげられへんくって」

　ガラス瓶を叩く銀太に聞こえないことは承しよう知ちで胡桃はそっと謝る。

　それにしても、と胡桃はナギを思い返す。

　何が目的なのか、何をしたいのか、本当に全くわからない。

　銀太がしゃべって動いているのを見て、「面おも白しろい」と言ったけれど、普通は驚くのが先で、あんなに平然としていられるのは不自然だろう。それに身動きを奪われた。

　まるで、呪じゆ術じゆつのように。

　そこまで考え、胡桃は唇くちびるを嚙かむ。

　胸の奥でイヤな予感が騒さわぎ出す。

「柊夜に……なんか起きてへんやろうか……」

　そしてその予感は、直後に肯こう定ていされる。

「五ご條じようさん！」

　名前を呼ばれて顔を向ける。

　確認しなくても誰の声かすぐにわかる。

　今、一番聞きたい声。それでいて、今、一番巻き込みたくない人の声だ。

　胡桃は肩を落として小さく嘆たん息そくした。

（……あたし……やっぱり柊夜のこと……巻き込んでしまったんや……）

　泣きそうになる。

　声が聞けて嬉うれしくて、安あん堵どして。けれど巻き込んだことが心苦しくて、胸が苦しい。

　着物姿で駆かけ寄ってくる柊夜の姿を見るのが辛つらくてそっと顔を背けた。

「ほら、そこまで。それ以上は行けないから」

　張り詰めた声はナギのもの。

　少年らしい透き通った声だけれど、悪意と揶や揄ゆが含ふくまれている。

　柊夜の後ろからゆっくりとナギが歩いてくる。その後ろには春日かすがと呼ばれる若いスーツ姿の男が忠実な大型犬のようにピタリと付き添っている。

　転がる胡桃の方へと駆け寄る柊夜の足が途中でピタリと止まった。

「……結けつ界かい石せきか」

　足元に並べられている石に視線を落とした柊夜の声が尖とがる。

　胡桃と柊夜の間には、見えない壁かべが存在しており、それはこの結界石によって作られた結界のようだ。

「こんなもので俺を止められるとでも思ったのなら安く見られたものだな」

「安い？　安く見ているのはそっちの方じゃないかな。そんな容易たやすく破られるほど僕の呪術は脆ぜい弱じやくじゃないから」

　クスクスと笑い出すナギを睨にらんだ柊夜が、右手の人差し指と中指を口元にあてながら、凜りんと唱となえる。




「阻はばむものよ、散ちれ！」




　命じる声は威い厳げんを含み、それまでなかったはずの風を巻き起こすとふわりと柊夜の髪を揺らす。艶あでやかで強い存在感が周囲を圧あつ倒とうする。

　──が、なんの変化も起きなかった。

「な……」

　絶ぜつ句くした柊夜をナギが嘲あざ笑わらう。

「あははは、ほら、何もできない。そんなものなんだ、あんたの術！」

「そんなはずは……」

　もう一度、柊夜は凜と威い圧あつを込めて命じたが、やはり何も起きなかった。

「ムダ、ムダ。何度やっても同じことだよ？　だってここは僕の作った結界の中。僕以外の人の呪術など効力を持たないんだ。実は結界の中にもう一つ結界を張っているんだ。すごいでしょ？　ここまでできるのって、僕くらいしかいないんじゃないかな」

　嬉しそうに笑っている姿は、本当に可か愛わいらしい年下の男の子に見えるけれど、言葉の端はし々ばしに棘とげがある。

「……五條さん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

　少し離れたところに立ち尽つくす柊夜。

　そこに見えない壁があるのだろう。柊夜は悔くやしそうに見えない壁を、握りしめた拳こぶしでガンと叩いた。

「ごめん……俺のせいで……」

「違う、柊夜、違うよ。あたしが巻き込んでしまった。銀太も……こんなところに入れられてしまって、全部あたしのせいや……ごめん」

「銀太……」

　胡桃のすぐ側そばに転がる銀太入りのガラス瓶を見た柊夜の表情が歪ゆがむ。

　瓶の中の銀太が恋しそうに柊夜へと手を差し出す。

（あああ、なんか柊夜と銀太が無理やり離された恋人同士に見えるんやけど。それに比べて、あたしは転がったままて、昼寝してる主婦みたいやん！）

　せめて起き上がれないだろうかと胡桃はもう一度モゾモゾと体を動かすと、手足以外もかなり動かすことができるようになってきていることに気がついた。

　もう一度、ガンと空中の壁を叩きつけた柊夜の眼まな差ざしに怒りがこもった。

「おまえ、一体何者なんだ？　なぜこんなことをする」

「何者って……」

　ナギは顔を歪めると強く奥歯を嚙み締め、湧わき上がってくる気持ちを握り潰すように拳を握りしめた。

「なぜって、僕はあんたを憎にくんでいるからだよ。月つき瀬せ柊夜、あんたを殺したいほどね」

　柊夜を睨み付けて言ったナギから強い憎ぞう悪おの気が立ちのぼる。

　多分、悪意や憎悪というものは、傍はたから見ていてもわかるものなのだろう。今、ナギが本気で柊夜のことを憎んでいることが胡桃にもわかった。

「なぜだ。俺がおまえに何をした？」

「はっ、わからないの？　呆あきれた。あんたは僕の大切なものを全部奪っていった。だから僕もあんたの大切なものを壊こわしてやろうって、そう思ってもおかしくないよね？　この人に近づいて、呪術で壊してやろうとしてたのに……」

　そこまで一気にまくしたててから、ナギはポケットに手を突っ込むと、あるものを取り出した。

　銀色の丸い可愛らしい姿。紫むらさき色いろの組くみ紐ひもが結ゆわえられている──。

「それは……五條さんの破は魔ま鈴すず！」

　ナギの手にあるのが、胡桃がいつも持ち歩いている破魔の鈴だとすぐに柊夜は気がついたようで顔を強こわばらせた。

「そう、この人がこんなものを持っていたなんて予想外だったよ。だから形かた代しろを使った呪術がどれもこれも微び妙みように失敗してしまっていたんだ。僕の呪術が破られるなんて、よほど強力なお守りなんだね、これ」

　あの白い人型をした紙は、ナギの仕し業わざだったと判明する。

　胡桃を傷つけるために行われていたナギの呪術。それから破魔鈴が守ってくれていたことに胡桃は感謝した。

　組紐をつまんだナギがブラブラと顔の前で揺すっている。

　柊夜が預けてくれた綺き麗れいな鈴、胡桃を守ってくれていた大切な鈴なのに、ぞんざいに扱あつかわれ無ぶ遠えん慮りよに触られているのを見ていると、自分の大切な場所を乱暴に踏み荒らされている気がして胡桃は唇を嚙み締める。

（めちゃくちゃ大切な鈴やのに！　絶対にあいつ、呪ったるねん!!　雪ゆきちゃん、一緒に呪ったろうな！）

　勝手に蛇へび神がみを巻き込む気満々で心の中で悪あく態たいを吐つく。そうでもしていないと感情が乱れて泣きそうになる。

（歯には歯を、呪いには呪いをや！　消しゴムと教科書の落書きは覚かく悟ごしときや、中学生め！）

　鈴を奪われたのは自分のミス。渡してくれた柊夜に申し訳なくて涙なみだが浮かぶ。

　こんなヤツにホイホイとついていってしまった迂う闊かつさが恨うらめしい。しかも今まで大だい殺さつ界かいの不運と思っていた元げん凶きようがこの少年だったというのに、何も警けい戒かいせずに側にいた自分に歯がみする。

　望の愛あの事件の時にも、迂闊に駆け出して柊夜を巻き込んだのに、またくり返すなんて、どれだけ迂闊なんだろう自分は。何度迷惑をかけてしまうのか！

「もう何回目やね──ん!!」

　いきなり叫さけんだ胡桃に、ナギがギョッとして振り返り、視線を泳がせた。

「え……っと？　いま、おばさんみたいな言葉が……どこから……？」

「あちらの彼女からです」

　黒くろ子このようにナギの後ろに立っていた若いスーツ姿の男がすかさず胡桃を指さした。

「は？　まさか。ウソだろ、春日」

「いえ、確かに彼女が一いつ瞬しゆんおばさん化いたしました」

　一度首を傾かしげたナギだが、背後に立つ春日と呼ばれた男に確信があるのを見て取ると、今度は柊夜へと向き直った。

「あんたの彼女は面白い人みたいだね。可愛いだけで中身のないおバカさんかと思っていたけれど、なんだか興味深いね」

（中身がないとかそんなこと思っとったんかいっ！）

　思わず突っ込もうとして、手が縛られていることを思い出して舌した打うちする。

　両手を縛る紐がなんとかならないかとゴソゴソと動いていた胡桃だったが、柊夜が言い放った言葉に息を止めた。

「関係など何もない。五條さんは彼女なんかじゃないし、俺とは少しも関係ないんだ！」

　矢で体の中心をズブリと射抜かれたのかと思った。

　──関係ない。

　はっきりと突きつけられた拒きよ絶ぜつの一言が、体の奥底に突つき刺ささり冷たい血を流す。

（そっか……）

　そうなんだ、と胡桃は深く柊夜の言葉を胸にうずめる。

　もちろん彼女だなんて思っていないし、こうして裏の顔を知るようになってからだって、まだ日は浅い。

　けれど胡桃の中で柊夜はとても大きな存在になりつつあり、少なくともクラスの中では一番近い存在になっていると思っていたのに。

　柊夜にとっては、関係のない他人でしかなかったと……。

（そっか……。勝手な思い込みやったんやね……）

　凍こおり付いていくのは体なのか心なのか。

　こんなにもショックを受けるなんて思ってもみなかった。

　全身から力が抜けていく。起き上がろうともがいていたけれど、そんな気力も根こそぎ奪われて、胡桃はぐったりと横たわる。

　急に力を失った胡桃を見た柊夜が焦あせった様子で言い募つのった。

「五條さん！　どうしたの？　おい、彼女を解放しろ！　俺とは無関係なんだ。ぐったりしてるじゃないか、何をした？　早く出せよ！」

　起きている気力を失っただけなのに、ぐにゃりと力を抜いた胡桃が体調を崩くずしたと思ったようで柊夜が焦りを露あらわにする。

「あ、違う違う。具ぐ合あいが悪いんちゃうよ」

　柊夜に要いらぬ誤ご解かいで心配をかけてしまったと慌てて起き上がった胡桃に、ナギがシュンと何かを投げつけた。

　ピッと耳の端に痛みが走る。

　耳の横の髪が数本切れてハラハラと散った。

「な……？」

　絶句した胡桃をチラリと見てからナギは唇を尖らせる。

「なんだ、起き上がるから的がずれたよ」

　ナギの手には細長い紙が数枚。これも呪術の一種なのだろう。

　耳の端を掠かすめたようでチリチリと引きつるような痛みが生まれる。

「……おまえっ！」

　柊夜が奥歯を嚙み締めたのが胡桃からでも見て取れた。

　悔しそうに、もどかしそうに握った拳が震えている。

「彼女を傷つけることだけは許さない」

「バッカみたい。こんな女に必死になって」

　侮ぶ蔑べつの目を胡桃に向けたナギは冷たい声で続けた。

「僕に声をかけられて喜んだのか知らないけどさ、カレシなんていませんって言ったんだよ？　呆れるよね。あんた、いないことにされてるんだよ？」

　だから自分たちは彼女でもカレシでもないと言いたい胡桃だが、ナギのオーラが口を挟はさむことを許さないと言っている。

「しかも人のことを憐あわれんでみたり僕のことを理解しているみたいなことを言ったり、なんかむかつくんだよね、この人。だから傷つけたくなるの、わかるでしょ？」

　子供のわがままのようなことを平然とナギは言い放つ。自分の気に入らないおもちゃなんて壊してしまってもいいよねと、そんな言い方だった。

「それでもこの人のことを守りたいというなら、大人しく僕に殺されてくれる？　あんたを消してからなら彼女を解放してもいいよ」

「なんだと？」

「聞こえなかったの？　彼女を無傷で助けたいなら、大人しく犠ぎ牲せいになれって言ったんだけど」

「それは本当だな？　彼女を無傷で解放するんだな？」

「もちろん。僕の目的は月瀬柊夜、あんただけ。この人のことは、あんたから奪って絶望させてやろうって思っていただけだし、別にもう興味はないよ」

「……その言葉を守るなら、好きにしろ。俺を殺すなり好きにすればいい」

　揺るがない瞳の柊夜にナギは目を眇すがめ、それから手にしている細長い紙に何かをささやきかけると、紙は形を変えてギラリと光るナイフへと変化した。

「僕、本当にあんたを殺すよ？　いいの？　そんな安やす請うけ合いして。こんな程度の女のために自分を犠牲にするの？」

「好きにしろと言っている」

　迷いなく柊夜は答えた。

　手にしたナイフを顔の前まで持ち上げてから、芝しば居いがかった口調でゆっくりと告げてナギが笑った。

「交こう渉しよう、成立」

　一瞬で場の空気が冷え切る。

　柊夜はナイフをちらつかせるナギと平然と対たい峙じしている。なんの躊ちゆう躇ちよも恐怖もそこからは感じられず、むしろ威い風ふう堂どう々どうとした威圧さえ放つ。

　気け圧おされたのはナギの方。

　瞳に動どう揺ようが浮かび、眉まゆ根ねをギュッと引き絞しぼった。

「格好つけて！　そういうところが鼻につくんだよ！」

　ダン、と足を踏み出してナイフを柊夜へ投げようとしたその時。

「やめて────っ!!」

　胡桃は力の限り叫んだ。

　自分のせいで柊夜が傷つくなんて、そんなこと考えただけでも恐ろしい。

　柊夜のために傷つくことは怖くない。でも柊夜が傷つくのは、すごく怖い。

　胡桃は叫びながら俊しゆん敏びんに立ち上がると、見えない結界の壁に体当たりするつもりで思い切り肩からぶつかった。

　衝しよう撃げきを覚かく悟ごして目をギュッと閉じた。

　──だが。

　ズザザザザ────ッ！

　なんの手応えも反発もないままに通り抜けてしまい、弾だん丸がんの如ごとく勢いをつけていた胡桃は、肩から見事なフォームのスライディングを見せつけることになった。

「…………へ？」

　柊夜とナギのちょうど中間地点に割り込んだ胡桃は、寝転がったままで何度か瞬まばたきをくり返す。

「あれ？　なんか……出られた……よ？」

　予想外の展開にナギも柊夜も、大波で砂浜に打ち上げられたアザラシのような格好の胡桃を呆ぼう然ぜんと見ている。

　何がどうなっているのか当の胡桃にも理解できない。

　さっき柊夜が叩いた時には、確かに見えない壁があったはずなのに。呪術が破れたということなのだろうか？

　混乱しているのは胡桃だけではない。ナギもきょとんとして、状況がつかめないでいる。

「迷われますな！」

　春日と呼ばれていた男の一いつ喝かつに、ナギが弾はじかれたように顔を上げ、すぐにサッと頰ほおを怒りで朱に染めた。

「こいつ……僕の呪術を！　なんなんだよ、僕の邪じや魔まをするなよ！」

　転がる胡桃に向かって手にしたナイフを振り下ろした。

　後ろ手に縛られ、転がったまま身動きができない胡桃は、為なす術すべもなく振り下ろされるナイフをただ見つめることしかできなかった。

　その時、大きな布が目の前に広がった気がした。

　目の前が暗くなり、体を布が包み込む。

　柊夜が覆おおい被かぶさって守ってくれたのだと、そう気がつくまで数秒かかった。

「柊夜──っ！」

　柊夜の呻うめき声と胡桃の叫び声が重なる。

　ナギのナイフを受けたのは柊夜の背中だった。

　右肩から背中にかけて、柊夜の纏まとう着物が切り裂かれていた。

「柊夜！　いやや、柊夜ぁぁぁ！」

　叫びながら胡桃の目からは涙が後から後から溢あふれ出る。

　胡桃の体をギュッと抱きしめる柊夜の肩に、胡桃の涙がこぼれ落ちていく。

「いやや、柊夜！」

　涙が止まらない。怖くて仕方がない。

　自分のせいで柊夜に怪我をさせてしまったなんて、怖くて苦しくて体が震えてしまう。

「ど、ど……どうして……飛び出して……ぼ、僕のせいじゃないからな！　と、飛び出してくるから……あ、あんたが悪いんだから……切るつもりなんか……」

　自分で切りつけておきながらナギはひどく動揺し、手をブルブルと震わせて棒のように立ちすくんでいる。

「…………大丈夫、俺は大丈夫だよ。着物が切れただけだから。五條さんは？」

　体を起こした柊夜が心配そうに胡桃を見つめてから抱き起こしてくれた。

「アホ！　アホアホ!!　人の心配してる場合ちゃう!!　あたしなんか庇かばって……！　ちがう、ちがう！　そうじゃなくて……」

　ヒックヒックとしゃくりあげながら、胡桃は言葉を喉のどの奥から押し出した。

「ごめ……ごめんなさい！　うっ、ううっ。柊夜が怪我して……あたしのせいで柊夜が怪我を──うっ、ごめんなさい、ごめんなさい！」

「違う、俺が巻き込んだんだ。だから謝らないで五條さん」

「ううっ、傷の……傷の手当てを……見せて」

「怪我はしていないよ。心配しないで」

　子供のようにしゃくりあげる胡桃の、頰の涙を親指で優しく拭ふいてから、背中を向けて柊夜は苦笑する。
















「ね、切れていないだろ？　着物だけだから」

　切られてぱっくりと開いた着物の中の柊夜の肌に走る傷はなく、いくらかホッとした胡桃は、ふと柊夜の背にあるものに気がついた。

　右肩の少し下、肩けん胛こう骨こつの上に薄赤い痣あざがある。

　それはまるで椿つばきの花のような形をした綺麗な痣。

　艶やかな柊夜に似合いの花の形の痣は、彼の魅み力りよくを引き立たせるための入れ墨ずみのようにも見える。隠してしまうのがもったいないほど。

　手を伸ばしかけて、また気がつく。

（腕、縛られてたんや！）

「今こそ彼にとどめを刺すのですよ！」

　親とはぐれた迷子のように、戸惑いを露にしながら突っ立っているナギの背後から、春日が強い口調で叫んだ。

　その力強い声でナギは困惑の中から戻ったのか、顔を上げて柊夜を睨み下ろした。

「そ、そうだった。僕はあんたを痛めつけようと思ってたんだ」

「そうです、ほら、早くとどめを」

　春日がナギに歩み寄るや肩を抱き、意識を操るように柊夜を指さした。

　片膝を立てた柊夜が胡桃を背に庇い、身構える。

　さあ、ともう一度促うながされたナギが柊夜に向かってナイフを構えたまま、足を踏み出した。

「もう、やめて───っ！」

　胡桃は柊夜の背中から飛び出し、ナギに向かって叫びながら突進した。

　これ以上、柊夜を傷つけて欲しくない。

　ただその一心だけで胡桃は飛び出した。

　迫り来る気迫にビックリしたのか、ナギの動きが一瞬揺らぎ、その隙すきを突いて胡桃は猛もう烈れつに体当たりをかます。

　小柄なナギは胡桃の闘とう牛ぎゆうばりの激突に吹き飛ばされて後方に転がったが、手を縛られたままの胡桃もバランスを崩してゴロゴロと転がった。

「痛っ──！　口の中、切れた」

　ナギの整った唇の端から血が伝う。「おまえ！」とナギの隣に立っていた春日が転がる胡桃へ足を振り上げた。

　目を閉じる間もなかった。

　磨みがかれた黒の革かわ靴ぐつが迫る。

　しかし、ガツッ、と春日の足は何ものかに阻まれ、胡桃にまで彼の足が届くことはなかった。

　ハッとして顔を上げると、片膝をついた柊夜が左手で春日の足首をつかんで、彼を強く睨み付けていた。

「彼女に手を出すのは許さない。この俺の全てを以もつておまえたちを排はい除じよする」

　低い声音。

　色で表せば『黒』。感情ならば『怒り』。

　真っ青に凍こおり付きそうな氷の炎を宿やどす声。

　春日の足から手を放し、ゆっくりと立ち上がった柊夜は懐ふところから小さな壺つぼを取り出した。

「おまえたち、出ておいで」

　蓋を開けながら声をかけると、小さな壺の中から「ギュイギュイ」と妙な声が響いた。

　次の瞬間、壺の中から黒いモノが溢れ出し、柊夜の足元で形を変える。

　それはあやかしたち。「雑ざ魚こ」と銀太に呼ばれていた小さなあやかしたちだ。

　壺からわらわらと湧き出すあやかしたちは、柊夜の足元にまとわりつく。犬猫やネズミのようなもの、一つ目に三つ目、とかげに魚に何か全然わからないものまで、ギュイギュイと騒ぎながら柊夜の足元を囲んでいる。

　見慣れた光景に胡桃は心なしかホッとしたが、ナギは言葉をしばらく失ってから唇を震わせた。

「なぜ……？　なぜあやかしが入り込んでいるんだ。僕の結界は破られていないのに。どうしてあやかしが入ってきている！」

「そうだな、おまえの張った結界は強固で易々とは破れない。まだ充分に有効だ」

「そうだ！　僕の呪術はあんたなんかよりずっと上だ！　結界だって破られていないのに、どうしてあやかしが入ってきているんだよ？　どういうこと？」

「この壺は封印に使うものだけれど、呼び出すことにも使えるんだ。おまえたち、頼んでもいいか？」

　どんどん集まり始めるあやかしたちへ柊夜が顔を向けると、「ギュイッ」と喜びの声を上げる。あやかしたちの中心に佇たたずむ柊夜は豪ごう奢しやな一輪の花のように艶あでやかだった。

「あ……あ……なぜ……」

　動揺するナギを柊夜がキッと睨み付けると、足元のあやかしたちが同じようにキッとナギを睨む。

「バカな！　あやかしが……同調している？　そんなバカな！」

「さあ、おまえたち、銀太を頼む」

　柊夜の命にあやかしたちが一いつ斉せいに「ギュイィィィ」と嬉しそうな声を上げながら銀太の入っているガラス瓶へと駆け出した。

　その光景にナギが身を引く。

　怯おびえているのか、気力が削そがれたのか、ナギの手にあるナイフの光が鈍る。呪術で作られた凶器は、気力によって力の増減があるのかもしれない。

「こ、この僕の結界に……あやかしが……。そんな……そんなことが……」

　今にも元の紙切れに戻りそうな気配のナイフを握りしめているナギに、春日が鋭く告げた。

「こんなあやかしに心を揺らされますな！　あの娘を狙ねらうのです！」

　言い切った時、ガラスが砕くだける小さな音がした。

　ナギの隣に立っていた春日が突然、後方へと転がった。

「な……っ！」

　驚くナギのすぐ背後で、場違いな明るい声が響く。

「おう、やっと出られた！　あいつらに感謝だな。さあ、おいらの出番が来たぞ！」

「銀太！」

　振り返った視線の先で、人の姿になった超絶イケメン（耳、尻尾しつぽつき）銀太がニヤリと笑いながらグッと親指を立てて見せた。

　あやかしたちの群むれが銀太の入った瓶を壊こわし、彼を助け出したようだ。

「胡桃、待たせたな。こっからはおいらが守るからな」

　明るい笑顔を見せた後、ろうそくの火を吹き消すように笑いを消した銀太の眼差しが獲物を狙う獣けものらしい鋭さを帯びる。

「おまえを傷つけたヤツは、おいらがギッタギタのメッタメタのぐっちゃぐちゃにしてやっからな」

「ぐっちゃぐちゃはアカンやん！」

　どんな場面でも突っ込んでしまうのは関西人の悲しい習性か、胡桃の性さがか。

　え～、と口を尖らせてから銀太は提案をした。

「じゃあ、ペッタペタはどうだ？」

「ペッタペタって、シールにでもする気か？」

「いや、ぺちゃんこだ。ペラペラのペッタペタだ」

「……うん、それもアカンな」

　うう、と呻うめきを上げて転がっていた春日が立ち上がる。

　妖よう狐この銀太に殴なぐられて、それでもすぐに立ち上がれるとは、彼は相当強きよう靱じんな体の持ち主だろう。起き上がった春日に気がついた柊夜が銀太に命じた。

「銀太は後ろの人を！」

「任せろ。で、バキバキでいいか？」

「いや……バキバキは、ちょっとまずい。一応、神しん使しなんだから、人は殺すなよ？」

「わかってらい！　今までの分、たっぷりお返ししてやるだけだ！」

　邪気を込めた笑顔を浮かべると、銀太はピョンと跳ねて春日の前に着地する。

　驚いたことに、スーツ姿の彼も呪術使いのようで、背広の内ポケットから細長い紙を取り出した。

「おっ？　呪術か？」

　銀太へと投げつけられた紙が途中で鋭い刃に変わり、銀太の三本に分かれているふさふさの尻尾の先を掠かすめた。

「わあああ、おいらの自じ慢まんの尻尾に何をしてくれやがんだよ！　尻尾は怪我したら、めっちゃ痛いんだからな。気をつけろ！」

　尻尾三本を大事そうに抱えた銀太が毛先を撫なでている。

（そうなんや、尻尾って痛いんや……って、そんなん感心してる場合ちゃう！）

　気力を削がれたのか呆然としているナギへ、春日は銀太を攻撃しながら叫んだ。

「ナギ様！　心を揺らされますな。あなたが正統な跡取りになられるためのこれは試練です！」

　叫ぶと同時に春日は銀太に蹴り飛ばされ、呻きながら倒れた。

「ナギ……だって？」

　春日の放った言葉に柊夜の瞳が細められ、じっとナギを見み据すえる。

　それはほんの少しの空白。

　柊夜がナギを見つめていたのは、本当に少しの時間だった。

「もしかして……梛なぎ……なのか？」

　柊夜の問いかけに、ナギは拳を握りしめるや顔をくしゃりと悔くやしそうに歪ゆがませた。

「今頃……ようやく気がついたの？　さすがだね。そこまで薄情だなんて、さすがだよ────兄さん」

　え、と胡桃はナギを見み遣やる。

（今、『兄さん』って言うた？）

　ナギは怒りを込めた目で柊夜を睨む。まだまだ幼さを感じさせる瞳は怒りに満ちている。

　綺麗な黒髪、華きや奢しやな肢し体たい、薄い唇、目め尻じりの秀しゆう麗れいさ。

　確かに柊夜と似ているし、初めて会った時から、似ていると感じていたけれど……。

　まさか兄きよう弟だいとは思いもしなかった。

　どこか浮うき世よ離ばなれしている柊夜に、兄弟がいることに思い至らなかった。

　愕がく然ぜんとしている柊夜の反応に満足したのか、ナギは声を上げて笑う。

「あははは、驚いた？　十年も会ってないんだ、僕のことわからなかったんだね。まあ僕もあの時はまだ四歳だったから兄さんの記憶なんておぼろだけど」

　一度大きく息を吸い込んだナギは、一転、憎々しげにまくしたてた。

「あんたはどうせこの十年間、月瀬の家のことなんか思い出しもしなかったんだろう？　あんたが出て行ってからどんな思いで僕が過ごしてきたかわかる？　わかるわけないよね？　今更そんなヤツのことを『兄さん』なんて呼ぶのは反へ吐どがでそうだ。なんて呼べばいい？　ああ、似合いの呼び方があったね」




　──『母親殺し』。




　それがいいよね、とナギが言葉を投げ捨てた。

　柊夜の動きが全て止まる。

　ピンと張り詰めた空気は息をすることも制限されているようで、胡桃は息を止める。

（……母親殺し？　どういう意味？）

　何かのたとえか暗号か、兄弟の間だけに通じる特別な言葉かもしれないけれど、不ふ穏おんな単語に胡桃は何も言えなくなる。

　十年もお互いに会っていない兄弟は、今、向きあいながら緊張感を孕はらむ。

　ふふふ、と忍び笑いをするナギには悪意が満ちていた。相手が傷つくことを承知の上で、わざと投げつけた言葉。

　動きを止めていた柊夜が、やがて肩を落とした。

　足元のあやかしたちが柊夜の心配をしたのか「ギャッ」と小さく鳴く。

「……梛、そのことは」

「知ってるよ。あんたの背中にあやかしの刻印があること。それって、人から外れてるってことだよね？　だからその力で母さんを殺しても平気だったんでしょ？」

　あやかしの刻印？

　さっき見た不思議な薄赤い痣。綺麗な椿の花に見えたあの痣のことだろうか。柊夜は左手を右肩に乗せる。

「母さんを弱らせた挙げ句に殺して月瀬の家を捨てて出て行ったんだろう？　十年も音おと沙さ汰たなかったくせに、今更跡取りを狙っているなんて、そんな汚けがらわしいあんたが心底許せないんだよ！」

「母さんのことは……言い訳はない。でも跡取りのことは誤解だ。俺は決して月瀬の家に戻るつもりはない。跡取りは梛だけだ」

「はは、綺麗事を言うの？　春日から聞いたんだから。月瀬の跡取りになるために、父さんと黒椿屋で会っているって。あんたはそうやって僕から大事なものをなんでも奪うんだ。母さんだって、月瀬の家だって！　あんたの存在が目め障ざわりで仕方がないんだよ！」

　──だから消えてくれる？

　意味を知らずに言っているのかと思うほど、ナギは平然と告げた。

　言葉は刃で、立派な凶器だ。

　時に鋭えい利りな刃物よりも深く大きな傷を負わせる、最強の凶器となる。

　柊夜は顔色を失って立ちすくんでいる。きっと胸の内側をざっくりと深く突き刺されたような痛みを抱いているのだろう。

（柊夜がお母さんを殺すやなんて……そんなはずない。どういうこと？　なんか訳があるはずや）

　初めて二人で夜道を歩いた日、胡桃が転んで手を擦すりむいただけで、柊夜は重大な過失をしたように悔くやんでいた。

　自分のせいで怪我をさせてしまったと、とても苦しんでいた。

　胡桃に対してだけじゃない。柊夜がいつだって人を寄せ付けずに一人で過ごすことを選んできたのは、誰かに悪影響を及ぼして傷つけることがないようにするため。

　いつも自分のせいで人が傷つくことを恐れている柊夜が、母親を殺すなんて、そんなことありえない。もし本当だとしても、何か深い訳があるはずだと、胡桃はナギの言葉が信じられずにいた。

　やがて「わかった」と静かに柊夜が目を閉じた。

「梛の好きにしていい。俺を消したいと思うなら、そうしてくれていい」

　緊迫した気が満ちる中で、胡桃は息を止めている。ドクンドクンと不快な拍はく動どうが体をむしばみ瞬まばたきさえ止めてしまう。

　柊夜の周りに集まるあやかしたちが心配そうに柊夜を見上げた。

「梛、気のすむようにしていいから、どうか彼女にだけは手を出さないでくれ」

「バカみたい。こんな人を庇かばうなんて、愚おろかしいと思わないの？　軽薄で中身のない女だと思わないの？」

「俺のせいで傷つく人がいることが……それが一番怖い」

　重たそうに瞼まぶたを持ち上げた柊夜の瞳の中に迷いはないように見えた。

　風一つない日の凪ないだ水みな面ものような平へい坦たんな瞳だった。

「俺が消えてしまえば、もう誰も傷つけずにすむ。そう思えばいっそ気楽だ。梛の心が平安になるなら、それこそ本ほん望もうだ」

「な……何それ、自じ己こ犠ぎ牲せい？」

　覚悟を決めた柊夜には一種の凄すごみがある。迷いのない目には力がある。無意識の圧力にナギがわずかにたじろいだ。

　柊夜の言葉が胡桃の心を締め付ける。

　月瀬柊夜という人は、どれほどの痛みを重ねてきたのだろう。

　人を傷つけることを恐れる柊夜は、きっとナギが自分のせいで憎しみを抱いてしまっていることにも責任を感じて苦しんでいるのだろう。

　柊夜の痛みを共感できるはずもないのに、胡桃は胸が詰まり涙がせり上がる。

「あんたには月瀬家の誇ほこりはないの？　闘たたかってやろうって思わないわけ？」

「月瀬家の人間だなんて思っていないし、そう名乗る資格もない」

　情なさけないな、とナギは吐はき出した。

「そんな惨みじめったらしい人が僕の兄さんだなんて、僕の誇りが許さない。あんたの存在なんて全部消してあげるから、覚悟しなよ」

　胸ポケットから取り出した新しい白い紙をビリビリとちぎり、ふわりと空中に撒まいてからナギが呪文を唱える。




「刃となり飛べ！」




　ひらひらと舞っていた紙切れが急に意志を持ったようにピタリと空中で停止し、素早い動きで柊夜へと襲いかかった。

「「柊夜！」」

　胡桃が起き上がるのと銀太が飛び出すのは同時だった。

　紙でできた刃が空中で燃え尽きる。

　銀太が柊夜の前に立ちはだかり『狐きつね火び』を放ち、焼き尽くしたのだ。

「おまえ！　柊夜に手ぇ出したらこのおいらが許さねえ！」

　威い嚇かくする銀太の目は独特の獣の瞳。鋭く光る。

　足元のあやかしたちも「キイィィィ！」とナギを威嚇する。

　愛いとしの柊夜さまをお守りするのよ！　と息巻いているようだ。

「銀太、手出しするんじゃない。おまえたちも大人しくしていろ」

　柊夜に注意されたあやかしたちがシュンとする。

「いやだ、おいらは柊夜を傷つけるやつは許さねえ！　いくら柊夜の命令でも聞かねえ」

「今だけ退どいてくれ、わかるな、銀太」

　落ち着いた言い方に、何か特別なものを感じ取ったのか、銀太は眉を下げて戸惑う。

　でもよう、と言い淀よどむ銀太に柊夜は少し憂うれいを帯びた笑いを見せた。

「いいんだ、銀太。俺は月瀬にとって邪魔な人間なんだ。必要ないんだ」

　その言葉に胡桃は胸を締め付けられた。

　──わかるよ、柊夜……その痛み。

　この世界から一人邪魔者になる気持ちを、胡桃も知っていた。

　分厚い仮面を被っていなければ、生身のままでは息もできないほど、自分の存在を見失ってしまうことを充分に知っている。だから柊夜の痛みが、胡桃の痛みとなって胸を締め付ける。

　痛みと苦しみから、いっそ解き放たれたいと願う気持ちが柊夜の中にあることも理解する。

（でも……！）

「そんなん、あか──ん！」

　胡桃は叫びながら柊夜に突進した。

　想定外の体当りに柊夜がバランスを崩し、胡桃と一緒に床に転がる。

「五條さ──」

「柊夜、そんな諦めるようなこと、言うたらアカン！」

　まさか胡桃が助けに来ている柊夜に突撃するとは予想もしていなかったのだろう。銀太もナギも春日も啞然として、ただ二人を見ていた。が、いち早く我に返った春日が鋭くナギに叫んだ。

「ナギ様、今が好機です！　月瀬家にはあなた一人でいいのです！　今こそ、この不ふ穏おん分ぶん子しである柊夜様を消す絶好の機会ではないですか──ぐうっ！」

　すぐさま銀太が跳ね、春日を蹴飛ばし床に転がして黙だまらせた。

　けれど投げられた言葉は戻ることなどなく、柊夜を打ちのめす。

『不穏分子』

　その言葉に痛みを抱いたのは、柊夜も胡桃も同じだろう。

　胡桃の中に横たわる過去の痛みに胸が押し潰つぶされそうになる。

（でも今はそんなん構ってる場合ちゃうねん！）

　自分のことなんかより、柊夜の心を傷つけられるのが堪たまらなく怖かった。

「お願い、もうやめて！　柊夜に手を出さんといて！」

　起き上がった胡桃は、背中に柊夜を庇いながらナギに向けて叫んだ。

「柊夜が十年間、一人で過ごした時間をナギ君は知らんのやろ？　柊夜だってナギ君が過ごしてきた時間を知らんはずやねん。勝手に憎しみを募らせんと、お互いにちゃんと相手を見て、知って、それから判断したらどうなんよ」

「なんなの、あんた。いくら彼女でも、僕と兄さんのことに割り込んでくるなよ。どうやって過ごしてきたかなんて知りたいとも思わないね。彼女まで作って高校生活を謳おう歌かしているってことを知って余計にムカついたよ！」

「いや、だから彼女ちゃう──」

　言いかけたが、食い気味にナギが続けたので胡桃の否定の言葉は宙に浮く。

「あんたが兄さんのことをどれほど詳くわしく知っているかなんて僕には関係ない。自慢しないで欲しいね」

「あ、いや、そう言われると、あたしも全然詳しくは知らんねん。しゃべったんもほんの一カ月ほど前が初めてやったし」

「はあ？　なんだよ、それでよく口出ししてきたよね。厚かましいというか、弁わきまえてないというか、尊敬するね、その積極性。バカな人はある意味羨うらやましいよ」

「尊敬してもらうやなんて、そんなん照れるやん。あたしが羨ましいやなんて」

「何、この人！　嫌いや味みも通じないの？　しかもさっきから言葉がおかしいんだけど！　なんで関西弁になってんの？　お嬢様って事前に情報を聞いてたけど全然違うじゃん。さっきも一瞬おばさんになってたよね？」

　どこの事前情報かは知らないが、ナギは胡桃の外面を信じていたようだ。

　そんなこと今はどうでもいいと、胡桃は祈るように告げる。

「とにかく柊夜のことをもっと知ってよ。最初から否定するなんて、せっかく血のつながった兄弟で、すごくもったいない。柊夜の過ごしてきた十年と、ナギ君の過ごしてきた十年の、お互いの空白を知る必要があると思うねん。ナギ君が苦しんだ時間は、柊夜も同じように苦しんで来たはずや」

「苦しむ？　兄さんが？　そんなわけないだろう」

「じゃあなんで柊夜が自分が消えることをすぐに受け入れたと思うん？　そんなん、なんとも思ってない人が、ほいほいと受け入れたりせえへんって考えられへんの？」

「そんなの……そんなはずない。僕たちから一人で逃げた兄さんが苦しむなんてありえない」

　ナギが胡桃の言葉にうつむいた。

　相手が過ごしてきた時間のことを今まで考えたこともなかっただろうナギは、胡桃の言葉に戸惑っているように見えた。

　静かになった空間。沈ちん黙もくが重たく落ちる。

　二人の応おう酬しゆうを黙って聞いていた柊夜だが、「五條さん」と呼びかけ、振り返った胡桃に静かに首を横に振った。

　──いいんだ、と。

　そう言っている柊夜の態度に胡桃は眉を下げた。

　柊夜はもう諦めている。

　そのことが彼の色のない凪いだ瞳から伝わってきて、胡桃は心に針はりを刺されたような鋭い痛みを感じた。




　それは──唐とう突とつに起きた。




　突然、空が割れたかと思うほどの衝しよう撃げきと共に大きな破は裂れつ音おんが広がった。

　風船が割れたような、ガラスが弾け飛んだような、激しい衝撃音。

　音と同時に周囲に満ちていた青白い光が消え、眩まぶしい人工の光が一瞬で辺りに広がった。




　どうやらここは何かの倉庫のようだ。

　広い空間に明るい照明に鉄製の扉とびら。そして灰色のコンクリートの床。結界で隠されていた全ぜん貌ぼうが露あらわになる。

「まさか、結界が壊された!?」

　ナギが焦りの声を上げ、柊夜も突然のことに驚いている。

「そんなはずは……か、春日！　これはどういうことだ？」

　春日は銀太によってのされてしまっており、ナギは返事をもらえなかったが、返事の代わりに重そうな鉄製の扉がガラリと開かれた。

「あああ！　見つけた。柊夜、胡桃ちゃん！」

　駆け込んできたのは、咲さき畑はた優ゆう樹きだった。

　予想しない客の登場に、胡桃も柊夜も何も言えずに啞あ然ぜんとして咲畑を見つめる。

　続いてすぐ後ろから「優樹、先に行き過ぎ、追いつけないじゃん」と息を切らしながら泉いずみ花か梨りんも駆け込んできた。

「か、花梨ちゃん？」

　思わず名前を呼んだ胡桃に視線を移した花梨が「いやぁぁぁあ！」と叫んだ。

「なんで胡桃ちゃんが縛られてるのよ！　優樹、さっさと助けなさいよ！」

「うお、お、おお」

　咲畑が駆け寄って胡桃を助けてくれている間に、花梨は腕を組んでナギを睨み付けた。

「月瀬の弟！　私の胡桃ちゃんを巻き込んだことを反省しなさい！」

（私のって……いや、突っ込むとこはそこじゃない！　なんで花梨ちゃんが柊夜とナギ君が兄弟って知ってんの!?）

「月瀬、あんたも！　なんで胡桃ちゃんが縛られたままなのを放っておくのよ、バカ！」

　しかも柊夜までとばっちりが！　と思ったが、咲畑が庇ってくれた。

「待てよ花梨、柊夜は巻き込まれたんじゃねえの？　胡桃ちゃんを捜してたんだしさ」

「四の五の言い訳はいいのよ、言い訳は」

「言い訳じゃねえだろうが。すぐに花梨は突っ走るから。なあ、柊夜」

　突然の展開に付いていけず啞然としている空気の中で、花梨と咲畑は気にも留めず普通に会話を進める。咲畑に至っては、着物姿、怪我を負っている柊夜に驚くこともなく「なあ」と馴なれ馴なれしそうに柊夜の肩に手をかける。

　途端に「キキキキ────！」と耳をつんざくほどの悲鳴が響いた。

「な、なに？　なんの騒ぎ？」

　思わず胡桃は耳を塞ふさぐ。

　それは柊夜の周りにいたあやかしたちが上げた悲鳴。

　何かに怯えたように、一斉に柊夜によじ登り、我先にと開いた懐に入り込んでいく。

　入りきれずに溢れかえってコロンコロンと転がり落ちるあやかしもいて、完全に柊夜の懐は定員オーバーだ。

「ちょ……おまえたち、どうした!?」

　怯えているように見えて、この隙にとやけにベタベタと柊夜に触る不ふ埒らちなあやかしもいる。あやかしに囲まれることはあっても、こんな状況になったことのない柊夜も戸惑うばかりで呆然としている。

　そんな柊夜の隣で咲畑が一言叫んだ。

「傷ついた！　いくらあやかしでも、この差は傷ついた。避け過ぎだろ、おまえらぁ！」

（あやかしが……見えてるん？）

　咲畑の言葉に、胡桃は目を丸くした。
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　ずっと後ろ手に縛しばられていた手の痺しびれは徐々に引いてきている。

　春日かすがは銀ぎん太たにのされて気を失ったまま、どこからか取り出した長い紐ひもでぐるぐる巻きにされて、大きなイモムシのように転がされているし、ナギは咲さき畑はたに後ろ手に両手を押さえられ、まるで刑事ドラマの犯罪者確保のワンシーンのようになっていた。

「花か梨りんちゃんもチャラ……咲畑君も、どうしてここに？」

　ついチャラ男と言いかけてすぐに言い直す。

　騒そう動どうが終わった安あん堵どから気が抜けてしまい、裏の顔が出てしまいそうになった胡桃くるみに、花梨はこともなげに言った。

「月つき瀬せから胡桃ちゃんを捜しているって聞いて、私も形かた代しろを飛ばして捜していたのよ」

「捜してくれていたのですね。迷めい惑わくをかけてしまってごめんなさ……ん？　え、あれ？　形代って……ええ？　どういうこと？」

「あら、月瀬から聞いてないの？　私は呪じゆ術じゆつ四し家けの一つ、泉いずみ家けの長女よ。呪術は大してできないんだけどね。だから月瀬のことも前から知ってたよ」

　ええっ、と驚おどろきの声を上げたのは柊しゆう夜やの方だった。

「い、泉さん……そっか、泉。ああ、そうだったんだ。泉家の」

　柊夜は全く知らなかったようで、意外な花梨の素す性じように驚きを隠かくせないでいる。

「だから学校に胡桃ちゃんを迎えに来てた子を見た時、あれ？　もしかして月瀬家の子？　と思ってたの。それでもしかしたら待ち合わせていたのは月瀬弟かもしれないって、直感が働はたらいて。月瀬の家に訪たずねたら弟君は外出中だし、怪あやしいと思って形代で捜していたのよ」

　呪術を行うには素質と訓くん練れんの両方が必要だそうで、花梨自身、人捜しの呪術はまだ修業中で、形代で人捜しをするには警察犬よろしく相手の持ち物の匂においが必要になるらしい。

「で、月瀬家で借りてきました」

　花梨は借りてきたものをポケットから取り出した。

　全員が、なんでそれを、と思ったことだろう。

　借りてきたのは、可か愛わいらしいクマのぬいぐるみ。それも相当薄うす汚よごれて所々綻ほころびができている。大きさは違うが、デザインと色がなんとなく銀太に似ていた。
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「な、なんでそれを!!」

　ナギが焦あせって叫ぶと、花梨はふふふと笑った。

「一番大事な物を貸してくれませんかって頼んだら、おぼっちゃまが大事にしているのはこれですって、年配のお手伝いさんがあっさり出してきてくれたわよ」

「……和かず江えさん」とこぼすナギはがっくりと落ち込んだ。

　しかしすぐにキッと顔を上げると、花梨を睨にらみ付けて咲畑の手から逃のがれようともがいた。

「泉家って言ったよな？　あんたが僕の結けつ界かいを破ったって、そんなはずはないだろう？　四家の当主以外なら、今は僕が最強のはずなんだ。泉家如ごときに月瀬の術が破られるはずなんかない。しかも形代に匂いをたどらせる程度のことしかできない人に僕が遅れをとるわけがないんだ。呪術なら月瀬の方がずっと格上だ！」

　ナギの喚わめきを「ああ結界ね」と軽く流した花梨が、ナギの後ろにいる咲畑へと視線を投げた。

「それは、あいつのせいね」

　クイと顎あごを上げて咲畑を指し示す。

　ご指名を受けたとばかりに咲畑が片手で前髪を搔かき上げながら笑った。いかにもチャラそうに。

「ああ、ごめんごめん。結界ってやつ？　壊したの俺だわ」

　あはは、と笑うあたり、ごめんだなど欠片かけらも思っていないはず。その軽い調子のままでもう一度、悪いな、と続ける。

「マジ悪かったな。俺、自分ではよくわかんねえんだけど、特異体質とかってやつらしいんだわ。呪術とか霊れい障しようとか、そういうの、マジ一いつ切さい寄せ付けないらしくてさ。マジよくわからねえけど、ほら、あやかしだって俺から逃げまわって近づきもしない。マジで」

　マジが多いなあ、とそこにいた誰もが思ったが、話が予想外過ぎて突っ込む人はいなかった。

　咲畑はナギの近くに寄ってきているあやかしの方へとわざと足を一歩踏ふみ出してみせる。すぐに「キイイ」と悲ひ鳴めいを上げながら、あやかしたちはアワアワと逃げ出した。

　ネズミらしきものは素早く、犬やら猫っぽいものは耳を下げて怖がりながら、魚のようなものはびちびちと死しに物もの狂ぐるいで体をくねらせながら逃げ出す。必死に逃げて、目指す先は当然柊夜だ。

「だからいくらあやかしでも傷つくわ！　おまえら逃げんな。なんで柊夜んとこばっかに行くんだよ！」

　あやかし相手にムキになる咲畑をナギは鼻で笑う。

「はっ、そんなことか。僕の呪術より上のヤツなどいないから、そういうズルをしたんだな。そうなんだろう」

「ズルってなんだよ。別にズルかないだろう？　体質なんだから」

「はん、この僕に対抗できないから、そんな卑ひ怯きようなマネをしたんだろう。って、おい、どうして僕の手を縛るんだ！」

　銀太から紐を受け取った咲畑がクルクルとナギの手首を当然のように縛り始める。

「え、だっておまえ暴れるから」

「ふん、そんなに僕が怖いんだな。まあ僕が本気を出せば、四家のご当主でも太た刀ち打うちできるかどうかだろうし、君たちが恐れるのも仕方ないよね。呪術家の覇は者しやとなるべくして生まれた僕の秘めた力が怖いんだろう？　この眠れる獅し子しを恐れ敬うやまいたくなるのも、まあ仕方のないことか」

　完全に捕らえられたウサギのような状態になりながらも自信満々の態度を崩くずさないナギに、咲畑は温かい目をした。

「中二病か……」

「中二ね」

　すぐに反応した花梨にナギは叫んだ。

「失礼だな！　僕は中三だ！」

　すぐに咲畑がうんうんと頷うなずく。

「うん、本物の中学生は最強だな」

「そうだぞ、僕の本当の力はこんなものじゃないんだ！　いつか僕の本気を見せてやる。その時は跪ひざまずいて僕に平ひれ伏ふせばいい！」

　そんなナギを見る咲畑の目はますます温かいものになった。

「そういえば、あの妖よう狐こは俺から逃げないけど、よほど妖力が強いのか？」

　咲畑の問いかけに銀太は顔を歪ゆがめてくわっと口を開く。

　鋭するどいけれど、どこか愛あい嬌きようのある牙きばが口元から覗のぞいた。

「ああん？　おいらをそこいらの妖狐と一緒にするんじゃねえよ。おいらは神しん使しだぜ？　ほら、見てみろ、三尾なんだ。おいら、スゲーんだからな」

　ふんふんと鼻息を荒げながら、自じ慢まんげに後ろを向いて尻尾しつぽを見せつける銀太に花梨が不思議そうに聞いた。

「神使ならお社やしろとか守るんじゃないの？　一人の人間と一緒にずっといていいの？　よく知らないけれど、神使は人間が使し役えきするものじゃないよね？」

　神使が何かを知らない胡桃にとって、銀太がここにいることになんの違い和わ感かんもないけれど、花梨にとっては意外なことだったらしい。

「そら、まあ、いずれは社とかも守るだろうけどよ、今はまだいいんだよ、今は」

　どことなく歯切れの悪い言い方をしてから銀太はプイッと横を向いた。

　そんなやり取りを聞きながら柊夜は首を傾かしげる。

「……そうか。だからあの時、あやかしがあの女の子から逃げ出したのか。咲畑君が触れたから。それにしても、あやかしを寄せ付けない特異体質のことは噂うわさで聞いたことがあったけど、どうして咲畑君が？」

　柊夜の疑問には、いつもと変わらないマイペースな話し方で花梨が答えた。

「それは優ゆう樹きが私のいとこだからね」

「「えええ！」」

　胡桃と柊夜の驚きが重なる。

（い、いとこ？　そんなそぶり、全然なかったのに！）

　学校で見かける花梨と咲畑は、なんの接点もない過ごし方をしている。

　花梨は男子と話すこともほとんどなく、坦たん々たんと何事にも動じず過ごすタイプ。

　咲畑は咲畑で女子に声をかけまくっている軽い男子。

　どちらかといえば、花梨は咲畑のようなタイプの男子を嫌けん悪おしているのかと思っていたのに。

「どうやら泉の家系には、時々そんな体質の子供が生まれるらしいのよ。うちの親なんて優樹を取り込みたくて必死よ。ほら、何かと便利でしょう？　だから同じ中学、同じ高校、その上、高校を出たらこいつと結婚させられちゃう予定なのよ？　まあ、私が初の女当主となるためには、それも戦略の一つだからいいんだけどね」

　衣装の採さい寸すんの時には散さん々ざんな言い方で咲畑に接していたけれど、今の話し方だと、花梨自身、彼のことを嫌いではないように聞こえる。

　今時、家の都合で結婚相手まで決められている人が実在するのかと、胡桃はただただ驚いたけれど、花梨自身、それを苦にしていないようでサバサバとしていた。

　そこには親の決めたことに対する不満がないことを感じ取る。家が好きだからこそ、家を継ぐことも家の意向に沿うことも迷いがないのだろう。

　さあ、と花梨は声音を変えるとポケットからカメラを取り出した。

「さあさあ、月瀬、写真を撮とらせてもらうわよ～」

「えええ、今から？　どうして？」

「ほら、さっきは路上だったじゃない？　迷めい惑わくがかかるからって一枚しか撮らなかったんだもん。ここなら撮り放題！」

　ニヤニヤと距離を縮ちぢめてくる花梨に戸と惑まどう柊夜がジリジリと後退する。

「撮り放題じゃないから。全力で断る」

「逃げてんじゃないわよ。甲か子し太た郎ろう様のコスプレをこのカメラの中に……って、いやああああ！」

　ムンクの『叫び』の絵と同じポーズをして急に叫んだ花梨に、追い詰められていた柊夜は過か剰じようなほどビクついた。

「な、何!?　泉さん？　俺に何か起きた？」

「なんで破れてるのよぉぉ！　せっかくの衣装が！　いやあああ！」

「いや、だからこれは衣装とかじゃなくて……」

　怯おびえる柊夜の声は小さい。

　ガクリと膝ひざをつき項うな垂だれて、しばし絶望に浸ひたっていた花梨だが、すぐに立ち上がりカメラを握にぎり直した。

「まあいいわ。とりあえず破れているところが入らないようにするから。今日はこのままで許すわ」

「待って泉さん。今日はって、次もないし、今もイヤだから！」

「あ、ほら、眼鏡めがねをちゃんとかけて、前まえ髪がみももっと流して。はいポーズ決める」

　拒否の言葉など花梨の耳には聞こえないらしい。

　花梨の手が、サラリと柊夜の前髪を搔き分け、眼鏡の位置を整える。

　戸惑う柊夜の頰ほおに手を当てて、顔を自分の方へと向けさせる。肩に触れる。

　柊夜に触れる花梨の手が、やけに意識の中に割り込んでくるから、胡桃は胸の前でキュッと両手を握りしめた。

（柊夜に、触れて欲しくない……）

　自分の心の声にハッとする。

　なぜそんなことを思ってしまったのか、自分でもびっくりする。

　カメラを向ける花梨が嬉うれしそうに柊夜を撮影する。

「月瀬、いいわ！　もうそれ最高!!」

　弾はずんだ花梨の声にも胸がざわめく。見たくないのに気になってしまう。

　口の中で砂を嚙かんでしまったようなざらつく不快が湧わき上がる。

　心の奥がモヤモヤするのはなぜなのか、自分の気持ちが理解できない。ただ花梨が柊夜に触れる度たびに、やめて、と言いたくて胸が疼うずく。

　少し離れて二人を見ていた胡桃は、いきなり背中から抱きしめられて息を吞のんだ。

　けれどそれが銀太だとすぐに気がついて力を抜く。

「胡桃……おいら、守ってやれなかった。ぜってえ傷一つつけさせねえって言ったのに……おいら、自分が情なさけねえよ」

　銀太が後こう悔かいを滲にじませて胡桃をそっと抱きしめる。

　相変わらず壊こわれものを扱あつかうような力加減で抱きしめてくれている。

　胡桃は回されている銀太の腕に手を載せた。

　緩ゆるく遠えん慮りよがちに回してくる銀太の腕が、胡桃の髪に顔をうずめる口元が、銀太の心を実直に伝えてくる。

　──守れなかったこと、深く後悔していると。

（優しいね、銀太は）

　誰かを思いやれる銀太の心に胡桃は泣きたくなる。

　人の気持ちはわからねえと言っていた銀太だけれど、人よりもよほど優しくて思いやりもある。あやかしだとか人間だとか、そんなことに関係なく、銀太が大好きだ。

　素直に人と接することができる銀太が羨うらやましい。

　自分もこんなに素直に誰とでも向きあえたのなら、もっと違う生き方があったのかもしれないと、銀太の腕のぬくもりの中で思う。

「銀太、捕つかまった時もずっと一緒にいてくれてたし、心強かった。一人やったら怖くてどうしようもなかった。ちゃんとあたしのこと、守ってくれてたよ。銀太、ありがとう」

「ほ、本当か！」

　クルンと勢いよく胡桃の体を反転させるや、今度はギュッと遠慮なく抱きしめてきた。

　三本に分かれたふわふわの尻尾がパタパタと大きく揺ゆれている。

「胡桃、おいら、ちゃんと役に立ってたんだな？」

「うん、銀太がいてくれたおかげで怖くなかった。銀太、すっごく助かったよ」

「そーか、そーか、参ったなぁ！　胡桃はおいらがいて助かったんだな！」

　嬉しそうにギュッと抱きついてくる銀太に胡桃も嬉しくなったが、すぐに銀太の肩を柊夜が押さえた。

「銀太、だからすぐに抱きつくな。何回言わせるんだ」

　さっきまで花梨の撮影の餌え食じきになっていた柊夜が、すぐ側そばにいて胡桃はドキリとする。

　花梨の方を見み遣やると、カメラを抱かかえたままポカンとこちらを見ていたが、やがて「ははん」と言いたそうな表情で頷くと、胡桃にとてもいい笑顔を見せた。

（な、なんや？　あの意味深な笑顔！　待って花梨ちゃん！）

　ドクンドクンと胸が妙みように波打つ。

　ニヤリと笑いを浮かべたまま花梨がこちらに歩み寄ってくる。

　イヤな予感がする胡桃だったが、花梨は言い合いをする柊夜と銀太の横まで来ると、いきなり銀太の襟えり元もとをグッとつかんだ。

「はい、妖狐君。こっちにいらっしゃいな」

「うお、ちょ、なんだおまえ！」

「いつまでも胡桃ちゃんにくっついてんじゃないわよ。それよりも片付けをしなさい。ほら、あそこガラスが飛び散ってて危ないでしょ」

　それは銀太が押し込められていたガラス瓶びんの破片。自分が割ったものだと納得したのか、銀太は「おう、わかった」と素直に花梨に引きずられて行くが、花梨の手にはカメラが握られている上に、銀太に向けている視線が熱い。

　今から銀太の撮影会が開かれそうだ。

　最後に花梨がニヤリともう一度笑ったのがすごくすごく気になったが、そこは見ないふりをした胡桃であった。




「五ご條じようさん、ごめん」

　銀太たちが離れて行ってから、柊夜は背中を壁かべにもたれかけさせながら座り込んだ。

　色々とありすぎて、きっと疲つかれ切ってしまったのだろう。

　謝しや罪ざいを言ったきり黙だまっている。

　胡桃もそっと膝をついて柊夜の前にしゃがんだ。

　何を考えているのかはわからないけれど、ナギたちから投げられた言葉は少なからず柊夜を傷つけているだろう。当事者でない胡桃でも、ナギの言葉は刃やいばのように突き刺さったのだから、柊夜は深い傷を負わされたかもしれない。

　胡桃は一度目を閉じてから、静かに言った。

「柊夜……怪け我がはない？」

　声をかけると軽く顔を上げたが、また静かにうつむく。

「……俺はとんだ疫やく病びよう神がみだな」

「柊夜……」

「母親を死なせ、弟を苦しませ、五條さんを危険に巻き込んで……。それに力だってどんどん強くなって……俺はとうに人間として生きる資格を失っているのかもしれない。誰にとっても邪じや魔ま者ものでしかないんだ」

　言えば傷つくとわかっていながら、自じ虐ぎやくの言葉を紡つむぎ続ける柊夜の頭を引き寄せるように胡桃はそっと抱きしめた。

　ビクリと柊夜の肩が揺れる。

「……柊夜、そんなこと言わんといて。自分を苦しめる言葉なんか、もう言わんといて」

　どんな経けい緯いがあったのか胡桃にはわからないけれど、母親の死やナギの苦しみに、柊夜が苦しんでいることだけはわかる。

　そして自分が家族から邪魔な存在だと思っている。

　それは胡桃自身も、よく知っている感情だった。

「あたしも……たぶん同じ。だから柊夜の痛みが少しはわかる。自分の居場所がないって……ほんまに存在を否定されたみたいに感じる。世界の中で宙ぶらりんになって自分だけが必要ないって思うの、すごくわかる」

　でも、と胡桃は体を起こして迷いない瞳で柊夜を見つめる。

「今、ここで生きてるのは、なんか意味があるんやと思う。ムダな人なんかいてないんやとあたしは思ってる。どんなに偉えらい人でも有名な人でも、その人がいなくても地球は回る。けど、一人でも欠けたらきっと大切な出会いとか運命とか、そんなんが全部狂うと思うねん。だから諦あきらめんといて欲しい」

　自分がいなくなればいいなんて、そんな諦めた言葉を言わないで欲しい。邪魔者だなんて、自分で決めつけないで欲しい。

　柊夜はきっと、自分のことが好きじゃないのだろう。

　だから消えてしまうことになんのためらいもなくて、存在することに痛みを感じている。

　どうか、と胡桃は願う。

　少なくともここに、柊夜といたいと思っている人がいることに気がついて欲しい。

「少なくとも、柊夜と出会えてあたしは色々と影響を受けたよ。力が強くても弱くても、どんな柊夜でもいい。いくら巻き込まれてもいいねん、柊夜がいるだけで、あたしはそれでいい」

「ご、五條さん……」

　瞳を戸惑いに揺らす柊夜に、自分の言葉が届いているのかわからない。

　うまい言葉が出てこないことがもどかしい。

　それでも胡桃は、精いっぱい伝える。

　柊夜のいない世界など、胡桃にとっては味気なくて色のない世界だと。もう知らない頃になんて戻れない。それをどうか知って欲しい。

「あたしは無関係やって、さっき柊夜も言ってたけど……」

　言いながらも、その時のことを思い出してじわりと涙が浮かびそうになる。

　はっきりと突きつけられた拒絶の痛みと、投げつけられた言葉に傷付けられた柊夜の心の痛みが、またまざまざとよみがえってきて胡桃は思わず鼻を啜すすり上げた。

「関係ないって言われたら、その通りやけど……それでもあたしは柊夜のことをいつだって想ってる。どんな時だって柊夜のことを考えていたい。一番近くにいたいって思ってる。柊夜と出会えて嬉しかった。もっと色んなことを柊夜と一緒に経験していきたい」

「……五條さん」

　視線を逸そらした柊夜がムッとした表情をする。

　ビクリとしてしまう。

　柊夜の小さな動きの全てに敏びん感かんに反応してしまう。

　どんなに見ないふりをしたって、聞こえないふりをしたって、自分で自分を止めることができない。

　その人を見ろと命じてくる。その声を聞けと背中を押される。その全てを知りたいと全身が震ふるえるほど願う。

　その時、唐とう突とつに気がついた。

　暗くら闇やみの中に、光が一気に射さし込んできたように、急に気がついた。

（そっか……あたし……）




　──柊夜が、好きなんだ。




　何よりも、誰よりも、柊夜が好き。

（そうか……そんな、ことやったんや。それがこの気持ちの答えやったんや……）

　たぶん、とても簡単な答えだったはずなのに、今まで気がつかなかったなんて。

　柊夜が顔を上げただけで、射い抜ぬくように見つめてきただけで、胡桃の胸はどうしようもなくドキドキする。

　もう隠すことも誤ご魔ま化かすこともできない。知らなかったふりもできない。

　気がついてしまえば、忘れることもできない。

　初めて感じる気持ち。温かく、苦しく、嬉しく、悲しく、気持ちはひとところに留まることなく揺れては、体の奥から乱みだされる。

　怒ったような眼まな差ざしに胡桃は眉まゆを下げる。小さく吐はいた柊夜の溜ため息いきにも心が揺れる。

「五條さんはさ、どういうつもりでそんなことを言うの？　そんな不用意な言葉が、どんな影響を与えるのか考えてないでしょ」

「ご、ごめんなさい」

（なんかめっちゃ怒おこってる？　や、やっぱり遠慮なさ過ぎたんや）

　柊夜の態度におろおろとうろたえてしまう。柊夜の反応が怖い。

「ごめんって何？　さっきの言葉はウソってこと？」

「ちがう、ウソなんか言わへんけど……でも柊夜が怒ってるから……」

「ウソじゃないの？」

「も、もちろん、ウソちゃうよ」

「ウソじゃないなら……」

　プツリと黙り込んだ柊夜が、顔を背そむけて伏し目がちになりながら聞こえるか聞こえないかの声で言った。

「まるで……告白に聞こえた」

　照れたように顔を背けている柊夜は、耳まで真まっ赤かになっている。
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　──まさか。そんなはずはない。

　いつだって胡桃と距離を取ろうとする柊夜が、そんなはずが……。

　柊夜にとって胡桃は、勝手にまとわりついてくるあやかしと大差のないクラスメイトのはず。

　それに、柊夜にはフラれているのだから。

　絶句した胡桃に柊夜は瞼まぶたを閉じる。

「相手が誤解するような言い方は気をつけた方がいい。だいたい五條さんは前にもからかって告白してきた前科があるんだから」

「前科って……」

　確かに、あの時は女子の盛り上がる押せ押せムードに負けて、軽い気持ちで告白をしてしまった。そして見事にフラれて……盛大に逆さか恨うらみをした過去がある。

　前科と呼ばれても致し方ないだろう。

　シュンと項垂れた胡桃は、ボソリと謝りの言葉を告げる。

「あの時は……ごめんなさい。しかもめっちゃ逆恨みしてしもて……ううう、まさか呪いがほんまに発動するやなんて思わんくて。反省してます」

　胡桃は、まるで叱しかられた子犬のように萎しおれていた。

　もし銀太のように耳と尻尾があれば、悲しそうに下を向いていることだろう。

「でも、あの時かてノリは軽かったけど、面白半分で告白したつもりはなかったんやで。フラれて結構ショック受けたし」

　──からかったわけじゃない、と。

　ぼそぼそと言い訳のように話す胡桃は、告白しているのと同じ意味だと全く気がつかずに言葉を紡ぐ。そんな胡桃に柊夜はまた顔を背ける。

「どこまで無防備なの？　天然にしてもタチが悪いよ。そんな言い方して、本当にずるい」

「ず、ずるい？　なんのこと？」

「……もういいや。考えるのやめた」

　投げやりな口調でポイッと告げた柊夜が、「だって五條さんだもん」と笑って続けた。

「たとえウソでも慰なぐさめでも、五條さんの言葉はいつも力をくれる。俺がここにいることを許ゆるしてくれる気がする。嬉しいよ、ありがとう」

　優しく笑い照てれたように視線を落とした柊夜を見て、胡桃の心がちゃんと届いていることを知る。

（嬉しい。柊夜が嬉しいと言うてくれたことが……あたしも嬉しい）

　心から紡いだ言葉が誰かに届くこと。それがこんなに心を温めてくれるなんて、胡桃は嬉しくて胸がいっぱいになる。

「確かにあたしはウソの外そと面づらで猫を被かぶってるけど、柊夜に対してはウソなんか言わへんよ。全部本当のことやから、信じてよ」

「じゃあ俺と出会って嬉しかったっていうのも、本当？」

「もちろん」

「どんな俺でもいいって言ったことも？」

「もちろんや」

「俺の側に……一番近くにいたいって言ったことも？」

「もちろん、本当や」

　うんうんと頷いた胡桃に、柊夜はなぜか顔をしかめて目を尖とがらせた。

　喜んでくれるかと思ったのに、柊夜の機き嫌げんが若じやつ干かん悪くなったことに胡桃のテンションが一気に下がる。

（あれ？　なんか……機嫌が？　調子に乗り過ぎた？　どこや、どこがアカンかったんや？）

　また何かやらかしてしまったのかと脳内反省を始める胡桃に柊夜は眉を下げた。

「だから……好きでもない相手に、そういう言い方は誤解を招くから」

　はああ、とわざとらしい呆あきれた吐と息いきが胡桃を刺激する。

「なんで誤解って言うんよ。全部本当のことやし！」

　言い切って、その勢いのまま言い放つ。

「あたしは柊夜のことが好っ────んぐうっ!!」

　勢いのままに言いかけた胡桃は、すごいスピードで自分の口を手で押さえた。

　バチン、とビンタしたような音と痛みが口元を襲ったが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

（待て待て待てぃ！　待たれよ、あたしぃぃぃ！　何を口走ろうとしてんのや、このアホアホアホ──!!）

　本当に自分は勢いだけで生きている人間だと、こんなところで反省する。

　この想いは口に出してはいけないものなのに。

　しかもこんな突とつ拍ぴよう子しもない言い方で言おうとするなんて、何を考えているのかと自分をなじりたい。

　クラスメイトとして、友達として、そして黒くろ椿つばき屋やで柊夜とずっと一緒にいたいのならば、決して言うわけにはいかない。

　柊夜に気持ちを知られて、また同じようにフラれたら、もう今のような関係でいられなくなってしまうだろう。

　距離と節度を持って接していなくてはいけないと、ちゃんとわかっている。

　それなのに勢いでとんでもないことを言いそうになったことを反省する。

　反省しつつも、今のはセーフのような気がする、大丈夫だ、と自分に言い聞かせた。

　ドクドクよりも、ズンドコズンドコとどこかの原住民が奏かなでる太たい鼓このように鼓こ動どうが乱打していて、喉のどが一気にカラカラになる。

「五條さん、今──」

　胡桃の腕をさっとつかんだ柊夜に呼ばれて胡桃は青ざめた。

（な、な、何を、言われるんや。さっきのはアウトやったんか!?　アウトやったんやな？）

　背中に嫌いやな汗が浮き、寒くもないのに胡桃は小さく震える。

「……いや、もういい」

　胡桃の腕をつかんだまま柊夜はしばらく息を止めて、それからそっと手を放した。

「もういい」

　柊夜の言い方に、不安を感じて顔を上げた胡桃は視線を縫ぬい止められた。

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥の瞳が揺るぎなく胡桃を見つめている。

　あやかしを魅み了りようする瞳が、胡桃だけに真まっ直すぐ向けられている。

　眼差しには力があって、一度引き寄せられてしまったら逸らすことなどできないのだと胡桃は初めて知る。

　柊夜の唇が開くのが、まるでスローモーションのように見えた。

「誤解だってなんだって、もういいんだ。五條さんが側にいたいと言ってくれている、それを信じる。俺は、仕方ないと諦めることばかりを覚えて生きてきたけど、諦めたくないこともあるってことを、思い知った。諦められないんだよ……五條さん」

　告げてから柊夜は瞼を伏せた。

　柊夜が諦められないものが何かはわからない。けれど胡桃の中で共感の弦げんが鳴り響く。

　──わかる、わかるよ、柊夜。

　胡桃は心の中で同意する。

（あたしも人との関係なんかどうでもいいって諦めてたけど……どうしても離れたくない人を見つけてしもたから、関わることを諦めるやなんて、絶対にできへん。だからその気持ち、わかる）

　座り込んだまま瞼を伏せている柊夜の頰にそっと手を伸ばしかけて、直前で止める。

　頰に触れたいのに、触れることが怖くもある。

　気配に気がついた柊夜がゆっくりと瞼を持ち上げて胡桃を見つめた。

　それから静かに、忍しのびやかに言った。

「……触れてよ。俺に、怖がらずに触れて」

　止めたままの胡桃の手を柊夜がぐっと引っ張って、自分の頰に宛あてがった。

　その途と端たん、胡桃は深く息を吐き出した。

（ほら……触れたら……火傷やけどしてしまう。心に焼き付いて……もう、戻れなくなる……）

　手のひらに感じる少し冷えた柊夜の頰。

　全てを包み込んでしまいたい。

　指先が柊夜の熱に同調していく。

　二度とこの人から離れたくないと、独り占めしたいと、欲張りな自分が顔を出す。

　もうこの気持ちから逃のがれられない。

　好きという気持ちが溢あふれ出して体全体に毒のように回る。

（だから、触れたら……後悔するって……）

　わかっていたのに、と胡桃は全て諦めて、もう一方の腕を柊夜の首へと回して抱きついた。

「柊夜……」




　──すごく、すごく……好きです。




　吐と息いきの隙すき間まにささやきを落とした。

　柊夜にさえ聞こえないようにそっと。

　柊夜が腕を持ち上げて、胡桃を包むように優しく抱きしめた。

　──胡桃、と。

　名前を呼ばれた気がしたけれど、ただ静かにお互いを抱きしめていた。
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　ゆらゆら揺ゆれる提ちよう灯ちんの灯あかりだけが真っ暗な闇やみの中で足元を照てらしている。

「皆様、庵あん主しゆ様からのご招待でやんす。黒くろ椿つばき屋やへご案内させていただきやす。どうぞ『手引き』の提灯から離れぬようお気を付けてくださいまし」

　提灯を揺らしながら、朧おぼろが倉庫に現れた時は驚おどろいた。

　咲さき畑はたはナギの投げつける呪じゆ術じゆつをことごとく無効化させてからかい、銀ぎん太たは花か梨りんの被ひ写しや体たいの餌え食じきとなり、春日かすがは完全にイモムシ化したまま倒れているという騒そう然ぜんとした場所に、朧は唐とう突とつに現れた。

　しかも庵主の許きよ可かなく入ることが許されない『黒椿屋』へ案内されると聞いて、花梨は目を輝かがやかせて喜んだ。

「中は撮影してもいいのかな？」

　すでにカメラを構えながら歩く花梨は、やけに鼻息が荒い。

　咲畑が歩きながら教えてくれる。

　花梨はコスプレが趣しゆ味みで、いや、生いきがいと言うほどにのめり込んでおり、着ることはもちろん、衣装を作ることも写真を撮るのも大好きで、今回の体育祭の仮か装そうで胡桃くるみや望の愛あにコスプレさせられることが楽しみで仕方ないそうだ。

（それで測はかる時、ハアハアと興こう奮ふんしてたんやな）

　ようやく納なつ得とくした。

　柊しゆう夜やの着物姿も何かのキャラクターの衣装にそっくりだそうで、花梨のツボを突いてしまったらしい。

「男は二次元しか興味ないけど、コスプレ男子はいいものね！　新しい世界が目の前に広がっているわ！」

「いや、だからコスプレ男子じゃないから」

　訂てい正せいを求める柊夜の肩を、咲畑が馴なれ馴なれしく抱き寄せる。

「諦あきらめろ、柊夜。こいつは欲望丸出しで人目を気にしない。自分の見た目に金を使うくらいなら、布やカツラを買うという強者だぜ。ハゲタカと同じだ。狙ねらわれたら最後、骨までしゃぶられるしかないな」

　あははは、と吞のん気きに笑う咲畑に柊夜はどんよりと眉まゆを寄せる。

　しかし胡桃は素直に自分の全てをさらけ出している花梨が羨うらやましくもあった。

「花梨ちゃんは怖くないのですか？」

「何が？　あやかしとか？」

「いえ、あの、人の目というか、なんていうのか……」

「ああ、まあ、確かにオタクって言ってバカにしてくる子もいたし、コスプレとか二次元とか、そういうのを人前で公言してると眉をひそめる人もいるよね。でも、私の人生は自分のものよ。誰かに遠えん慮りよして縮ちぢこまっていたって楽しくないでしょ。私の人生は誰が楽しむのよ。自分でしょ？　それなら自分に正直でいいと思うの」

「花梨ちゃん……」

　潔いさぎよくて強い人だな、と思う。

「まあ誰も彼もが全部を晒さらす必要はないと思うよ。ただ、隠かくしていることで自分が辛つらいと思うのなら、それは無理していることなのよ。自分を押し込めて無理してしか受け入れてくれない友達とか家族とか、そんなのは必要ないって私は思ってる」

　あくまでも私はね、と花梨はキュッと片目を閉じて笑った。

　そんな花梨は、もしも胡桃の本性を見たとしても変わらずに付き合ってくれるだろうか。それとも隠していたとなじり、見放すのだろうか。

　隠すことでたくさんの友達もできた。けれど、確かにそこに本当の心は存在しない。

　そんな上うわ辺べだけの付き合いでいいと、そう思っていたけれど、花梨の言葉に強く衝しよう撃げきを受けて、そして憧あこがれている。

　柊夜は胡桃の本当の姿を受け入れてくれているけれど、そんなふうに受け入れてくれる人が他にもできるのか。

　そんなことを考えているうちに、見慣れた石いし畳だたみが見えてきた。

　朧の持つ提灯は、空間と空間を呪術的につなげることができるそうで、時間にして十分も歩いてはいないけれど、いつの間にか黒椿屋の石畳に足を踏ふみ込んでいた。

　花梨もナギも神しん妙みように口を閉じる。

　呪術家の人にとって黒椿屋は、とても特別なところのようで、花梨たちは緊張を隠せないでいた。

（なんで呪術とか関係ないあたしが許されたんやろう？）

　花梨たちの話を聞けば聞くほど、胡桃は疑問に思う。

　本当にあっさりと入る許可を与えてくれたので、案外簡単にユズリハの許可は出るのだと誤解していた。

　胡桃が許可をもらっていることを聞いたナギは、「それは妄もう想そうだね。そこまでして思い込むなんて、かわいそうな人だったんだ」と憐あわれみの眼まな差ざしをくれた。

　歩きながらチラリと柊夜へと視線を向ける。と、胡桃の視線に気がついた柊夜が振り返り、二人の視線が絡み合った。

　すぐにお互い視線を逸らす。恥ずかしすぎて顔を上げられない。

（ど、どうしよ……）

　さっきは、勢いで抱きついてしまった。しかも聞こえないようにとはいえ、好きだと告げながら。思い返すだけで顔から火を噴きそうになり、柊夜の顔をまともに見られる気がしない。

（しかも、柊夜も）

　そっと優しく抱き返してくれて……。

　腕の感触とか着物に焚たきしめられているお香の匂いとか、柊夜の温ぬくもりとか……。

（うわぁぁぁぁ!!　思い出したらアカン！　これは確実に悶もだえ死ぬ！）

　足先から指先まで、体中が痺しびれてしまうほど心が騒ぎ、息をすることさえ自由にならない。今なら意識を手放せそうだ。

　一人で身み悶もだえる胡桃に気付く人もなく、一いつ行こうは静かに石畳を歩く。

　大きなガラス戸の前に到着した朧が、ゆっくりと足を止め、ペコリと頭を下げてから脇わきに控ひかえた。

「到着でございやす。皆々様、お疲つかれ様でやんした」

　先頭に立っていた柊夜が朧の脇を通り過ぎ、ガラス戸を引き開けて頭を下げた。

「ようこそ黒椿屋へ」

　低く落ち着いた柊夜の声を聞いた途と端たん、胡桃は安あん堵どし、花梨はカメラを握にぎりしめ、ナギはやけに緊張してカチンコチンになっていた。

「さあ、どうぞ」

　柊夜に促うながされて、全員が黙だまったまま、神妙に店の中へ足を踏み入れた。

　馴な染じんだ香りは気持ちを落ち着かせてくれる。

　ふふふ、と笑うユズリハの声も耳に心地良い。

　胡桃は緊張するよりも、帰ってきたような安心感に包まれた。

「今こ宵よいはたくさんの客を呼んだことじゃのう。まずは泉いずみの娘よ」

　小上がりに座るユズリハの今夜の着物は薄うす紫むらさきに濃こい青で描かれた牡ぼ丹たんの柄がら。金きん襴らんの帯をだらりと前に流して、膝ひざにはいつものように黒猫が座る。

　指名された花梨は「はい」と硬い声こわ音ねで返事をしながらも、カメラを握っている。

（多分、ユズリハさんの写真を撮りたいんやな）

　指先がウズウズとしているから、胡桃の見立てに間違いはないだろう。

「そこな泉の血族の者は特異な体質のようじゃのう。稀まれなる資質じゃ。泉のために大切にするが良い」

「はい。充分に心得ています」

　眼鏡めがねの奥で花梨の瞳は、挑いどむように強くきらめいた。

　妖よう艶えんで威い圧あつ感かんのあるユズリハと向きあっても花梨がぶれることはない。

　花梨は強い意志を持っている。

　自分の趣味を貫つらぬくことも、家の跡あと取とりになることも、どちらも迷いなく突き進んでいる。こんな人がいるのかと、胡桃は心の底から尊敬してしまう。

「泉の血に連なる者よ、そなたも存分に泉の娘を助けるが良い」

　細い指で指し示したのは咲畑優ゆう樹き。いつもと変わらないくだけた雰ふん囲い気きのまま立っていたが、ユズリハに声をかけられて、軽く頷うなずいた。

「わかってますよ。もう小さい時からすり込まれてっから。こいつは俺が守るっきゃないんで」

　へらっと笑ったが、そこにはいつもの軽けい薄はくさはなく、浮ついて見える咲畑の中にも、一つちゃんと筋が通っていることを胡桃は知った。

（チャラ男おなんて勝手に思ってごめん……。全然、チャラくない。いや、態度はチャラいけど、見直した。うん、見直したわ）

　あとは気軽に女の子に声をかけるのをやめれば、とチラリとは思ったけれど、そこは気がつかないふりをしておく。

　自分の為なすことを充分に知っていて、そのことに迷いのない瞳。花梨と咲畑の二人の眼差しにユズリハは満足そうに頷いた。

「二人とも、いずれこの店に入るべき時が至いたったら、改めてわらわの許可をやろう。今宵はここまででお引き取りじゃ。柊夜、送りや」

　神妙に頭を下げる花梨とは正反対に、咲畑は柊夜の肩をつかんだ。

「じゃ、明日からの仮装の練習もちゃんと出ろよ。休んだら俺が承知しねえからな」

　柊夜の肩を抱いたまま咲畑は、胡桃に向かってウィンクをして見せた。

「あとさ、俺、めっちゃ決めポーズの練習しちゃってるし、胡桃ちゃん、見たら絶対に惚れ直すから楽しみに～！　あ、柊夜も決めポーズ考えておけよ」

（あああ、超絶空気を読めない男……咲畑ぁぁ）

　今、この雰囲気の中で仮装の話や、惚れ直すとか（元々惚れてないけど）どれだけ空気を読んでないのかとさすがの胡桃でさえ啞あ然ぜんとする。

　そんな咲畑に柊夜も困こん惑わくを見せたが、理由は別のところにあった。

「咲畑君、あまり俺に近づくのはよくない──」

「ダーメ、ダメダメ。ほら、優樹。優樹って呼べって言っただろうが」

「いや、だから、そうじゃなくて」

「そうもこうもねえよ。ほら、優樹。あ、胡桃ちゃんも俺のこと優樹って呼んでいいよ」

「……もういいや」

　やはりチャラ男はチャラかった。

　諦めた柊夜にユズリハがクスクスと笑う。

「柊夜、恐れることはないぞえ。その者の体質はいかなる負ふの影響も受けぬ。ゆえに柊夜と共にいても問題はない。生まれながらの友となるべき者、とでも言おうかのう」

「庵主様！」

　クスクスと笑うユズリハはからかっているのだろうが、それを聞いた咲畑は、それはそれは見事に調子に乗った。

　調子を測るメーターでもあれば、針はりは一気にふりきれているだろう。

「ほらほらほら～！　聞いた？　な、花梨も胡桃ちゃんも聞いただろ？　生まれながらの友だって。柊夜もほら、遠慮するんじゃねえよ。あー、おまえ根ね暗くらで内気だからな。まあでも心配すんな。俺がグイグイ引っぱってやるからな」

　あはは、と笑う咲畑に柊夜はそっと顔を背そむける。心なしかその横顔が笑っているように見えたのは目の錯さつ覚かくかもしれない。

（あ～、このグイグイ加減、ほんまあたしと同じやな。傍はたから見たらめっちゃ迷めい惑わくやし、これ。反省するわ。人の振り見て我が振り直せって名言やな）

　こっそりと自己反省をしている胡桃の手を花梨はガバッとつかんだ。

「胡桃ちゃん、もう超絶可か愛わいい衣装、期待しててね！　ルミナ姫みたいな感じでいくから！」

「ルミナ？　誰それ……？」

「あら、妹のカナル姫の方がいい？」

（いや、どっちも知らんねんけど！）

　迂う闊かつに「どんな感じですか」などと聞くと話が長くなりそうな予感がしたので、胡桃は曖あい昧まいな笑みを浮かべるだけにしておいた。

「おい、花梨。胡桃ちゃんが……」

　花梨の腕をつかんだ咲畑が咎とがめるような口調で割り込んだから、注意してくれるのだとホッとした胡桃だったが、相手は想像以上に強者だった。

「胡桃ちゃんが似合うのは『モーリーバトル』のオリーブ姫だろうが」

（こっちもコスプレの話題やったぁ！）

　わかってないのね、などと二人で言い合いをしながら、花梨と咲畑は柊夜が開いた玄関の前で一度立ち止まると丁てい寧ねいに頭を下げる。その所しよ作さはきっちりと慣なれたもので、とても美しかった。

　いつも適当な態度をしている咲畑でさえ、正しいお辞じ儀ぎをする。そうしつけられていた。

「また明日ね、胡桃ちゃん」

　花梨が明るく手を振ってくれた。

　その約束は、なぜか胡桃にとって特別なものに感じて不思議に思う。

　なぜだろう。花梨と咲畑を今までより深く知った上での約束だから？

「はい、また明日です」

　ニセモノの笑顔で応えると、なんだかまた花梨たちが遠ざかった気がした。

　銀太は途中まで二人に付き添うことになり、さっそく花梨はカメラを持ち直している。

　店の前で銀太の撮影会が開かれることが予想されて同情しかけたが、さっき写真を撮られていた時、銀太もノリノリだったことを思い返して、優しい目で見送る。

　彼らが去ると一気に部屋の中が静かになり、空気も冷えたように感じる。

　それはずっと黙ったまま立っているナギから放たれている怒りや憎しみのこもったオーラのせいだろう。

「さて、月つき瀬せの子供よ」

　ユズリハがナギを見る。妖艶でゾクリとするほど艶つややかに笑うユズリハに、ナギ──漢字では「梛なぎ」と書くのだと柊夜から聞いた──は恐れもせずに言い放った。

「僕の名前は月瀬梛です。月瀬の子供と呼ばれるのはバカにされているように聞こえます」

「ほう……これはまた威い勢せいの良い子供だこと」

　着物の袖そで口ぐちで口元を隠してユズリハが笑う。

「そなた、柊夜を憎んでおるようじゃのう。それは己おのれの目で柊夜を見て決めたことかえ？　それとも誰かから聞いただけのことかえ？」

「僕はちゃんと自分で見たんだ！　クラスの女子と一緒にあやかし退治とか、ふざけるなよ！　それも顔だけは可愛い彼女とか、見た目に騙だまされて月瀬家の恥はじだ！　それでいて今更月瀬家の跡あと目めを乗っ取ろうとするなんて、どれだけ僕を踏みにじるつもりなんだよ！」

（って、またあたしのせいやんか!!　しかしどこが一番の怒りポイントなんや？　見た目に騙された辺りに比重が大きいのはあたしの気のせいか？）

　確かに柊夜と一緒にあやかしの『仕入れ』に同行していた。そこに怒りのポイントがあるなら、明らかに胡桃のせいだ。ムリを言って『仕入れ』に連れて行ってもらっているのは胡桃のわがままなのだから。

（なんか、もう全部あたしのせいやん。柊夜をトラブルに巻き込むのは全部あたしやん！）

　反省する胡桃と対照的に梛はユズリハを睨にらみ付けていた。

「ふふふ、愛らしいことよのう」

　細めた目で笑ってから、華きや奢しやな指先を玄関へと差し向けたユズリハが柊夜へと命じる。

「客が来る。迎えよ、柊夜」

　はい、と一礼して玄関を引き開けた柊夜が、その場で息を吞のんだのがわかった。

　しかしすぐにいつものように頭を下げる。

　柊夜が迎え入れた客へ胡桃は顔を向ける。

　歳の頃は四十過ぎだろうか。縦たて縞じまの渋しぶいグレーの着物と黒の羽は織おりを着た男性客は、スラリとして上品な人だった。

　胡桃はすぐに思い至る。

（もしかして……）

「来たかえ、月瀬の当主よ」

　ユズリハの言葉で確信する。

（柊夜のお父さんや）

　穏おだやかそうでいながら、人の上に立つに足るだけの威い厳げんがあり、当主と呼ばれるのが相応ふさわしい風ふう貌ぼうで、とても素敵そうな父親だった。

「父さん、どうして……ここに」

　目を丸くしたナギに、柊夜の父はツカツカと歩み寄り、梛の頭を無理やりに下げさせた。

「此こ度たびは我が息子むすこの不始末でご迷惑をおかけしました」

「なんで僕が謝あやまるんだよ！　全部あいつが悪いんだ！」

　父親の手から逃げたナギが憎々しげに続ける。

「父さんだってあいつの味方なんだろう？　月瀬の跡あと目めをあいつに継がせるために黒椿屋に通ってるって聞いたよ。どうして？　母さんを殺したヤツなのに。僕たちを捨てて出て行ったヤツなのに！　そんなヤツに月瀬の家を継がせるなんて僕は許せない！」

「もうやめなさい！」

　柊夜の父は、紳しん士し然ぜんとした姿から想像できないほど厳きびしく制止した。

　声を荒らげられるのが初めてのことなのか、梛は動きを止めて、猫のように目を見ひらいたまま固まる。

　重たい沈ちん黙もくが黒椿屋を支配し、柱時計の音だけがやけに響く。

　やがて苦しそうに父親が告げた。

「そのような……そんな穢けがれた言葉で柊夜を語らないでやってくれ。言葉には力がある。穢れた言葉を発すれば発するほど、梛、おまえも穢れてしまう」

　母さんは、とすぐに話を続けた。

「母さんが亡なくなったのは事故だったんだ。柊夜のせいでは決してない」

「事故？」

　思わぬ展開に梛が声を上げた。

「ウソだ！　兄さんが殺したって──」

　梛、と父親は彼の言葉を遮さえぎって重々しく話し出した。

「あの日……母さんの亡くなった日、封じたはずのあやかしが逃げ出したんだ。私の封印が完かん璧ぺきではなかったために起きた事故だ。逃げ出したあやかしを止める術すべはなく、瘴しよう気きを撒まき散ちらしながら、おまえたちの部屋へと飛び込んだあやかしを追ったのは、母さんだった」

「ま、まさか……」

　その時の痛みを瞼まぶたの裏でくり返しているのか、柊夜の父は辛そうに目を閉じている。それでも伝えようと言葉を振り絞しぼるように紡つむいだ。

「駆かけつけた時にはもう……。柊夜は梛を守ろうと抱きしめ、母さんはそんな二人を抱きしめて……。だが体の弱い母さんに、あやかしの瘴気はあまりにも強く、もう手て遅おくれだった」

　父親は瞼を重そうに引き上げて、ゆっくりと告げた。

「……母さんを殺したそのあやかしを、素す手でで消しよう滅めつさせたのは……柊夜だった」

　あやかしを素手で消滅させることがどういうことなのか。封印から逃のがれたあやかしを止める術がないと当主が言うものを消滅させることが、どれほどのことなのか。

　梛はゴクリと唾つばを飲み込み、目を縦に大きく見ひらく。信じられないと、顔に書いてある。

「まだ六歳だった柊夜は、母さんが死んだのは自分のせいだ。もっと早く消滅させていれば母さんは死ななかったはずだと。そんなふうに深く思い悩み、何も食べられなくなり、ついには声も出せなくなってしまった。……その時、庵主様から使いが来た」




　──『黒椿屋』に柊夜を預けてみないか、と。




「そ……そんな……僕が春日から聞いた話と全然違う……。どれが真実で、どれがウソなの？」

　困惑する梛は今にも泣きそうになっている。

「春日は兄さんがあやかしの力を使って月瀬の家を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたんだって……だから僕に制裁をしろって……」

「──柊夜よ」

　不意に割り込んできた熟うれた果くだ物もののような甘い声に、みんなの目が一いつ斉せいにユズリハへと向かう。膝で眠る黒猫を撫なでてやりながら、柊夜をじっと見つめている。

「……庵主様？　何か？」

　見つめるだけで何も言わないユズリハに柊夜が目を細めると、ツイと細い指が、とある場所を指し示した。

「まだ気がつかぬのかえ？　おぬしもまだまだ甘いこと。話を聞くだけでもわかりそうなものだが、まあ巧こう妙みように隠れておるゆえ、それも致し方ないのかのう、柊夜よ」

　ユズリハの指先に誘われて顔を巡めぐらせた先にあるのは、床に転がされたままの春日。イモムシのようにグルグル巻きにされて転がされている。はずだった。

「紐ひもがほどけてる！」

　叫んだのは胡桃だった。

　確かに銀太がどこから取り出したかわからない紐で巻き付けていたのに、その紐はほどけて床でとぐろを巻いていた。店の隅すみに転がされてから、誰も彼に触れたりしていないはずなのに、どうして紐がほどけたのか。

　視線を集める中、春日は閉じていた目を開き、芝しば居いがかった動きでゆっくりと起き上がった。

　その身に、黒ずんだ靄もやをまとわりつかせながら。

「瘴気が！」

　あやかしに取り憑つかれた人がまとわりつかせるおぞましい靄。それが春日の体を覆おおっている。ヘビの舌のようにチロチロと黒の靄が彼の体から出たり入ったりしている。

「見えたかえ、柊夜。巧妙に隠しておるのは呪術師ゆえかのう。その男、己の欲望の深さに囚とらわれてしまい、相当根深く取り憑かれておるぞえ」

「か、春日！　どうしたの？　どうなっているの！」

　目は獰どう猛もうに光り、喉のどの奥で唸うなりを上げる人間らしさを失った春日に、駆け寄ろうとした梛を父親が素早く背中から抱き留めて制した。

「梛、行ってはいけない！　春日はあやかしに取り憑かれている」

「取り憑かれっ!?　ウ、ウソだ。春日が……そんなはず、ない！　術者があやかしなんかに取り憑かれるはずないじゃないか！」

「おまえにもあの黒い靄が見えるだろう。あれが瘴気だ。あやかしに取り憑かれた者が発する瘴気だ」

　そんな、と呆ぼう然ぜんとこぼす梛は、初めてあやかしに取り憑かれた人を見たようで、衝撃を隠しきれないでいる。しかもその人は、自分が信頼を寄せている相手なのだ。

「そんな、春日が……どうして。ウソだ、ウソだよ……そんなはずない！」

　父親に抱き留められながら、首を横に振り続ける梛の思いを知ってか知らずか、春日は低く割れた聞き取りづらい声を発した。

「梛様だぁぁぁ！　跡取りは梛様だけだ！　柊夜様を殺せぇぇぇ。殺して梛様が一番だと示すのだぁぁぁ───！」

　耳を両手で塞ふさぐ梛は強く目を閉じ、唇を嚙かみ締しめている。そうしていないと何かを叫んでしまいそうになるのかもしれない。

「梛様ぁぁぁあ！　早く殺せ！　憎み、殺せ！」

「春日、やめなさい！」

　醜みにくく喚わめき散らす春日を柊夜の父親が一いつ喝かつしたが、あやかしに意識を奪われているのか、「黙れぇぇぇ！」と叫びながら黒い靄を鞭むちのようにしならせて、父親に向けて振り下ろした。

「危ない！」

　思わず駆け出した胡桃は、破は魔ま鈴すずを持っていないことを完全に忘れていた。

　破魔鈴ならば瘴気の鞭を跳はね返す力があるが、残念ながら梛に奪われていて、今、手にしていないことをすっかり失念していた。

　二人を背に庇かばうよう飛び出した胡桃は、強い衝しよう撃げきを脇わき腹ばらに受けて「うっ」と一瞬息が止まる。そのまま瘴気の鞭で体を縛り上げられ春日の腕に囚とらわれた。

　きつく締められて体が軋きしんだ。

「胡桃さんっ！」

「五條さん！」

　梛の甲かん高だかい声と柊夜の低い声が重なる。

　春日の腕の中で身動きを封じられ、首筋には瘴気の靄をナイフのように突きつけられた。

　二人の重なった叫びに胡桃は後こう悔かいする。

（またや……またあたしは考えなしに飛び出した！　破魔鈴、持ってへんかったのに！）

　考えなしに行動するくせは、小学生の時からいつも先生から注意されていたのに。それに考えてみれば、いや、考えてみなくても、くだんの破魔鈴は、梛が持っているのだから、あの瘴気の鞭は普通に跳ね返せたことだろう。

　その上最悪なことに、相手に囚われてしまうという究極の足の引っ張り役になっている。

（……アホや……あたし、アホ過ぎるね──ん！）

　海に向かって叫びたい気分だった。できれば夕日の沈しずむ海へ。

　肩に回された春日の腕に嫌けん悪おを感じる。決して乱暴に触れられているわけではないのに、不ふ快かい感かんで肌が粟あわ立だちそうになった。

「春日、術者が取り憑かれるとは何事か！　気を確かに持ち彼女を放しなさい！」

　柊夜の父親が叱しつ責せきの言葉を放ち、懐ふところから呪じゆ符ふを取り出した。が、春日の長く伸びた瘴気の鞭が鋭くその手を弾き呪符は空を舞った。

「邪魔をするなぁぁ。この娘を殺されたくなければ梛様に柊夜様を殺させろぉぉぉぉ！」

　破われ鐘がねのような吠ほえる声は、耳をつんざきひどいざらつきを残す。

　首筋の瘴気のナイフが細長く伸びて、ぐるりと胡桃の細い首を締め上げる。苦しさと痛みのあまりに「ああっ」と胡桃が悲鳴を上げた。

「やめて、春日！　もうやめてよ……こんなこと僕は望んでない！　お願いだから胡桃さんを放してよ！」

　叫ぶ梛の瞳は涙に濡ぬれている。

「梛様ぁぁぁ、殺せ！　あなたが殺せぇぇぇぇ！」

　強い瘴気を放つ春日に梛は言葉を失い、ぽろぽろと堪こらえきれない涙をこぼす。後ろから抱きしめる父親の腕に縋すがりつく手が震えている。

　やめて、と梛のか弱い嘆なげきが店の床にこぼれ落ちていく。

「庵主様！」

　柊夜がユズリハを振り返って鋭く呼びかけると、彼女は軽く瞬まばたきをしてから小さく頷いた。

「柊夜、おぬしが見せても良いならば、こやつを捕とらえよ」

　緊迫した空気を意にも介かいさない緩ゆるやかさでユズリハが命じる。

　まあ茶でも飲め、と誘う程度の緩さの命令だったが、柊夜は素早く反応した。




　眼鏡を外して着物の胸元へするりと手を差し入れる。

　グイと着物の胸元の合わせ目を開けば、滑なめらかな肌を露あらわにした。

　官かん能のうを誘さそうような眼差しで口元を薄く引いて誘う。

「さあ、おいで。俺の声には逆らえないだろう？」

　ううう、と春日が苦悩して唸り、胡桃の首を締め付けている瘴気の鞭が緩んだ。

　妖艶な姿の柊夜を初めて見たのか、彼の父親は梛を抱きしめたまま目を見ひらき、柊夜の姿に釘くぎ付づけになっている。

　梛も父親と同じように、柊夜の姿を瞬きもしないで見つめている。鼻の穴が膨ふくらみ気味なのは気のせいではないだろう。

　二人の驚きの目を気にもせず、柊夜は春日を手招きする。

「ほら、意地を張らないでいい。俺が欲しいんだろう？　こっちにおいで、楽にしてあげよう」

　誘う声はまるで蜜みつを垂らしたような甘さ。

　蜜に酔よわされ吸い寄せられる虫は、艶あでやかな花に抗あらがうことなどできないのだ。

　苦悩していた春日が「おおお」と呻うめきながら顔を覆うと、瘴気の鞭が消え失せ、胡桃は春日から解放された。

　力が入らずにペタリとその場に崩くずれて座り込んだ胡桃を一いち瞥べつした柊夜は、唇を薄く引いて極上の笑みを浮かべた。

「さあ、おいで」

　もう一度誘われた春日は、ついにフラフラと酔っぱらったように柊夜へと一歩、また一歩と近寄り、愛いとしい人を抱きしめるように両手を広げ、柊夜も手を伸ばして春日の頭を自分の方へと抱き寄せた。

「ウグオォォォ────！」

　獣けものの咆ほう吼こうが響き渡ると同時に、春日の頭から黒いモノが引きずり出される。




「入りて静まれ！」




　素早く懐から小さな壺つぼを取り出した柊夜が唱えるや、黒いモノはシュンと素早く吸い込まれ、春日はドサリと重たい音をさせて床に倒れた。
















　最後に「封！」と叫んだ柊夜が壺の蓋を閉めると、一瞬で店の中が静まりかえった。

　すぐに柊夜は胡桃の側そばに膝をつき、肩に手を回して支えながら立たせてくれる。

「か、春日!?」

　春日に駆け寄った梛は、頰ほおに涙の痕あとを残したまま柊夜を見上げて叫んだ。

「春日に何をしたの!?　どうなったの？　何が起きたの？」

　倒れている春日に縋すがりつく梛に、柊夜は眼鏡をかけ直して優しく笑った。

「大丈夫。取り憑いたモノを封印しただけから、彼はすぐに気がつくよ。ただしばらくは心の安定が戻らないから、ゆっくり休ませてあげるように。それと」

　父親へと顔を向けてはっきりと柊夜は告げた。

「月瀬家の跡継ぎは梛だと、彼にも梛にもちゃんと示してやってください。彼は梛を大切に思うあまり不安になり、その隙すき間まをあやかしに狙われたのですから」

「いいや、月瀬家はお前が跡取りだ、柊夜」

　言い切った父親に、柊夜はいくらか困ったような笑みを見せる。

「今、俺が封印をするところを見ましたよね。あれは呪術なんかじゃない。月瀬とは無縁のやり方だ。こんなやりようをするなんて知れたら、月瀬家の恥になりますよ。この十年、月瀬の家で暮らし、月瀬の呪術を学び、月瀬のしきたりの中で過ごしてきたのは梛です。俺は月瀬の家を出された身なんですから」

　拒絶の言葉に父親は呼吸を止めたが、すぐに「違う」と唸った。

「柊夜、違う。誤解をするな」

「誤解、ですか？」

「黒椿屋におまえを預けたのは、塞ぎ込むおまえが家にいるのは辛いだろうと思ったからだ。決して月瀬の家から放り出したわけではない。それにその力の強さ。我が息子が持つのだと思えば誇ほこりにこそ思う。恥だなど思うわけがない。離れて住んでいたって大切な私の息子だ。おまえたち二人は母さんが命をかけて守った宝物なんだ」

　口先だけでない、身の内の深い部分から吐はき出された言葉に、柊夜はそっと瞼を閉じる。

　しばらく黙り込んでいた父親は、一転して落ち着いた低い声で梛を呼んだ。

「梛、何が本当で何が噓なのかを己で見抜く力を身につけなさい。それはこれから生きていく上で、とても大切な力となる」

　梛は倒れた春日の横に座り神妙に黙っていたが、フルフルと頭を振ると、床を見ながら吐き出した。

「ウソだよ。春日が……ずっと一緒にいてくれた春日が僕を騙すなんてありえない！」

「梛、おまえも目にしただろう。春日はあやかしに取り憑かれていて──」

「でも！　母さんが容易たやすく殺されたのは、兄さんの力が悪い影響を与えたからかもしれないだろう！　こいつさえいなければ母さんは死ななかったかもしれない！」

　梛が投げつけたのは言葉の刃だった。柊夜は静かにうつむく。

（ひどい！　それは逆さか恨うらみやん。いえ……身に覚えありますけど……）

　逆恨みには重々身に覚えのある胡桃は、肩をすくめて小さくなるしかない。

「月瀬の息子よ」

　はらりと包んでいたものが開かれるような柔やわらかさでユズリハが割って入る。

　返事の代わりに顔を上げた梛の瞳は怒りと憎しみと、そして迷いと葛かつ藤とうを宿していた。

「一つだけ心せよ」

　ユズリハは軽く手を伸ばして近くにあった豪ごう奢しやな色が施ほどこされた一いち輪りん挿ざしを手に取った。

　その花入れは、『九く谷たに焼やき』と聞いた覚えがある。

　濃い青色と黄色が目を引く鮮あざやかさで、そこに白い椿つばきの花が一輪入れられている。

　ユズリハは細い指先で椿の花を抜き取り梛に向けて差し出した。

「己の死が憎しみを生んだと知れば、そなたの母は悲しむぞえ？　憎悪の炎を燃やすために母を思い出すのはもうやめよ」

　失われた命はのう、とユズリハは空中に向けて吐き出した。

「二度とは戻らぬ。思い出の中でその人と逢あうしかない。ならば優しい心で、温あたたかい気持ちで思い出してやりたいものと、そうは思わぬかえ？」

　ユズリハは誰かを思い出しているように、目を細めながら遠くを見つめている。

　この不思議な庵主も、誰か親しい人との永遠の別れを味わったのだろうか。

「……そなたらの母は、この白しろ椿つばきの如ごとくとても美しい娘であった。心根も優しく穏おだやかで、ただ体は弱かった。だからこそそなたらを授さずかったことを常に感謝し、宝物のように慈いつくしんでおった。そなたたち二人にはあの優しき娘の命がしかと受け継がれておる。梛よ、おぬしの中に母は常に存在しておるのじゃ。その母に恥はじぬように生きよ。憎しみの中よりも、喜びの中で生きてゆけ。それを子に望まぬ母などおらぬぞ」

　気がつけば、梛は静かに泣いていた。

　綺き麗れいな瞳からハラハラと涙をこぼし、それでも真まっ直すぐにユズリハを見つめている。

　ユズリハの伝えたいことを梛はしっかりと受け取ったのだろうか。

　音をさせずに静かに梛に近寄った柊夜が膝をついて座ると、優しく彼の肩を抱きしめ父親へ声をかけた。

「月瀬様、いや──父さん」

　顔を上げて父親を見つめた柊夜の瞳は揺るぎない光を宿していた。

　強い眼差しは魅み力りよく的で、胡桃は思わず引き込まれたように柊夜の横顔に見入ってしまう。

「俺が月瀬の家を継ぐことはありません。どうか梛が後継だと明言してやってください」

　きっぱりと告げた柊夜に父親は険けわしい顔を見せる。

「柊夜、その話は──」

「この黒椿屋が俺の全てで、ここを離れるつもりはありません。月瀬の家に戻れないからとか、遠慮をするとかではなく、俺がここにいることを望んでいるのです」

　絶句する父親とは対照的に柊夜は穏やかな笑顔を浮かべた。

「今まで俺はずっと受け身でした。ここにいることも、仕事も、人との関わりも、全て仕方がないことと、諦めることばかり覚えてきました。けれど受け身ばかりでは大切なものを取りこぼしてしまうこともあると、今回のことで思い知りました。だから俺は自分で選びます」

　これほど強い言葉を紡ぐ柊夜に胡桃は何も言えなかった。

　一つ一つの言葉を丁寧に生み出す姿には、なんの迷いもなく凜り々りしい。

　いつでもどこかに諦てい念ねんを感じさせていた柊夜だったが、今は清すが々すがしい気に満ちていた。

　家を諦めたのではなく、店を選んだのだと、胡桃にはわかった。

「柊夜……少し考えさせてくれ。今日は……帰ろう、梛。春日も家で休ませなければならないからな」

　父親の促しに、梛はうつむいたままで返事をしなかったが、のろのろと立ち上がると、父親の隣へと足を進めた。

　ところで、と柊夜の父親が胡桃へと問いかけてきた。

「お嬢さんは柊夜の同級生かな？」

　柊夜と少し似ている低めの声で問われた胡桃は慌あわててペコリとお辞儀をする。

「はい、私は──」

「兄さんの彼女だよ」

「ぬはぁ!?」

　思わず変な叫びを上げてしまった胡桃は、すぐにブンブンと首を振った。

「ち、違います！　違います。か、彼女とか、全く違います！」

　全力で否定した胡桃の後ろで、肩を落とした人がいたことを胡桃は知らない。

「え？　本当に彼女じゃないの？」

「本気で違うから！」

　意外にも梛はずっと胡桃を柊夜の彼女だと思い込んでいたらしく、やけに驚き、すぐにホッと安堵の表情を浮かべた。

「じゃあ、僕の早とちりだったんだ。そうか、そうなんだ、良かった」

「何が良かったんよ。全然良くないんやけど」

　さらって縛った上に、大だい殺さつ界かいな日々をプレゼントしておいて、良かったはないやんかと、胡桃は膨ふくれる。

「だって……胡桃さんが……」

　言い淀よどみながら視線を下に向けた梛が、胡桃へと顔を戻した時には、どこか挑むような眼差しになっていた。

「こ、こんな乱暴な人が兄さんの彼女じゃなくて良かったって思ったんだよ！　僕に体当たりしてくるなんて、どこの野や獣じゆうかと驚いたね。おかげで僕は口の中を切ったし、あんたは猪いのししかトドなの？」

「いや、トドってなんやの！」

　梛にとって、弾だん丸がんの如ごとく突進してぶつかってきた胡桃のイメージがそれなのだろう。確かに猪らしさは否定できないが、トドはよくわからない。そもそも、トドは突進しないと思うのだが、世界にはまだまだ胡桃の知られざる動物世界があるのかもしれない。

「ごろんと転がった姿なんて、ほんとトドみたいだった」

（そこか！　知られざる世界じゃなかったわ。めっちゃ知ってる姿やわ！）

　無様な転がり姿のことを言われてしまった。

「体当りしてごめんな。せやけど、口の中の傷は早く治るって言うし、大丈夫、大丈夫」

「何が大丈夫だよ！　口の中の傷が早く治るなんて都市伝説だよ。口こう内ない炎えんはいつまでも痛いんだから、すぐ治るなんて絶対にウソだ」

　力説する梛に、なるほどと納得する。

「確かにそうやな。口内炎って最初小さいのに、日増しに大きくなっていくよな」

「そう。それでまた嚙んでしまってさらに広がる。全然すぐに治らないんだ」

「気になって舌で触るからまた広がるし醬しよう油ゆとかしみるねんなあ」

「カレーとか最悪だし」

「熱くて辛いとか二重苦、わかる！」

　なぜか口内炎談義で盛り上がる二人を修正してくれたのは柊夜の父親だった。

「お嬢さん、瘴気に触れていましたが、怪我や不調はないですか？」

「あ、はい、大丈夫です」

「守ってくれたことはありがたいですが、計画なく飛び出してはいけませんよ。女性なのですから怪我などしては大変です。もう少し時と場合を考えて行動してくださいね」

　優しく言ってくれているが、明らかに苦言を呈ていされてしまった。

「は、はい……すみません」

（ひいい、やんわり叱しかられた。ほんまにその通りですよね、時と場合ですよね、はい）

　心の中では平ひら謝あやまり。土下座して顔を隠してしまいたいほど恥ずかしい。

「あなたほど可愛らしい娘さんなら、きっとご両親も大切にされていることでしょう。怪我などしてはご心配されますよ」

　柊夜の父親は温かい人なのだろう。

　息子たちのいざこざで心をすり減らしているだろうに、胡桃の心配までして声をかけてくれるなんて、気配りのできる人だ。

　胡桃はこれ以上ないほど愛らしく見える笑みを浮かべて深々と頭を下げる。

　ニセモノの笑顔を貼はり付けて。

　優しくかけてくれた気遣いは、胡桃にとってはとても残ざん酷こくな言葉だった。

　頭を下げたまま、いいえ、と胡桃は心の中で返事をする。

　──心配する親など……いませんから。

　胸の奥底に刺ささったままの棘とげがチクンと疼うずいた。

　柊夜の父は胡桃から視線を外すと柊夜へと声をかけ二人で話し始めた。

「ほら、これ」

　憮ぶ然ぜんとした態度のままで梛が胡桃に破魔鈴を差し出した。

「あ、雪ゆきちゃん！」

　柊夜とのつながりである大切な鈴。いつも守ってくれる雪ちゃんの棲すむ鈴が、今まで以上に重みを増す。鈴が戻ってきたことに安堵して顔を綻ほころばせた。

「ところで、どうして立たち花ばなやったん？」

「ああ、母さんの旧きゆう姓せいだよ。そう名乗っただけで、僕はもちろん月瀬梛だ」

「そうなんや。では改めて、梛君、怪我させてごめんね」

「急にしおらしくなって何が目的？　だいたい、口の中の傷はすぐに治るから謝ってもらう筋すじ合あいはないね」

「えええ、さっき言うたことと真逆やんか！　なんじゃそりゃ！」

「謝られるとムカつくんだよね」

　プイとそっぽを向いて膨ふくれっ面つらをする梛に、胡桃は首を傾げる。

「今回はあたしが柊夜と一緒にいることで誤解させたんがそもそもの原因やったんやし、それで梛君にも嫌いやな思いをさせてしもたし、一応、ごめんね」

「一応ってなんだよ、謝る気ないじゃないか。ふん、この僕が兄さんにだけ彼女がいるからってひがんだとでも？　言っておくけど、僕は結構モテるんだから。バカにするなよ。元々はあんたが兄さんの彼女かと思わせたり、ややこしいことをしたから話がこじれたんだ」

　もうどこが梛の怒りポイントなのか全くわからなくなってきた。

　兄に彼女がいることなのか、自分がモテないと思われたことなのか、怪我をさせられたことか、誤解を生んだことなのか、もう何がなんだか。

「あたしアホやから、ようわからへんけど、きっと梛君も色々と苦しんで、その一つがあたしのせいやったんよね」

「はあ？　あんた、バ、バカなの？　僕が苦しむとか、い、意味不明だし」

　アホだと自己申告しているのに、バカと追い打ちをかけられてしまった。

「全然あんたのせいなんかじゃないし、その僕を憐れむような態度がイライラさせるんだよ。…………で、あんたは？　その、手は……どうなんだよ」

「手？　手が何かあったっけ？」

「だから！　頭悪いの？　一を聞いて十を知るどころか、一を聞いて一もわからないの？　手首だよ、手首。ほら、縛ってたし、痕とか……その……痛かったとか」

　ごにょごにょと歯切れの悪い梛の表情は相変わらず怒っている。

　それでも、そんなことを聞いてきて気にかける梛が胡桃には可愛く見えた。

「ああ、大丈夫。ちょっと痣あざにはなったみたいやけど、平気」

　ニコッと笑うと、梛は明らかに動どう揺ようを見せた。

「なん……そっ」

「なんそ？」

　ん？　と首を傾かたむけた胡桃に梛が苛いら立だちの声を上げる。

「違うよ！　何が『なんそ』だよ。僕が言ったのは、なんでそんな笑えるんだって聞いたんだよ！　わからないの？　バカなの？　バカでしょ」

「いやいや、あれだけで読解するんはムリやん！　どんだけ無茶ぶりなんよ。イントロ当てるクイズ番組かっちゅうねん」

「はあ？　いつの時代の番組なんだよ。イントロってなんだよ、知らないよ」

　おお、世代の断絶が、と思う胡桃と梛は二歳しか離れていない。

「僕の言葉がわからないなんて、どこか頭のネジが緩ゆるいの？　あんたの心配をして言ってるんじゃないから誤解しないでよね。後で怪我をしたとかグダグダと言われるのがイヤだから聞いてるだけだし！」

　頭のネジが緩いだなんて、あんまりな言われようではないか。

　それでも胡桃は梛の漂ただよわせていた両もろ刃はの剣つるぎのような危あやうく鋭い気が消えていることに安堵の笑みをこぼす。

　少なくとも、こうして悪あく態たいを吐ついている梛は、猫を被っていたときよりもずっと中学生らしくて可愛らしい。

　拗すねた子供のような梛の頭をなでなでしてあげたくなる。まあ、そんなことを実際にしたら即座に罵ば倒とうされることだろうが。

「あはは、大丈夫、大丈夫。逆恨みは得意やけど、そんな恨みがましいこと言わへんから安心して」

「なに、その子供を見るような目。ほっんとムカつく。僕は子供じゃない！　これだから女子って扱いづらいんだから嫌いだ。痛いなら痛いって言えばいいだろう。縛ったりしたことは……僕が、その……あれだから……あと、春日のことも……」

　それからモゾモゾと落ち着きなく体を揺すり、目を泳がせた後、すごくすごくためらいながら蚊かの鳴くような小さい声で憮然としながら言った。

「………………ごめんなさ──」

　最後の「い」は聞こえなかったけれど、耳を染めて謝る梛に、胡桃はキュンとしてしまった。

　思わず梛の両手を取り握り込んだ。

　咄とつ嗟さに手を引こうとした梛の手をキュッと自分の方へ引いて胡桃は柔らかく微笑ほほえむ。

「うん、ちゃんと聞いたよ。ありがとう」

　素直に謝ることの難しさは、意地っ張りな胡桃が充分に知っている。だから梛が謝るのに、どれほど勇気がいることだったのかもわかる。

　謝ってくれた梛の素直さをちゃんと受け入れたいと思った。

　虚きよを衝つかれたのか、手を握られた梛はメデューサによって石にされた石像のように完全に固まっていたが、やがてボボボッと茹ゆで上がったタコに負けないほど真っ赤な頰ほおになり、手まで赤く染めて叫んだ。

「ばばばばば、バカじゃないの、この人っ！」

　盛大に悪あく態たいを吐かれた。
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　どこまでも青い空は、雲一つなく絶好の体育祭日和びより。

　スターターのピストル音も澄すんだ空気の中で高らかに鳴り響ひびく。

　朝から熱戦が繰り広げられ、様々な競技に校内は盛り上がり、今はお昼の休きゆう憩けい時間だ。

　あちらこちらで、お弁当を食べ終えた生徒がおしゃべりをしたりストレッチをしたりと、わずかな休みを謳おう歌かしている。

　そんな中、二年生の教室は戦争のような慌あわただしさだった。

「ほら、男子、ふざけないで早く着替えてよ！」

「待てよ、俺の服がないぞ！」

「もう裸はだかで出たら？」

　午後一番のプログラムが二年生による仮装応援合戦だから、今は準備に大わらわ。ギスギスして一部には殺さつ気きすら漂ただよう。

　胡桃くるみたちのクラスは望の愛あと柊しゆう夜やが率ひきいる和風戦国合戦と、胡桃と咲さき畑はた率いる洋風戦国合戦の二部構成で、衣装もたくさんあり着替えも複雑で時間がかかる。

「なんでこんな面倒な衣装にしたんだよ。隣のクラスなんか卑ひ弥み呼この時代とかって、めっちゃ簡単な衣装だったぞ」

　確かに、隣のクラスは、布袋を加工した貫かん頭とう衣いに耳の横で髪をくくるだけの簡単仕様。全員が着替えても数分で終了するだろう。

　それに比べてコスプレに人生の全てをかけている花か梨りんの衣装ときたら、本当にこれが高校生の作品か!!　と驚くほどのクオリティで本格的だ。

　誰よりも先に着付けを終えていた胡桃は、殺気立つ教室から離れて廊ろう下かの窓まど際ぎわに立っていた。

　ベビーピンクの豪華なドレスは色白の胡桃にとても似合っていたし、耳の横で編み込みを施ほどこした茶色味の柔やわらかな髪が上品さを引き立てる。

　ただでさえビスクドールのような愛らしい胡桃のその姿は、本物のお姫様が学校に舞い下りたかと見み紛まがうほどだった。




「胡桃さん」




　名前を呼ばれた胡桃は、一気に緊張を漲みなぎらせた。それは、とても苦手な声。

　義理の母、香か苗なえの声だった。キンと高くて胡桃の耳に突き刺さる。

「まあなんて安っぽいドレスだこと。でもあなたには似合っているわね」

　振り返った胡桃を蔑さげすみの目で上から下まで舐なめるように見て、香苗は手にしていた紙袋を突き出す。

「なんでしょうか、これは？　それにどうして学校にいらっしゃっているのですか？」

　警けい戒かいする胡桃が眉まゆ根ねを寄せると、香苗はバカにしたように鼻で笑った。

　父の再婚相手の香苗は、まだ二十代。白の上品なワンピースを着て綺き麗れいに髪を整え、家事などしたことのない手には綺麗なネイルが施ほどこされている。日本でも有数の老舗しにせ商社、五ご條じよう商会会長の孫娘、本物のお嬢じよう様さまだ。

「まあ、気持ちの悪い言葉。まだお嬢様ごっこは続いているのね。せいぜい五條家の恥はじにならないように頑がん張ばってね。ああ、これはティアラよ」

「ティアラ？　必要ありませんが」

「いやだ、あなたの必要あるなしなんて関係ないの。いくらお遊びでも下らないジュエリーを付けさせていたなんて知れたら、五條家がバカにされてしまうじゃない？　一応五條家の娘なんですもの、あなたも」

（五條家の娘やなんて思ってもいてへんくせに）

　下品な言葉だ、粗そ野やな態度だと、あれほど胡桃の全てを否定して拒否した残ざん酷こくな継まま母ははは、無理やり胡桃に紙袋を押しつけると、スカートの裾すそを揺ゆらしながら去っていった。

　張り詰めた気を緩ゆるめると膝ひざから崩くずれそうになり、壁かべに手をついて何度か深呼吸をする。

　どれほどの時間が過ぎたら、あの若い継母に平気で向きあえるようになるのだろうか。

　柊夜の家族のように、話し合い、和解できる日は永遠に来ないだろうな、と胡桃はもう一度深呼吸をした。

「胡桃ちゃん、綺麗ね。素敵よ」

　望愛がしずしずと近寄ってきて隣で立ち止まり微笑ほほえんだ。

　そう言う望愛もびっくりするほど綺麗だ。

　淡あわい黄色の着物の上に、打うち掛かけと呼ばれる真っ赤な色の着物を重ねている。元々がサラサラの長い黒髪なので、そのままですっかりお姫様だ。

「望愛ちゃんの方がすごく素敵です。美しいですよ」

　大おお怪け我がをした望愛がこうして元気になり、一緒に体育祭に参加できていることが胡桃は何よりも嬉うれしかった。

「ふふ、お互いに褒ほめあっちゃった」

　指先を口元にあててクスクスと笑う望愛に胡桃もニコリと微笑む。

「お～～～～！　いいぞ、いいぞ!!　それ、可か愛わいいぞぉぉぉ！」

　叫ぶ声と同時にカシャカシャと連写するカメラのシャッター音が響く。

　何ごと、と音の方へと顔を向けると、そこにはいかにも高級そうな立派な一眼レフのカメラを手にした越こし野の先生が満面の笑みで立っていた。

「うん、とても綺麗だ！　写真をガンガン撮っておくぞ！　さあ高たか城ぎ、そこでポーズだ。ああ、なんだこれ。めちゃくちゃ可愛いぞ！　あ、もちろん五條も後で撮ると思うからな」

（あからさまや……先生、清すが々すがしいほどにあからさまですやん。撮ると思うって、それ撮る気ないやろ、絶対）

　明らかに胡桃のことはついでで望愛が目的なのがバレバレな越野先生に、胡桃は呆あきれながらも笑いが込み上げる。

（もう、内緒で付き合ったらええのに、この二人）

　卒業までお付き合いは我が慢まんだなどと言いながら、先生の態度がどう見ても我慢しているように見えない。それなのにきちんと節度を守ろうとしている真ま面じ目めすぎる越野先生に胡桃は笑う。

　撮影会を始めた二人を残してそっと教室に戻る。

　教室内は殺気と熱気が籠こもっていて蒸むし暑い。

　とくに一角で「きゃーきゃー」と女子の騒ぎ声が上がっている。

　どうしたのかと見み遣やると、なんと女子に囲まれて騒さわがれていたのは、袴はかま姿すがたの柊夜だった。
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　花梨が柊夜の前髪を流して整えている。眼鏡めがねを外して後ろの髪をきっちりと結われた柊夜はやけに凜り々りしくて、ハッとするほど格好良かった。

「うっそ、月つき瀬せ、めっちゃカッコイイ！」

「こんなに素材が良かったんだぁ。普段からこうしてなよ」

「いやあ、私、月瀬のファンになろうかな」

　中心にいる柊夜はオロオロと困こん惑わくしまくりながら、花梨のなすがままにセットされている。

「ほら月瀬、嫌いやがらない。言いなりになるんでしょ」

　花梨が柊夜に触れる度たびに女子の黄色い声が上がる。

　視線を外した胡桃は無言で教室を後にすると、そのまま階段を下りて校舎を出る。

　誰も来ない体育館の裏へと早足で向かう。

　ほとんど頂上にある太陽のせいで、いつでも暗い体育館裏にも短い日陰しかなかった。

　胡桃は小さな日陰に駆け込むと、勢いのままに叫んだ。

「いっつもは『根ね暗くらコーヒーゼリー』って言うてるクセにぃぃぃ──！」

　荒くなる息を整えてから、押し殺した小声でさらに続ける。

「急にちやほやしてなんなんよ。根暗眼鏡とか日陰男とか言うてたのに！」

　誰にも見つけられたくなかった。

　柊夜がカッコイイことも、優しいことも、時々天然で誤解するような甘い言葉を言うことも、誰にも知られたくなかった。

　貪どん欲よくになる自分に腹が立ってしまい、胡桃は壁をごつんと叩たたいた。

「アホちゃうか、あたし！　どんだけ心、狭せまいねんな！」

「うっわぁ、ガラ悪い。なに、その悪態。信じられない」

　背後からかけられた声に胡桃は口を押さえながら振り返る。

（誰かに聞かれた！）

　そこに立っている人物を見て息を吞のむ。

「本当にあんたって口が悪くてげんなりするね。その外見との差、みんな騙だまされてるよ」

「な、梛なぎ……君」

　腕を組んでこちらを睨にらんでいるのは、柊夜の弟、月瀬梛だった。

　大きめの瞳は少し幼さを感じさせるが、目め尻じりにかけて綺麗な線を描いており、いずれは美形になることを充分に予感させる少年。佇たたずんでいるだけで絵になる本格的な美少年が腕を組みながら胡桃を睨み付けていた。

「あんたが兄さんに近寄ると思うだけで鳥肌が立つよ。もう近寄らないでくれる？　兄さんにあんたなんか似合わないから」

「そんなん……。そらあたしは腹黒いし毒どく舌ぜつやて自覚はしてる。せやけど似合うとか似合わんとか関係ないやん。ほな、どんな人やったら柊夜に似合うんよ」

「はっ、そんなの決まっているだろう。品格、人格、教養、家柄。どれをとっても兄さんに似合うのはただ一人！」

　ビシッと人差し指を立ててナギは言い切った。

「この月瀬梛、ただ一人だ！」

（ギャーッ！　この人、色々とこじらせて重度のブラコンになってるぅ──！）

「今日は超高性能望遠カメラで兄さんを撮りまくっているんだから、入ってこないでよね。僕のコレクションにあんたの姿なんか入れたくないから！　写真集が台無しになるよ」

（コ、コレクション？　写真集？　この子、何を作る気や！）

　憎しみと愛情は表裏一体とはよく言われるが、それを体現している人が目の前にいた。

「綺麗な格好をしているからって、僕があんたの写真を撮りまくるとか思わないで欲しいね。ちょっと可愛いからって自うぬ惚ぼれないでくれる？」

「いや、欠片かけらも思ってませんけど……どんな妄もう想そうやの」

「ふん、まあ、でもちょっとはあんたに感謝してるから、少しくらいは撮ってあげてもいいよ」

「感謝？　あたしに？」

「一応……兄さんと揉もめている時に止めてくれたことは助かったから。偉えらそうに説教をしてきたことも、まあ悪くはなかった……と思うから……。み、見み栄ばえもまだマシな方だし」

「そっか。あたしの話を聞いて考えてくれたんや、ありがとう。嬉しい」

　梛が柊夜のことを理解しようと努力してくれるきっかけになれたのであれば、胡桃にとってこれ以上のことはない。

　柊夜が一人で抱かかえて苦しんできた家族との隔へだたりが、少しでも小さくなるのなら、本当に心から嬉しい。

「ねえ、勘かん違ちがいで過大評価しないでくれるかな。別にあんたの言葉が大きく影響したとかじゃないし、ほんのちょっとだから。普通の感謝が地球の大きさなら、あんたに感じているのは砂一粒くらいだから！」

　もう、それ感謝してないのと同じではないですか、と言いたかったが、梛の性格がなんとなくつかめてきた胡桃は、いっそ梛が可愛らしく思えて笑えてきてしまった。

　ふわりと天使の微笑みを浮かべた胡桃に、梛はサッと頰ほおを赤らめると、急に怒り口調になり言い募つのった。

「そ、そんな顔を見せて人をたぶらかすんだ。ふん、お姫様だなんて、あざとい格好をして兄さんを誘ゆう惑わくする気なんでしょ？　誰でも見境いなくたぶらかすなんて最低だね」

「いきなり何？　意味がわからへん」

「だ、か、ら、兄さんは渡さないから！」

「どんな修しゆ羅ら場ば!?　いつの間に男の子と取り合うとか、そんな設定になってんの！」

「ちょっと僕よりも近くにいるからって、色いろ仕じ掛かけとかしたら許さないよ」

（い、色仕掛けって、何を言い出すんですか！　この中学生は！）

　言葉を失う胡桃に、「そんなことをしたら」と、ナギは距離を縮ちぢめ、グイッと胡桃の手首をつかみ上げた。

「この手、呪じゆ術じゆつで腐くさらせるから」

「腐る!?　折るんちゃうんや！　めっちゃイヤやわ！」

　予想を斜ななめ四十五度ほど上回った脅おどし文もん句くに思わず突っ込む。

「ふふん、僕の呪術はすごいんだからな。こんな細い腕なんか……ほそ……ほ、細い……細いな、あんた」

　つかんでいる胡桃の手首が想像以上に細かったことに梛は動どう揺ようしたようだ。

　さらにどこか困ったような眼まな差ざしで見つめてくるドレス姿の胡桃は、頼りなげで儚はかなそうに見える。そんな胡桃の姿に動揺したのか、梛が急にしどろもどろになる。

「ほそ、細い……腕なんか……いや、腕はやめて、この首を……って首もほそっ！　えっと肩……いや、もういい、なんか……とにかく、兄さんを──」

　梛の続きの言葉を、低めの声が阻はばんだ。

「梛、こんなところで五ご條じようさんと何をしているの？」

「に、兄さん！」

　ツカツカと凜々しい侍さむらい姿すがたの柊夜が近寄ってくるのを見て、梛は耳まで赤く染めながら、胡桃の腕を勢いよく放した。

「あ、あんた……」

　キッと胡桃を睨み付けながら捨すて台詞ぜりふを吐はき捨てた。

「ちょっと細くて可愛いからっていい気になるなよ！　ああ、もう、兄さんは麗うるわし過ぎるんだよ──っ！」

　叫びながら梛は駆かけ出した。

「あ、梛！」

　柊夜が慌てて呼び止めたが、梛は全速力で駆けていく。

　そしてライオンに追われるインパラのように華麗に逃げていってしまった。

　見事に逃げ去った梛を啞あ然ぜんと見送った柊夜が胡桃へと問いかける。

「梛と何を話していたの？　また何かされてない？」

「だ、大丈夫。ちょっと……色々と話していただけだから」

　梛が相当重じゆう症しようのブラコンに陥おちいってしまったことは言わない方がいいな、と思い黙だまっていることにした胡桃は、なんとか話を誤ご摩ま化かす。

　それにしても、いつもの着物姿は妖よう艶えんで華はなやかだが、仮装（コスプレではないはず）をした柊夜は、女子が騒ぐのがわかるほど凜々しかった。

　整えられた髪、紺こん色いろの着物と袴、腰には二本差し。眼鏡も外していると、元々の綺麗な顔立ちが露あらわになっている。

　普段の根暗で地味な日陰の存在と同一人物とは思えない。

　──本当に、綺麗な人。

　夜の姿に見慣れてきた胡桃でもそう思うのだ。

　初めて見た女子が、どれだけこの柊夜に惹ひかれてしまうのかと、それを考えるとじわりと黒い絵の具が心に広がり、塗ぬり潰されそうになる。

（なんやの、このもやっとした気持ち）

　黒い雲が広がっていくような、漠然とした不安と不快の交じり合った心。

（まさか……まさか、これはヤキモチってやつ？）

　今まで告白されることはあっても、自分の外そと面づらを整えることに全力を尽つくしていた胡桃は、もちろん彼氏など作ったことはない。自分のことで精いっぱいだったから、まともに異性を好きになったこともない。

　初めて知ったヤキモチは、もやもやとして心の置き所がなくて落ち着かない。

「ふ～ん、ちょっと、ね。手を握にぎられていたようだけど？　手を握りながら話すことって何？　だいたい、そんな格好でいくら年下でも男と二人きりとか、もうちょっと警戒したほうがいいと思うけど」

　口調が怒っているのは気のせいだろうか？

　それにいつもいつも「警戒しろ」と忠告してくるのはどうしてだろう？

（まさか、柊夜もヤキモチとか？　ありえへんよな。うん、ないない）

　自分の考えに思わず笑ってしまい、突っ込みを期待してそのままに笑いながら告げた。

「あはは、もしかしてヤキモチでも妬やいた？　なんて」

「なんでやねん！」と突っ込まれるのを期待している胡桃に、柊夜はさらりと返した。

「妬いてますけど」

「…………へ？」

「妬いてますけど、いつでも」

　返事の意味が理解できない。

　パチパチと何度も瞬まばたきをくり返しているうちに、徐々に意味を理解する。

「は……あ……え……」

　うまく言葉が出てこない胡桃の耳に、集合アナウンスが飛び込んできた。




『応援合戦参加の二年生は本部前テントに集合してください。くり返します。応援合戦参加の二年生は──』




「しゅ、しゅ、しゅううう集合……いいい行きゃないとでしゅよ」

　動揺を隠しきれない胡桃はこれ以上ないほど嚙かんでしまった。

（嚙みすぎたぁ！　怪あやしい人になってるぅ！）

　あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんになっている胡桃とは対照的に柊夜はやけに落ち着いている。

「うん、行かないとね」

「いや、だ、だから、ほら、いいい行かないと」

「みんなには内緒で」

「え？」

「誰にも内緒にしていたい」

　なんのことを言っているのか、胡桃は返事をためらう。

　戸惑う胡桃に柊夜が顔を寄せてきた。

　間近になった柊夜の瞳が真っ直ぐに胡桃を見つめ、その瞳の中に見える色に引き込まれそうになる。

　──甘い色……。

　あやかしたちを誘さそう時とは違う、初めて見る甘い色が切れ長の綺麗な瞳の中にある。

　抗あらがうことができなくなるあやかしたちの気持ちを痛いほど理解する。

　さあ、おいで、と誘われたら、迷わずに彼の元へ行ってしまうだろう。

　抵抗するように、思わずギュッと目を閉じた胡桃の唇に軽く何かが触れた。
















　柔らかく、軽くふわりと触れて、すぐに離れた。

（ふぉっ!?）

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかったけれど、触れたのが柊夜の唇だと気がついた途と端たんに胡桃は、グラリと重心を失って壁に倒れかかった。

（う……うそ……今のは……キ、キ、キス!?）

　背中がトン、と冷えた体育館の壁とぶつかり、小さく震える。

　背中の大きく開いたデザインのドレスのせいで壁の冷たさを直接肌に感じてしまったから、小さく震えてしまった。

「イヤ、だった？」

　胡桃が震えたことを、拒絶と思ったようだ。

　顔を背けて視線を落とした柊夜の表情が曇る。今まで見たことがないほど耳が赤くて、それを見た胡桃まで熱くなる。

（違う、違う。イヤじゃない。イヤどころか……）

　びっくりしたとか、恥はずかしいとか、嬉しいとか……心の中にあらゆる色の絵の具をぶちまけた気分で、何色に染まっているのか判断ができない。

　さっきまであった黒色の絵の具など、完全に消えてしまっている。

　項うな垂だれたようになっている柊夜に、震えているのは違うと伝えたくて焦あせる。散らかったおもちゃ箱のような心の中から言葉を慌てて引っ張り出す。

「……イヤ、ジャナイ……デス」

　焦るあまりに、しどろもどろを通り過ぎてカタコトになってしまった。

（し、しまった！　日本語ができへん外人みたいになってしもたぁ！　よけいに怪しい！）

　急いでもう一度言い直した。

「イヤト、チガウ、マス」

（ギャアアア！　またカタコトになってしもてるぅ！　しかも今度は日本語さえ怪しい）

　もうこのまま日本に留学してきた外人を装うか、と混乱から支し離り滅めつ裂れつなことを考え始めた胡桃に、柊夜はボソッと小さい声で言った。

「……我慢なんてできない」

「え？」

「あ……いや、その……衣装が……綺麗だったから……」

「い、衣装が？」

　衣装が綺麗だと、キスをするものなのか？

　それは日本の習慣になったのだろうか？

　今時の若者ときたらそんなことを、とまるで一世代昔のオッサンのようなことまで思う胡桃は完全に動揺しており、柊夜のしどろもどろの言葉を鵜う吞のみにする。

　それなら、柊夜の素敵衣装姿に他の女子はキスをして──と、思考がそこに行き着いた胡桃は「ひぎゃあああ」と意味不明な叫びを上げたくなった。

　その時、柊夜の胸元からひょいと顔を覗のぞかせた青いクマのぬいぐるみがピョンと跳はねて、胡桃の肩に飛び移るとすぐに言った。

「それ、おいらもしたい！　胡桃、本物のお姫様みたいだ！」

　嬉しそうに手をばたつかせる銀ぎん太たが肩先で跳ねた。

「リンの絵本で見たことがあるぞ、かぐや姫だっけか。靴くつ忘れて竹に帰るやつ」

「それシンデレラ、いや、かぐや姫？　いやいや、竹には帰らへんから！」

　突っ込みを入れた胡桃に銀太はブンブンと手を振った。

「とにかくすげえ綺麗だってことだよ！　だからほら、胡桃、ちゅってするぞ」

　可愛らしい鼻先を胡桃へと寄せる銀太の体が、あと少しのところでガッシリとつかまれた。

「銀太はダメだ」

　つかんで胡桃から引き離した柊夜が、小さくベッと舌を出す。

「なんでだよう！　柊夜だけずりいじゃねえか！」

「俺はいい。でも銀太はダメだ」

「ずるい！　おいらだって胡桃にちゅってしてえよ！　意地悪！　姑しゆうとめ！　嫁いびり！」

　小さい手足をジタバタと振り回して喚わめく銀太を見る柊夜が笑顔になる。

「ケチ、横暴、鬼き畜ちく！　闇やみの帝王、金貸し！　越えち後ご屋や、悪あく徳とく代だい官かん！」

　とにかく知っているイメージの悪そうな単語を並べ立てる銀太に、それも情報源はテレビだと思われる単語の羅ら列れつに、柊夜は笑みを深め、深まるにつれて冷気が広がる。

　一気に周囲が雪山になったような気温変化を見せる。

（銀太、ストップや。もう柊夜がツンドラ気候に変化してる）

　体を握られながら、柊夜の手の甲をペシペシと叩いている銀太は、柊夜の変化に気がついていないようだ。

　胡桃には辺りの景色が猛もう吹雪ふぶきに見える。のしのし歩くマンモスの幻影が見えた。

「ねえ、銀太」

　柊夜が優しく銀太を呼ぶ。

「なんだよう」

　動きを止めて柊夜を見上げた銀太が息を吞んだ。

　瞬間冷凍されたのかもしれない。

　ピクリとも動かなくなった銀太へ、ツンドラ笑顔のままで柊夜は優しく問いかけた。

「銀太はさぁ、教科書がぎゅうぎゅうに詰まったカバンの奥底に押し込められるのと、炎天下の日なたに一日中つり下げられ続けるのと、どっちが好きかな？」

「え……？　ど、どっちも好きじゃねえよ」

「ん？　どっちかな？　二択なんだけど？」

（ひいいい、柊夜が暗黒の人になってるぅ！）

「いや、あの、おいらは」と言い淀よどむ銀太がかわいそうになった胡桃は、柊夜の着物の袖そでを引いて促うながした。

「ほら、もう行こう？　集合時間やし。な、銀太は懐ふところにしまってあげてさ」

「く、胡桃ぃぃぃ！」

　助け船を出した胡桃へと両手を伸ばしてきた銀太を、グイッと胸元に容よう赦しやなく押し込んだ柊夜が、やけにいい笑顔で胡桃へと手を差し出した。

「そうだね、時間だよね。では行きましょうか、お姫様」

「手!?　つなぐの!?」

　エスコートするつもりなのだろうか。差し出した手は断れない雰ふん囲い気き、いや、断れない威い圧あつを感じさせる。

　こんなに積極的な人だったのか？　いや、そんなはずはないから、もしかしたらあやかしに取り憑つかれているのでは、と柊夜の顔をマジマジと見つめる。

　ん？　と軽く首を傾かしげた柊夜に、明るい陽射しが陰影を作る。

　昼の柊夜だって、すごく綺麗だ。

　それを再認識した途端に、胡桃の胸はあたふたと落ち着きをなくす。

　綺麗な柊夜の指先に、そっと触れた瞬間、あまりにも緊張しすぎてめまいを感じた。

　忙せわしない胸の動どう悸き、めまい、それに息苦しくて、汗も滲にじんでくる。

　この症状は、もしかして……。胡桃は一つの可能性に気がついた。

「しゅ、柊夜、あたし……」

　一拍、間を置いてから胡桃は思い切って告げた。

「熱ねつ中ちゆう症しようになったかも……」

「ええ!?　熱中症？」

「うん。だって心臓がドキドキして動悸が治まらへんし、息苦しさにめまいとか、喉も渇かわいてる……」

「いつから？　保健室に行こうか」

　心配そうに尋たずねてくる柊夜はそっと触れ合っている指先を握り込み、胡桃を引き寄せる。

「わあああ！　今、もっと動悸が激しく！　柊夜に触れるとひどくなるみたいや。柊夜を見るだけでもドキドキして心臓が破裂しそうになるもん、触れたら倒れそうになる」

「……五條さん……それ……」

　はああ、とわざとらしいほど大きな吐と息いきを盛大に吐き出した柊夜が、今度は胡桃の肩を抱き寄せた。

　剝むき出しの肩に直接触れた柊夜の手に、さらに心臓は跳ね上がる。

「どれだけ無自覚なの？」

　呆れた柊夜の声に胡桃が体をすくめた途端、柊夜はグイッと思い切り胡桃を引き寄せて抱き上げた。

「ひゃ!?」

　気がついた時には、お姫様抱っこをされていた。

　お姫様の格好をした胡桃を抱く、これぞ本当のお姫様抱っこ。

　胡桃の額ひたいに軽く己おのれの額を重ねた柊夜が口の端を引き上げる。

「見せつけても、いいよね？」

　誰に何を、と問いたいけれど、今にもまた唇が触れそうな距離に、胡桃は言葉を見失ってただ柊夜を見つめる。

　だが笑みを浮かべている柊夜の口元が、少し意地悪そうに歪ゆがんでいることに気がついた胡桃は、非常に嫌な予感を覚えて慌てた。

「ちょ……あの！」

「めまいがするんだから、俺が連れて行くよ、集合場所まで」

「えええ、まっ、ちょ、これ、えええ！　みんなの前まで!?」

「そうだよ」

　さらりと平気で告げる柊夜は当然といわんばかりにスタスタと歩く。

「待って待って待ってぇぇぇ！」

　叫ぶ胡桃を抱いたまま、集合場所へ近づく。

　銘めい々めいが勝手にしゃべっている集合場所はお互いの話が聞こえないほどうるさくざわめいていたのに、柊夜が通った途端にシ────ンと静まりかえった。

　胡桃は生きた心地がしない。

　柊夜に抱き上げられているだけでも倒れそうなのに、尋じん常じようならざる注目度。

　何を考えていいかもわからず意識は真っ白だった。

　珍ちん獣じゆうか、もしくは囚とらわれた宇宙人でも見るような視線が突き刺さる。

　静まりかえった後、一いつ斉せいに悲鳴が上がる。野や獣じゆうのような雄お叫たけびも交じっていた。

「ぎゃぁぁぁ！　胡桃ちゃんがぁ!!」

「あの二人、ええええ!!」

「ウソだ──！　お姫様がさらわれるう！」

「お姫様抱っこぉぉぉぉぉ！　鼻血出る！」

　意味不明な悲鳴と雄叫びが多数上がる中、柊夜はクラスの場所まで行くとそっと胡桃を優しく下ろした。

　その瞬間、すごい勢いで咲畑が柊夜を羽は交がい締じめにした。

「柊夜！　おまえ、何してくれてんだ！　俺のお姫様を!!　美お味いしいところ持っていくんじゃねえよ！」

　他の男子も加わって、「月瀬をしめろ！」などと剣けん吞のんな騒ぎになる。

　女子も大騒ぎでみんなもうバラバラ。

　入場を促すアナウンスが流れても全員が大騒ぎ。

　──結果。

　胡桃のクラスはバラバラのままで、応援の一つもできずに最下位になってしまい、混乱したままで体育祭は終了した。




　自分のせいだと深く落ち込み、誰も来ない校舎裏の片かた隅すみでしゃがみ込んでいる胡桃に、柊夜は近寄ると平然と言った。

「なんか、すごい噂うわさになっちゃったね」

　あんたのせいですやん、と言いたくて膨ふくれっ面つらを見せた胡桃に柊夜は楽しそうに笑った。

「もう、これだけ噂になってしまったし……付き合おうか」

「は？　はっ……はいぃぃぃぃぃい!?!?」

「返事は『はい』か『ＹＥＳ』のどっちかでお願いします」

「ちょ、まっ、え？　あの……はっ！　もしや、これは仕返し？」

　告白の『前科』への意趣返しかもしれないと、恐る恐る尋ねると、すぐに柊夜が笑う。

「仕返しなんてしないよ、五條さんじゃないんだし」

「うっ、痛いところ突かれた！　自分で蒸し返してしもた……」

　しゅんと萎しおれる胡桃と対照的に柊夜はあっさりとした口調で言った。

「俺、意外と意地悪なところがあるみたいなんだ」

　とてもわかります、の意味を込めて頷うなずく。

「意地悪で、あと結構ヤキモチ妬きで、心が狭いみたい。だから、その、誰かに取られたくなくて……誰にも渡したくないんだ」

　柊夜の耳が、日焼けとは違う赤色に染まっている。

　スラスラと淀みなく話しているけれど、耳が驚くほど赤く色付いていて、この言葉が噓や冗じよう談だんじゃないと、証明している。

　目を一度逸そらしてから、柊夜は胡桃を優しく見つめた。

「こんな俺でもいいなら……付き合ってくれませんか、五條胡桃さん」

　柊夜は右手を胡桃へと差し出した。

（……ずるい）

　柊夜の手を見つめながら胡桃は小さな吐息をこぼす。

　大きくて頼もしい柊夜の手が好き。長くて綺麗な指も好き。

　切れ長の瞳も、薄い唇も、漆しつ黒こくの髪も、赤く染まっている耳も、それに何より優しい心が。

　──全部好きなのに、こんなふうに手を差し出されたら……。

　拒むことなんてできるはずがないのに、柊夜はずるい、とそっと顔を伏せる。

　下を向いた胡桃は、自分のつま先へと小さな小さな声を落とした。

「……よ、よろしく…………お願いいたします」

　柊夜の差し出す手のひらに、胡桃はそっと手を重ねる。

　二人の物語を紡つむいでいくための、始まりの時計を動かすために胡桃はゆっくりと手を重ねた。





おわり
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　こんにちは、妙みよう見けんさゆりです。

「ようこそ黒くろ椿つばき屋やへ！」の二巻をお手に取っていただき、ありがとうございます。二人のお話を続ける機会をいただけて、本当に幸せです！




　表紙の柊しゆう夜や君、麗うるわしいですよね～！　見た瞬間、倒れそうでした。シャツ、透すけてますけど！　色気がすごいですよね！

　ウダジョ先生、美しく素敵なイラストをたくさん、本当にありがとうございます。

　梛なぎも可か愛わいくて、ラフをいただいた時に「うおっほう！」とリアルに叫さけんでしまいました。

　校正様、胡桃くるみの性格にまで突っ込んでチェックをしてくださり感謝です。

　印刷、デザイン、営業、販売等拙さつ作せくに携たずさわってくださった多くの方々に深謝いたします。

　担当様、めちゃくちゃお世話になりました。編集部の皆様、こうして続巻を出させていただき深くお礼申し上げます。




　お互たがいにお互いを無自覚に振り回してしまう裏表ありありの二人でしたが、いかがでしたでしょうか。副題は「銀太、我が慢まんの巻まき」かもしれませんが、少しでもお楽しみいただけたのならば、何よりも嬉しいです。

　帯がついている方は、ペラリとめくってみてくださいね。表紙に朧おぼろがいますよ！　可愛いです（実は一巻の表紙にもいるのです。朧を見つけてやってください！）。

　今回、胡桃たちの学校では体育祭がありましたが、我が高校の体育祭では、米こめ俵だわら（推定三十キロ）がバトン代わりのリレーがありました。その名も「米こめ騒そう動どう」。なんでまたそんな競技が、というものが皆様の学校にもあるでしょうか。珍競技をお聞きしてみたいです。




　それでは最後になりましたが、この本を読んでくださった読者の皆様に心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。





妙見さゆり
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ウダジョ

Udajyo




「もう、お前ら結婚しろ！」と言うだけのそういうモブにわたしはなりたい。




結婚した方がいいんじゃないかな、という２人の前に現れては消えるあやかしでもいいです。（優しい顔をしている）










電子版 ビーズログ文庫アリス





ようこそ黒くろ椿つばき屋やへ！




～フラグを折おるのは美び少しよう年ねんですか？～











著者／妙みよう見けんさゆり

イラスト／ウダジョ
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(c)Sayuri MYOUKEN 2015





本電子書籍はビーズログ文庫アリス『ようこそ黒椿屋へ！～フラグを折るのは美少年ですか？～』（2015年7月27日発行　初刷）を元にして制作しております。
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